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は じ め に

平成20年 度全 国学力 ・学 習状況調 査 は,小 学校 第6学 年及 び 中学校第3学 年 の原則

と して全児童 生徒 を対象 に,4月22日 に実施 され ま した。

調査 の 目的 は,① 国が,全 国的 な義務 教育 の機 会均 等 とそ の水準 の維 持 向上の観点 か

ら,各 地域 にお ける児童 生徒 の学力 ・学習状 況 をきめ細 か く把握 ・分析す ることによ り,

教育及 び教育施策 の成果 と課題 を検証 し,そ の改善 を図 るこ と,② 各 教育委員 会,学 校

等が,全 国 的な状況 との 関係 におい て 自 らの教 育及び教 育施策 の成果 と課題 を把 握 し,

そ の改 善 を図 ると ともに,そ の よ うな取組 を通 じて,教 育 に関す る継続 的 な検 証改善 サ

イ クル を確 立す るこ と,③ 各 学校 が,各 児 童 生徒 の学力 や学習 状況 を把 握 し,児 童生徒

への教育指導や 学習状況 の改 善等に役 立 てる ことです。

調査 の 内容 は,教 科 に関す る調 査(国 語 と算 数 ・数 学)と 生活環境や 学習環境 等 に関

す る質 問紙調査(児 童生徒対象 と学校 対象)が あ り,教 科 に関す る調査 は,主 として 「知

識 」 に関す る問題 と,主 として 「活 用」 に関す る問題 の2種 類 か らな ります。

主 として 「知識 」 に関す る問題 は,① 身 に付 けてお かな けれ ば後 の学年等 の学習 内容

に影響 を及 ぼす 内容や,② 実 生活 にお いて不 可欠で あ り常 に活 用で き るよ うにな ってい

るこ とが望 ま しい知識 ・技能 な どを調査 す る ものです。 ま た,主 として 「活用 」 に関す

る問題 は,① 知識 ・技能 等 を実生活 の様 々 な場 面 に活用 す る力 や,② 様 々 な課題 解決 の

た めの構想 を立て実践 し評価 ・改善す るカ な どにかかわ る内容 を調 査す るものです。

国立教 育政策研 究所教 育課程研 究セ ンター におい ては,調 査 問題 の作成 と調 査結果 の

分析 を担 当 してお ります 。 この調 査 を,児 童 生徒一人 一人 の学力や学 習状況 の把 握 は も

とよ り,今 後 の指 導や 学習 の改善 に活 か してい くこ とが重要 であ る と考 えています。 こ

のた め,問 題 の作成 に当た っては,学 習指導要領 に示 され てい る内容 が正 しく理解 され

るよ う留 意す ると ともに,子 どもた ちに身 に付 け させ たい力 と して重視 され る ものにつ

いての具体 的なメ ッセー ジ とな るよ うに努 めま した。
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本資料は,調 査問題について出題の趣 旨や正答 ・誤答の解説などをまとめたものです。

各学校や教育委員会において,日 常の学習指導や教育施策の改善 ・充実に生かしていた

だければ幸いです。特に,学 校においては,当 該学年以外の先生方や当該教科以外の先

生方を含めて学校全体で活用していただきたいと考えてお ります。

最後 に,本 調 査 の実施 に当た りご協力 い ただ きま した皆様,調 査 に参加 していた だい

た教育委 員会,学 校 の皆様,本 資料 の作成 に当た りご協力い ただ きま した皆様 に心 か ら

御 礼 申 し上 げます 。

平成20年4.月

国立教育政策研究所 教育課程研究センター長

大 槻 達 也
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● 本 書 の 目的

本書 は,平 成20年 度全 国学力 ・学習状況調査 の実施後速や か に,児 童生徒 への教育指導

や学習状況 の改善等 に役 立て るこ とがで きるよ う,教 科 に関す る調 査問題 について の解説 な

どをま とめたものであ る。

● 本 書 の 内容 ・構 成

1中 学校数学科 の調査 問題 作成に 当た って

調査 問題作成 の基本方針 と して,調 査 問題 の出題範 囲,問 題 作成 の枠組 み につい て解説

した。

豆 調査 問題の解説

問題 ごとに,出 題 の趣 旨,正 答 とそ の解説 な どにつ いて記述 した。

1出 題の趣 旨

問題 ご とに把握す る力や その意義,場 面設定 な どについて解説 した。

2各 設 問の趣 旨

各設 問につ いて出題 の趣 旨を記述す る とともに,学 習指 導要領 にお ける内容 ・領域及

び評価 の観点 な どを示 した。

3正 答 と解説

■正答 各設 問の正答や 正答例 を記述 した。

■解説 問題 の代表 的な解 き方,正 答 の条件,予 想 され る誤答 例 と考 え られ る原 因な ど

を記述 した。

4学 習指導 に当た って

問題 と関連 して,今 後 の学習指導 におい て参考 とな る事柄 を記述 した。

皿 調査 問題一覧表

問題 の概要,出 題 の趣 旨,学 習指導要領 の領域,評 価 の観 点,問 題形 式 を一覧表 にま と

めた。

n1調 査問題等

調査 問題,解 答用紙及 び正答(例)を 掲載 した。
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V解 答類型

解答類型 は,各 設 問についての正答 ・予想 され る誤答 ・無解 答な どの解 答状況 を分類 し

整理 した ものであ る。

正答 につい ては,設 問の趣 旨に即 して解答 として求 め る条件 を定 め,そ の条件 をすべ て

満た してい るものを ◎ で表 し,設 問の趣 旨に即 し必要 な条件 を満 た してい るものを ○

で表 した。

なお,解 答類型 には次 の よ うに番号 を付 けた。

類型1～ 類型8(最 大)… 正答 ・予想 され る誤答 の類型

(複数の類型 が正答 とな る問題 もあ る。)

類型9「 上記以外 の解答 」(類 型1か ら類型8ま で に含 まれ ない解

答。)

類型0「 無解答」(解 答 の記入 のない もの。)

VI質 問紙調査項 目(教 科関連部分)

質問紙調査項 目の うち,中 学校数学科の教科に関す る項 目を掲載 した。

※ 本調査 にお いては,障 害の ある児童生徒や 日本語指 導が必要 な児童生徒 に対 し

て,点 字 問題,拡 大文字問題,総 ル ビ付 き問題 を用意 した。

なお,点 字 問題 については,問 題 が一部異 なってお り,本 書で はその部分 を掲

載 した。
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Ⅰ中学校数学科の調査問題作成に当たって

1調 査 問 題 の 出 題 範 囲

全 国的 な学 力調 査 の実 施方 法 等 に 関す る専 門家検 討 会議 に よる報 告 書 『全 国 的 な学力

調査 の具体 的 な実施 方 法等 につ い て(報 告)』(平 成18年4.月,以 下 『報 告 書』 とい う。)

で は,全 国的 な 学力調 査 にお け る調 査 問題 の 出題 範 囲 ・内容 につ い て,各 学 校段 階 に お

け る各 教科 等 の 土台 とな る基盤 的 な事 項 に絞 った上 で,以 下 の よ うに問題 作 成 の基 本理

念 を整理 す る こ とが適 当 であ る とされ てい る。

・身 に付 けて お かな けれ ば後 の学年 等 の学 習 内容 に影 響 を及 ぼす 内容や ,実 生 活 に お

い て不 可欠 で あ り常 に活 用 で き るよ うに なっ てい るこ とが望 ま しい知 識 ・技 能 な ど

(主 と して 「知識 」 に 関す る問題)

・知識 ・技 能等 を実生 活 の様 々な場 面 に活 用す る力 や,様 々 な課 題 解決 のた め の構 想

を立 て実 践 し評 価 ・改 善す る力 な どに かか わ る 内容(主 と して 「活用 」 に関す る問

題)

ま た,具 体 的 な調 査 問題 の作 成 に 当た っ て は,調 査 問題 自体 が 学校 の教 員 や児 童 生徒

に対 して 土台 とな る基盤 的 な事 項 を具 体 的 に示 す もので あ り,教 員 に よ る指 導 改善 や児

童生 徒 の学 習 改 善 ・学習 意欲 の 向上 な どに役 立 つ との視 点 が重 要 で あ る と され てい る。

特 に,算 数 ・数 学 科 で は,調 査 問題 の作成 に当 た って,以 下 の よ うな観 点 を盛 り込 む

こ とや 工夫 をす る こ とが考 え られ る とされ て い る。

主 と して 「知 識 」 に関す る問題

・整 数 ,小 数,分 数 等 の 四則 計算 をす る こ と

・身 の 回 りに あ る量 の 単位 と測 定 が分 か る こ と

・図形 の性 質 が分 か る こ と

・数 量 の関係 を表 す こ と

・変化 の様 子 を調 べ る こ と

・確 率 の意 味 を理 解 し確 率 を求 め る こ と な ど

主 と して 「活 用 」 に関す る問題

・物 事 を数 ・量 ・図形 な どに着 目して観 察 し的確 に と らえ るこ と

・与 え られ た情報 を分類 整理 した り必要 な もの を適切 に選択 した りす る こ と

・筋 道 を立 てて 考 えた り振 り返 っ て考 えた りす るこ と

・事 象 を数学 的 に解釈 した り自分 の考 え を数 学 的 に表現 した りす る こ と な ど

主 と して 「知識 」に関す る問題 と,主 として 「活 用 」に関す る問題 の内容 につい て は,

それ ぞ れ の 問題 を知識 ・技 能 の習得 と考 える力 の育 成 の 両面 にか か わ る もの として とら

え る必 要 があ る。

2問 題 作 成 の 枠 組 み

問題 作成 に 当た って は,上 記 の よ うな趣 旨 に も とつ い て,主 と して 「知 識 」 に 関す る

問題,主 と して 「活 用」 に関す る問題 のそれ ぞ れ を,中 学 校数 学 科 の 内容 の領 域,主 た

る評 価 の観 点,問 題 場 面 の文脈 とのか か わ りで位 置 付 け た。

(1)内 容 の領 域 ・評価 の 観 点 との対 応

中学 校数 学 科 の調 査 問題 の構 成 につ い て は,次 の(表1)の よ うに 内容 の領域 ・評価

の観 点 との対応 をま とめ た。
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問題 作成 の基本 理 念 と具 体 的 な観 点 か らみ て,中 学校 数 学科 の問題 と して は,主 とし

て 「知 識 」に 関す る問題,及 び主 と して 「活 用 」に 関す る問題 のいず れ につ いて も,「 数

と式 」,「図形 」,「数 量 関係 」 の領域 か ら出題 した。

ま た,評 価 の観 点 と して,主 と して 「知 識 」 に 関す る問題 で は,「 数 量,図 形 な どに

つ いて の知識 ・理解 」,及 び 「数 学 的 な表 現 ・処理 」に かか わ る もの を中心 に 出題 した。

一方
,主 と して 「活 用 」に 関す る問題 では,上 記2つ の観 点 に 「数 学 的な 見方や 考 え方 」

の観 点 を加 えた もの を主 た る評 価 の観 点 と した。

な お,「 数 学 へ の 関心 ・意欲 ・態 度 」 に か かわ る学習 状 況 は,主 と して質 問紙 調 査 を

中心 に調 査 す る こ と と した。

(表1)中 学校数学科の調査問題の構成

領 域 評価の観点 調査内容(『報告書』における例示)

主 と して 数 と式 ・整 数
,小 数,分 数等 の 四則 計算 をす る こ と

「知 識 」 数学的な表現 ・処理 ・身の回 りにある量の単位 と測定が分かること

に 関 す る 図 形 ・図形の性質が分かること

問題 数量,図 形などにつ ・数量の関係 を表す こと

数量関係 いての知識 ・理解 ・変 化 の様子 を調 べ る こ と

・確率の意味を理解 し確率を求めること な ど

主 と して 数学的な見方や考 ・物 事 を数 ・量 ・図形 な どに着 目して観 察 し的確 に と

「活 用 」 数 と式 え方 らえる こ と

に 関 す る ・与え られた情報 を分類整理 した り必要なものを適切

問題 図 形 数学的な表現 ・処理 に選択 した りす ること
・筋道を立てて考 えた り振 り返 って考えた りすること

数量関係 数量,図 形などにつ ・事象 を数学的に解釈 した り自分の考 えを数学的に表

いての知識 ・理解 現 した りす ること な ど

(2)主 と して 「知識 」に関する問題の枠組み

主 と して 「知識 」 に関 す る問題 は,『 報 告 書 』 で例 示 の あ る観 点 を も とに作 成 した。

した が って,「 数 と式 」,「図形 」,「数 量 関係 」 の各 領 域 の 内容 か らの 出題 を基 本 と しな

が らも,網 羅 的 に 出題 す るの で はな く,各 教 科 な どの土台 とな る基盤 的 な事 項 を選 択 し

て 出題 す る こ と とした。

なお,中 学校 数 学 科 で は,調 査 対象 を 中学 校 第3学 年 と してい る こ とか ら,中 学校 第

2学 年 ま での学 習 内容 を 出題 範 囲 と した。

次 の(表2)の よ うに,学 習指 導要 領(平 成10年 告示)の 内容 とそ の評 価 規 準 の

具体 例*に 対応 す る よ うに,各 領域 か ら出題 した。
*国立教育政策研究所教育課程研究センター

『評価規準の作成,評 価方法の工夫改善のための参考資料(中 学校)』平成14年2月.
『評価規準の作成,評 価方法の工夫改善のための参考資料(小 学校)』平成14年2月.

(表2)主 として 「知識」に関する問題作成の枠組み

学 習 指 導 要 領 の 内 容 評価規準の具体例またはその項 目 問題番号

小 【A数 と計算】
6 (2)分 数についての理解 を一層深めると 異分母の分数 の加法及び減法(真 分数 口(1)
学 ともに,異 分母分数の加法及び減法の と真分数 との加法及びその逆 の減法)

年 意味について理解 し,そ れ らを適切に の計算ができ,そ れ を用いることがで

用 い る こ とが で きる よ うにす る。 き る 。
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年

(1)正 の数 と負の数 について具体的な場
面での活動を通 して理解 し,そ の四則
計算ができるよ うにする。

正の数 ・負の数の必要性や よさ 国(2)

正の数 ・負の数 の計算 国(3)

(2)文 字を用いて関係や法則 を式に表現
したり式の意味をよみ とった りす る能
力 を養 うとともに,文 字を用いた式の
計算ができるようにする。

文字 を用いて考 えることの必要性や よ
さ

文字を用いた式 の計算 回(1)

(3)方 程 式 につ い て理解 し,一 元一 次方

程 式 を用 い る こ とが で き るよ うにす

る。

一元一次方程式及びその解の意味

等式の性質と一元一次方程式の解き方 回(1)

一元一次方程式の利用
回(2)

第
2

学
年

(1)事 象の中に数量の関係を見いだ し,
それを文字を用いて式に表現 し活用す
る能力を伸ばす とともに,文 字を用い
た式の四則計算ができるよ うにす る。

整式の加法 ・減法,単 項式の乗法 ・除法

文字式の利用 回(2)(3)

(5)

目的に応 じた式の変形 回(4)

(2)連 立 二 元一 次方 程 式 につい て理解

し,そ れ を用 い る こ とがで き るよ うに

す る。

連立二元一次方程式 とその解 の意 味 回(3)

連立二元一次方程式の解 き方 回(4)

連立二元一次方程式の利用

B

図
形

第
-

学
年

(1)基 本的な図形を見通 しをもって作図
す る能力を伸ばす とともに,平 面図形
についての理解 を深 める。

平面図形の対称性 囚(1)

基本的な作図 囚(2)

(2)図 形を観察,操 作や実験を通 して考
察 し,空 間図形についての理解 を深め
る。また,図 形の計量についての能力
を伸ばす。

空間における直線や平面の位置関係 回(1)

空間図形の平面図形の運動による構成

空間図形の平面上での表現

基本的な図形の計量 回(2)

第
2
学

年

(1)観 察,操 作や実験を通 して,基 本的
な平面図形の性質 を見いだ し,平 行線
の性質を基にしてそれ らを確かめるこ
とができるようにす る。

平行線 と角 回(1)(5)

多角形の角 回(2)

(2)平 面図形の性質 を三角形の合同条件
な どを基に して確かめ,論 理的に考察
す る能力を養 う。

証明の意義 と方法 團

三角形の合 同条件 回(3)

三角形や四角形 の性質 回

円周角 と中心角 回(4)

C

数
量

関
係

第
-

学
年

(1)具 体的な事象の中にある二つの数量
の変化や対応 を調べ ることを通 して,
比例,反 比例の関係 を見いだ し表現 し

考察す る能力を伸ばす。

比例,反 比例の関係 回(1)(2)

比例,反 比例の特徴 回(1)(2)

比例,反 比例の見方や考 え方の活用

第
2

学
年

(1)具 体的な事象の中か ら二つの数量を
取 り出 し,そ れ らの変化や対応 を調べ
ることを通 して,一 次関数 について理
解す るとともに,関 数 関係 を見いだ し
表現 し考察する能力 を養 う。

一次関数の関係

一次関数の特徴

圏(1)(、)

一次関数の利用
回(1)(2)

方程式 とグラフ 回
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(2)具 体的な事象についての観察や実験
を通 して,確 率 について理解す る。

場合の数 国(1)

確率 の意味 と簡単 な場合について確 率
を求めること

国(2)

(3)主 と して 「活 用 」 に関す る問題 の枠 組み

主 と して 「活 用 」 に 関す る問題 は,『 報告 書』 で例示 され た4つ の観 点 な ど((表1)

の 「調 査 内容 」参 照)を も とに作成 した。 作 成 に 当た っ ては,中 学校 数 学科 の指 導 の ね

らいか らみ て,ど の よ うな場 面で,ど の よ うな数 学的 な知識 ・技 能 な どが用 い られ るか,

ま た,そ れ ぞれ の場 面 で生 徒 の どの よ うな力 を評価 しよ うとす るか を明確 に した。

(表3)主 として 「活用」に関する問題作成の枠組み

活用の文 主たる評 活用され

活用する力 脈や状況 価の観点 る数学科 数 学 的 な プ ロ セ ス

の内容

α: α1:日 常的な事象 を数学化すること

知識 ・技能 α1(1)も の ごとを数 ・量 ・図形 な どに着 目して観

な どを実生 察すること

活の様々な 数学的な α1(2)も の ごとの特徴 を的確 にとらえること

場面で活用 実生活や 見方や考 α1(3)理 想化,単 純化すること

する力 身の回 り え方 α2:情 報を活用す ること

の事象で 数 と式 α2(1)与 えられた情報 を分類整理す ること

の考察 α2(2)必 要な情報 を適切 に選択 し判断すること

α3:数 学的に解釈す ることや表現す ること

α3(1)事 象を数学的に解釈すること

数学的な α3(2)解 決の結果 を数学的に表現す ること

表現 ・処

β: 他教科な 理 図 形 β1:課 題解決のための構想を立て実践すること

様々な課題 どの学習 β1(1)筋 道を立てて考 えること

解決のため β1(2)立 式や証明(説 明)の 方針 を立てること

の構想を立 β1(3)方針 にもとついて証明(説 明)す ること

て実践 し評 β2:結 果を評価 し改善すること

価 ・改善す 数量,図 β2(1)結 果を振 り返って考えること

る力 算数 ・数 形などに 数量関係 β2(2)結 果を改善すること

学の世界 つ いての β2(3)発 展的に考 えること

での考察 知識 ・理

γ: 解 γ1:他 の事象 との関係 をとらえること

上 記 α,β γ2:複 数の事象を統合すること

の 両 方 に γ3:多 面的にものを見ること

かかわるカ
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そ のた めに,主 と して 「活用 」 に 関す る問題 の枠 組 み では,

① 当該 の数 学 的 な知識 ・技 能 な どが活 用 され る文脈 や 状況

②活 用 され る数 学科 の内容(領 域)

③ 用い られ る数 学 的 なプ ロセ ス

の3つ の視 点 か ら(表3)の よ うに整 理す る こ とと した。

そ して,(表3)の 「数 学 的 な プ ロセ ス 」 で あ る α,β,γ の 内容 を出題 の趣 旨 と し

て 問題 の作成 に 当た った。

(4)問 題 形式

問題形 式 につ い て,以 下 の よ うに 出題 した。

○選 択 式 ……複数 の選 択 肢 か ら正 しい もの を選択 す る。

○ 短答 式 ……数値 や 用語 な ど主 と して単 語 で答 える。

○記 述 式 ……事柄 につ いて文 な どで説 明す る。

なお,『 報 告書 』で は 「記 述 式 の問題 を一定割 合 で導 入 す る。」と され てい るこ とか ら,

問題 の位 置 づ け を明確 にす るた めに,記 述 式 の 問題 の タイ プ を次 の よ うに整 理 した。

(5)記 述 式の 問題

① 記述 式の 問題 の位 置 づ け

『報 告書 』 で の 「調査 問題 自体 が学 校 の教 員や 児 童 生徒 に対 して 土台 とな る基 盤 的 な

事項 を具体 的 に示 す もので あ り,教 員 に よる指 導改 善 や,児 童 生徒 の学 習改 善 ・学 習意

欲 の 向上 な どに役 立 つ との視 点 が 重 要 で あ る。」 との指 摘 に留 意す る必 要 が あ る。 この

意 味 で,特 に記述 式 の 問題 の 出題 にお い て,評 価 す る記 述 内容 は,今 後 の 中学校 数 学科

の指 導 で求 め られ る方 向 を示す もの につ なが る。つ ま り,個 々 の記 述 式 の 問題 につ いて,

どの よ うな記述 内容 を求 め るか は,そ の 問題 ご とに あ る種 の 「あ るべ き姿(規 範)」 を

示す こ とにな る。

② 記述 式 の問題 の タ イ プ

今 回 の調 査 で は,記 述 式 の 問題 と して,以 下の(a)～(c)の3つ の タイ プ を考 えた。

(a)予 想 した事 柄や 事 実 を説 明す る問題

「位 を入 れ か えた数 ・回(3)」

(b)事 柄 を調べ る方法 や手 順 を説 明す る問題

「ベ ニヤ板 と釘 ・圖(2)」,「 富士 山 の気 温 ・囹(3)」

(c)事 柄 が成 り立 つ理 由を説 明す る問題

(c-1)明 示 され た説 明す べ き事柄 の根 拠 を記 述す る形 式

「位 を入れ か えた数 ・回(2)」,

「重 な りの あ る2つ の三角 形 ・國(2)」

(c-2)説 明す べ き事柄 を判 断 し,そ の根拠 を記述 す る形 式

「身長 の推 定 ・巨](3)」

これ らの 問題 の タイ プ につ いて,問 題 で求 め る記 述 内容 とそれ に対 応 して構 成 され る

解 答 類型 を,次 の よ うに整 理 した。
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(a)予 想 した事柄 や 事実 を説 明す る問題

中学 校数 学 科 の学 習指 導 で は,数 量 や 図形 な どの考 察対 象 につ い て,あ るい は 問題 場

面 にっ い て,成 り立 っ数 学 的 な事 実 を予想 し,予 想 した事柄 を証 明 した り,予 想 に対す

る反 例 をあ げた りす る こ とに よって検 証す る活動 が行 われ る。 この活 動 の 中で は,予 想

した事柄 を的確 に と らえ直 し,数 学 的 に正 し く表 現 す るこ とが大切 で あ る。 そ こで,記

述式 の問題 の タイ プ として 「予 想 した事柄 や 事 実 を説 明す る問題 」 を 出題 し,こ の よ う

な予 想 の場 面 で の数 学 的 な表現 力 をみ るこ とに した。

一 般 に
,あ る事 柄 を数 学 的 に説 明す る場 合,説 明 され る事柄 の前提 や根 拠 と説 明 され

る結 論 の 両方 を含 む命 題 の形 で記 述す る こ とが 求 め られ る。 そ こで,予 想 した事 柄 や事

実 を説 明す る場合,前 提 あ るい は根 拠 とな る事 実 の指摘 と,そ の根 拠 に よって説 明 され

る結 論 の両 方 を解 答 と して求 めた。

例 えば,「 位 を入れ かえた数 ・回(3)」 の問題(p.70)で は,問 題 文 に 「『 ～ は,

・に な る。』 とい う形 で答 え な さい。」 と明示 す る こ とで,「2桁 の 自然数 と,そ の数

の十 の位 の数 と一 の位 の数 を入 れ か えてで きる数 の差 」 につ い て,「9の 倍数 に な る。」

を,「 ○ ○ は,△ △ に な る。」 の形 で表 現 して解 答 す る こ とを求 めた。

この よ うに,予 想 した事 柄や 事 実 を説 明す る内容 と しては,数 や 図形 の性 質 ・特徴 や,

問題 場 面 にお け る要 素 間 の関係 な どが 考 え られ る。

(b)事 柄 を調 べ る方 法や 手順 を説 明す る問題

数 学 を活 用 す る場 面 で,問 題 を解 決 す る方 法や 手 順 を的確 に説 明 で き る よ うにす る こ

とが大 切 で あ る。 また,主 と して 「活 用 」 に 関す る 問題 作 成 の基本 理 念 に,様 々 な課題

解 決 のた め の構 想 を立 て実 践 し評価 ・改 善す る力 をみ るこ とが あげ られ て い る。 この こ

とか ら,事 象 を数 学 的 に解釈 す る場面 での アプ ロー チ の仕 方や 手順 の説 明 を求 め る問題

に よって,構 想 を立て た り,そ れ を評価 ・改善 した りす るカ をみ るこ とに した。

事 柄 を調 べ る方 法 や手 順 を説 明す る場合,問 題 にア プ ロー チす る方 法 を考 え る上 で,

何 を用 い るの か(「 用 い るもの 」),さ らにそ れ を ど う用 い る のか(「 そ の用 い 方 」)の

2点 につ いて の記 述(「 ○○ を用 い て,△ △ をす る。」 の形 式 で の解 答)を 解 答 と して求

めた。

例 え ば,「 富 士 山の 気温 ・囹(3)」 の問題(p.82)で は,「 グ ラフ」(用 い るもの)と,

「点Dと 点Fと を直線 で結 び,κ=2500の ときの ア座 標 を よむ 。」(そ の用 い方)の 両

方 を記述 す る こ とを解答 と して求 めた。

解 答 類 型 の作 成 にお い て は,「 用 い る もの(○ ○)」 と 「そ の用 い 方(△ △)」 を視 点

と して解 答 を分類 した。 ま た,「 用 い る もの」 と 「そ の用 い 方 」 を一 般 的 に述 べ て説 明

す る解 答 と,そ の方 法 の利 用 に よっ て具 体 的 に解 を求 め る過程 を示 す 解答 の両方 を想 定

して解答 類型 を作成 した。

なお,方 法 を具 体 的 に説 明す る過 程 で,計 算 な どに誤 りが あ る場 合 も想 定 され るが,

この タイ プ の問題 は,様 々な課 題解 決 のた め の構 想 を立 て実践 し評 価 ・改善 す る力 を評

価す る こ とに も対 応 す るので,方 法 の説 明 が的確 に な され て い るか ど うか に焦 点 を 当て

て評 価す る こ とに した。
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(c)事 柄 が成 り立 つ理 由 を説 明す る問題

数 学 を活 用 す る場 面 で,あ る事柄 が成 り立つ根 拠 を説 明で き る よ うにす る こ とが大切

で あ る。 主 と して 「活用 」 に関す る問題 の調 査 内容 には,筋 道 を立 てて 考 えた り,振 り

返 っ て考 え た りす る こ とが例 示 され てい る。 この こ とか ら,説 明すべ き事柄 につ い て そ

の根 拠 を示 して理 由 を説 明す る 問題 を 出題 し,論 理 的 な思 考力 や表 現 力 をみ る こ とに し

た。
一 般 に
,あ る事 柄 が成 り立つ 理 由の説 明 を求 め る場合,説 明 の対象 とな る事柄 の根拠

を示 す こ と,そ の根 拠 に も とつい て事 柄 が成 り立つ こ とを指摘 で きる こ との両方 が求 め

られ る。 そ こで,「 ○ ○ で あ るか ら,△ △ で あ る。」 の形 で表現 され る前 半部 分 と後 半部

分 の両 方 の記 述 を解 答 と して求 めた。

事 柄 が成 り立 つ理 由を説 明す る問題 と して は,明 示 され た説 明すべ き事柄 とそ の根拠

を説 明す る形 式 と,説 明す べ き事 柄 を複 数 の 選択 肢 か ら1つ 選 択 して,そ の根 拠 を説 明

す る形 式 が考 え られ る。

明示 され た説 明す べ き事柄 の根拠 を記述 す る形 式 で は,説 明す べ き事柄 と根拠 の両方

の記 述 を解 答 と して求 めた。 例 えば,「 位 を入 れ か えた数 ・回(2)」 の 問題(p.70)で

は,2け た の 自然 数 と,そ の数 の十 の位 と一 の位 を入 れ か えた数 の和 の 計算 結果 であ る

11(x十 ア)に つ い て,「 κ+yが 自然数 だか ら,11(κ+y)は11の 倍 数 で あ る。」 とい う

形 の解答 を求 めた。

ま た,説 明す べ き事柄 を複 数 の選 択 肢 か ら選択 して,そ の根 拠 を記 述 す る形式 では,

適切 な選 択 肢 の選 択 とそ の根 拠 の記 述 を解 答 と して 求 め た。 例 え ば,「 身 長 の推 定 ・

口(3)」 の 問題(p.66)で は,正 しい選 択 肢 「ア」 を選 択 した上 で,身 長 を推 定す る式

の 「上腕 骨 の長 さ」 の係 数 を使 って,男 女 を比較 し,い つ も男 性2人 の 身長 の差 が大 き

くな る こ とを述 べ るこ とを解 答 として求 めた。
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Ⅱ調 査 問 題 の 解 説

A主 と して 「知識」に関する問題



団 分数の減法の計算 ・正の数と負の数とその計算

(2)あ るllの 、II∫の最 低 気温 は7℃,Bli」 の最 低気温 は 一3℃ て した.

この 日の 、市の最低 気温 は.B市 の最 低気温 よ り何℃ 高か ったか を

求め な さい

1出 題の趣 旨

分数 の減 法の計算がで きるか ど うかをみ る。

正の数 と負 の数の意味 を,実 生活 の場面 に結び付 けて理解 してい るか ど うか をみ る。

指数 を含 む正の数 と負 の数 の計算 がで きるか どうか をみ る。

2各 設 問の 趣 旨

設問(1)こ の問題 は,分 数 の減法の計算 ができるか ど うかをみ るもので ある。通分 し

て計算 ができ るか ど うか をみ るた めに,約 分 を必 要 と しない計算 の問題 を出題

した。

分数 の減法 の計算は,中 学校数学科 にお け る有理数 の計算や文字式 の計算 を

した り,方 程式 を解 いた りす る際 に必要 であ る。

設問(2)こ の問題 は,正 の数 と負の数 の意 味を,実 生活 の場 面 に結び付 けて理解 して

いるか ど うか をみ るもので ある。

数 の範 囲を拡 張 し,正 の数 と負 の数 の意 味を理解 す るこ とは,中 学校数学科

の学習全般 において必要で ある。
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設問(3)こ の問題 は,指 数 を含 む正 の数 と負 の数 の計算 がで きるか どうかをみ る もの

である。 ここで は,指 数 の計算 を先 にす るこ とを理解 し,一 α2=一(α × α)

と正 しく計算 で きるこ とが求 め られ る。

この内容 は,文 字式 を計算 した り,二 次方程式 の解 を吟味 した り,二 次 関数

に数 を代入 した りす る際 な どに必要 である。

なお,平 成19年 度 全 国学力 ・学習状況調 査(以 下 「平成19年 度調 査」 と

い う。)で は,(一 α)2の 形 の指数 を含む正 の数 と負 の数 の計算 がで きるか ど

うかをみ る問題 を出題 した。

■学習指導要領 における内容 ・領域

設問(1)小 学校第6学 年A数 と計算

(2)分 数 についての理解 を一層深 め るとともに,異 分母の分数 の加法及び

減法 の意 味について理解 し,そ れ らを適切 に用い るこ とがで きるよ うに

す る。

ウ 異分母 の分数の加法及び減法 の計算 の仕 方 を考 え,そ れ らの計算 が

でき るこ と。

設問(2)第1学 年A数 と式

(1)正 の数 と負 の数 につい て具体的 な場 面での活動 を通 して理解 し,そ の

四則計算 がで きるよ うにす る。

ア 負 の数 の必要性 を知 り,正 の数 と負 の数 の意味 を理解す る こと。

設問(3)第1学 年A数 と式

(1)正 の数 と負 の数 につい て具体的 な場 面での活 動 を通 して理解 し,そ の

四則計算 がで きるよ うにす る。

イ 正 の数 と負 の数 の四則計算 の意 味 を理解 し,簡 単 な計算が できる こ

と。

■評価の観 点

設問(1)数 量や 図形 についての表現 ・処理(小 学校)

設問(2)数 量,図 形 な どについて の知識 ・理解

設問(3)数 学 的な表 現 ・処理

3正 答 と解説

設問(1)■ 正答1

万

5■解説

7

21514

32121

1

21

17



設問(2)■ 正答 10(℃)

■解説A市 の最低気温 とB市 の最低気温 を数 直線 上 に表す と,下 のよ うに

な る。

BA-
-30十7

AはBよ り10大 きい か ら,100C高 い。

[誤答例]4・ ・数 の差 と,数 の絶対値の差 を混 同 してい る。

設 問(3)■ 正 答 一18

■解説 2×(-32)=2×(-3×3)

=2×(-9)

=-18

[誤 答 例1]18・ (-32)を(-3)×(-3)と 計 算 し て い る 。

[誤 答 例2]-12・ (-32)を(-3)×2と 計 算 し て い る 。

4学 習 指 導 に 当 た って

正 の数 と負 の数 の意 味や その大小関係 につい て,実 感 を伴 って理解 で きるよ うにす る こ

とが大切 である。 また,数 の範 囲 を正の数 と負 の数 にまで拡 張 した場面で,計 算 の意 味や

計算の仕方,手 順 を理解 で きるよ うにす るこ とが大切 であ る。

① 正の数 と負 の数 の意 味や大小関係 を,実 感 を伴 って理解 で きる ようにす る

中学校数学科 にお いて,数 の範囲が正 の数 と負 の数 に拡 張 され ると,数 の大小 関係 と

そ の数 の絶対値 の大小 関係 とを混 同す るこ とが予想 され る。 正の数 と負 の数の意味や そ

の大小 関係 につ いて,生 徒 の これまで の経験や実生活 の場 面な どに結び付 けて理解 でき

るよ うにす る ことが大切 であ る。

指導 に当たっては,数 直線や 図な どを用 いて,実 生活 の場 面で正 の数 と負 の数 を表 し,

そ の位置 関係や大 小関係 の理解 を図る よ うにす る ことが大切 で ある。例 えば,設 問(2)

の よ うに,2つ の都市 の気 温差 を求 める場面 では,数 直線 上に2っ の都 市 の気温 に当た

る2点 を と り,そ の2点 間の距離が気温差 を表 してい ることを確認 す るこ とが考 え られ

る。
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② 指数が表す意 味 と計算 の順序 を理解 し,確 実 に計算 できるよ うにす る

例 えば,設 問(3)の よ うに,指 数 を含 む計算 では,(-32)と(-3)2が 異な る こ

と,(-32)は(-3×3)を 意 味 して い るこ とや,2×(-32)の よ うな指 数 を含

む式 では(-32)を 先 に計算す るこ とを理解す る必 要があ る。

指導 に当たっては,誤 りのあ る計算例 を取 り上 げて,計 算 方法 を確認 す るな ど,計 算

の順序 を理解 し,確 実に計算がで きるよ うに指導 を進 め ることが大切 で ある。 また,次

の よ うに,必 要に応 じて,計 算 を行 う前 に乗 法の記号 ×を用 いて表す ことも考 え られ る。

(例)

2×(-32)

(参考)平 成19年 度調査 との関連

問題番号 問題の概要 正答率

設 問(3) A口(3) 2×(-3)2を 計 算 す る 88.7%

(参考)過 去の調査における正答率

調査の名称(実 施学年) 正答率

設 問(3)

平成13年 度小 中学校教育課程実施状況調査(1学 年) 61.7%

平成15年 度小 ・中学校教育課程実施状況調査(1学 年) 61.4%
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回 文字式の計算とその利用

3gの 袋に αgの 品物 を 入れ,4gの 袋に δgの 品物 を入れ

たときの全体の重 さ(g)

1出 題の趣 旨

文字 式の計算がで きるか ど うかをみ る。

数量 の関係 を文字式に表現 した り,文 字式 の意味をよみ とった りす るこ とができるか

どうかをみ る。

等式 を 目的に応 じて変形 できるか ど うかをみ る。

2各 設 問の 趣 旨

設問(1)こ の問題 は,整 式の加 法 と減法 の計算 ができ るか ど うか をみ るもので ある。

分配 法則 を用い た式 の計算 は,方 程式 を解い た り,文 字 を使 って数や 図形 の

性質 を説 明 した りす る際 に必要で ある。

なお,平 成19年 度調査 では,2種 類 の文字 を含 む文字式 の計算 がで きるか

ど うかをみ る問題 を出題 した。

設問(2)こ の問題 は,文 字式 に数 を代入 して式 の値 を求め ることがで きるか ど うかを

み る ものであ る。

文字式 に数 を代入 して式の値 を求 める ことは,変 数 としての文字の理解 を深

めた り,方 程式 の解 を吟味 した り,関 数 を利 用 した りす る際 な どに必要 であ る。

なお,平 成19年 度調査 では,多 項式 に数 を代入 して式の値 を求め るこ とが

でき るか ど うか をみ る問題 を出題 した。
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設問(3)こ の問題 は,事 象 を式に表す こ とがで きるか ど うかをみ る問題 であ る。

数量 の関係や 法則 を文字式で表現す る ことは,事 象 にお ける数量やそ の関係

を一般 的に把握 した り,形 式的 に処理 を行 った りす る際 に必要で ある。

設問(4)こ の問題 は,関 係 を表す式 を,等 式 の性質 を用いて 目的 に応 じて変形 できる

か ど うかをみ るもので ある。

等式 の変形 は,方 程 式 を解い た り,一 次 関数 の式を変形 した りす る際 に必要

であ る。

なお,平 成19年 度調査 において も,同 趣 旨の問題 を出題 した。

設問(5)こ の問題 は,与 え られた文字式 を具体 的な事象 と関連付 け,そ の意 味を よみ

とる ことがで きるか ど うか をみ る ものであ る。

文字式 か ら事象 の数量やそ の関係 ・法則 を よみ とることは,文 字 の役割 を理

解 した り,そ の よ さを感得 した り,様 々 な問題解決 の場 面で文字式 を利用 した

りす る際に必 要で ある。

■学習指導要領における内容 ・領域

設問(1)第1学 年A数 と式

(2)文 字 を用いて関係 や法則 を式 に表現 した り式の意味 をよみ とった りす

る能力 を養 うとともに,文 字 を用 いた式 の計算がで きるよ うにす る。

ウ 簡 単な一次式の加法 と減法 の計算 ができ ること。

設問(2)・ 設問(3)・ 設 問(5)

第2学 年A数 と式

(1)事 象 の 中に数量の 関係 を見 いだ し,そ れ を文字 を用いて式 に表現 し活

用す る能力 を伸ばす とともに,文 字 を用 いた式の 四則 計算 がで きる よ う

にす る。

イ 数 量及 び数量の 関係 を とらえ るために文字式 を利 用で きる ことを理

解す ること。

設問(4)第2学 年A数 と式

(1)事 象 の 中に数量の 関係 を見 いだ し,そ れ を文字 を用いて式 に表現 し活

用す る能力 を伸ばす とともに,文 字 を用 いた式の 四則 計算 がで きる よ う

にす る。

ウ 目的に応 じて,簡 単 な式 を変形 でき ること。

■評価 の観 点

設 問(1)・ 設 問(2)・ 設 問(3)・ 設 問(4)・ 設 問(5)

数 学 的 な 表 現 ・処 理
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3正 答 と解説

設問(1)■ 正答

■解説

[誤 答例]

設問(2)■ 正答

■解説

3κ 一2

(5κ 一8)-2(κ 一3)=5κ 一8-2κ 十6

=3κ 一2

3κ 一14… …-2(κ 一3)を 一2κ 一6と 計 算 して い る 。

-12

[誤 答 例]

設問(3)■ 正答

■解 説

た 数 で あ る こ とか ら,ウ に な る。

[誤 答 例1]イ … …偶 数 と奇 数 と を混 同 して い る。

[誤 答 例2]エ,オ … …奇 数 が3で 割 り切 れ る数,あ る い は,3で 割 る と1余

る数 と考 え て い る。

一 κ十6

設問(4)■ 正 答(ア=)2

■解 説 κ+2ア=6

κを右 辺 に 移 項 す る と,2ア=一 κ+6

-x十6

両 辺 を2で 割 る と,ア ー2

[誤 答 例]一 κ+3… … 両辺 を2で 割 る際 に誤 っ て い る。

設問(5)■ 正答 ア

■解 説3α+4わ につ い て,3α.4わ に着 目す る と,積 を用 い て2つ の 数 量

を表 して い る こ とが分 か る。積 を用 い て2つ の 数 量 を表 して い るの は,

ア とイ で あ る。 ま た,3α+4ろ の+に 着 目す る と,3α+4ゐ とい う式

は,3α と4わ で表 され る2つ の 量 の 和 を表 して い る こ とが 分 か る。 ア

とイ の うち,2つ の 量 の和 を表 して い るの は,ア で あ る。

αZ)=4×(-3)

=-12

12… … わ=-3を 代 入 す る際 に,符 号 を誤 っ て い る。

ウ

奇 数 は2で 割 る と1余 る数 で あ る こ と,あ るい は,偶 数 に1を 加 え
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4学 習指 導 に 当 た って

文字式 の学習 では,い くつかの文字 を含む式 の計算 ができ るよ うにす るこ とが大切 であ

る。 さらには,事 象 におけ る数 量の関係 を見い だ し,そ れ を式に表現 した り,式 の意 味を

よみ とった り,目 的に応 じて等式 を変形 した りす る ことな どの学習 を通 して,文 字式 を利

用す るこ とのよ さを感得 で きるよ うにす るこ とも大切 であ る。

① 文字式の計算結果 について,具 体的な数 を代入 して確 かめる ことがで きるよ うにす る

文字式 の計算 では,計 算結 果 について具体 的な数 を代入 して確 か めるこ とがで きるよ

うにす るこ とが大切 であ る。

指導 に当たっては,与 え られた式 と計算 した後 の式 に数 を代入 し,式 の値が一致す る

か ど うかを もとに,計 算過程 を吟味す る習慣 をつ け るよ うにす るこ とが大切で ある。例

えば,設 問(1)で は,計 算結果 が3κ 一14の とき,与 え られ た式 と,計 算 した後 の式

に,x-3な どを代入 して値 を求 め ると,結 果が一致 しない ことか ら,計 算 の誤 りに気

付 くよ うにす る ことが考 え られ る。

② 式の値 を求 める ことの意 味 を理解で きるよ うにす る

い ろい ろな数 を文字 に代入 して式の値 を調べ る ことは,文 字 を変数 として と らえた り,

方程式 の解 を吟 味 した りす るた めの素地 として大切 である。

指導 に当たっては,単 に式の値 を求 める計算 をす るだけでな く,具 体的 な場面 を表 し

てい る式 に数 を代入 し,そ の式の値の意味 を理解 でき るよ うにす るこ とが考 え られ る。

③ 数量の 関係 を文字 式で表現 した り,文 字式 をよん だ りする ことがで きるよ うにす る

事象 にお ける数量 の関係 を見いだ して文字式 で表現 した り,文 字式 をよんだ りす る活

動が大切 である。式 に表現す るこ とと式 をよむ ことは関連 し合 う活動で ある。

指導 に当たっては,事 象 にお ける数量 の関係 を文字式 で表 現 した り,そ の意味 を解釈

した りす る こ とが 考 え られ る。 例 え ば,奇 数 を 「(偶数)+1」 とみ た り,偶 数 を

「2×(自 然数)」 とみた りして,言 葉 を使 って式 に表 し,文 字式 によ る表現 に関連付

けて とらえる ことが考 えられ る。

④ 目的 を明確 に して等 式 を変形す ることが できるよ うにす る

2つ 以上 の文字 を含 む等 式の変形で は,式 変形 の 目的を明確 にす る とともに,あ る文

字 にっい て解 くことの意 味を理解 し,等 式 の性質 な どの根拠 に もとついて正 しく変形 で

きるよ うにす る ことが大切 であ る。

指導 に当たっては,具 体的な場面で 目的 に応 じて式 を変形す ることに重点 をお き,等

式 を変形す る ことの意 味や 式 を利 用す るこ とのよ さを感得 でき るよ うにす るこ とが大切

で ある。例 えば,時 速 αkmで わ時間進んだ ときの道 の り5kmを 求 める式5=oわ を,
ぶ

速 さαを求 めるために,α について解 いた式 α=に 変形す ることが考 え られ る。わ
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(参考)平 成19年 度調査 との関連

問題番号 問題の概要 正答率

設 問(1) A回(1) (2κ+7ア)-2(κ 一 ア)を 計 算 す る 73.5%

設 問(2) A回(2) α一5,ろ=-4の ときの式3α+5ろ の値 を求 め る 83.8%

設 問(3) B回(1) 連続する3つ の 自然数の和の式をよむ 56.0%

設 問(4) A回(4) 2κ 十3ア=9を アに つ い て解 く 57.1%

(参考)過 去の調査における正答率

調査の名称(実 施学年) 正答率

設 問(2) 昭和37年 度全国中学校学力調査(2学 年) 54.3%
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囹 方程式の解き方とその利用

.〃 の値の組 はない、

〃の値の組 は1つ だけある一

4の 値の組 は2つ だけある、

.〃 の値の組 は無数にある、

でツニ ヨポ 　 ユ

(4)連 妨 獄i
,。.,".1,、 を解 きなさい一

1出 題の趣 旨

一元 一次方程式や連立二元一次方程式 を解 くこ とがで きるか ど うかをみ る
。

具体 的な場面で,一 元一次方程式 を立式 す るこ とがで きるか ど うかをみ る。

二元 一次方程式の解 の意 味を理解 してい るか どうか をみ る。

2各 設 問の趣 旨

設 問(1)こ の問題 は,簡 単 な一元 一次方程 式 を解 くことが でき るか ど うかをみ る も

のである。
一 元一次 方程式 を等式 の性質 に もとつ いて解 くこ とは

,連 立二元一 次方程

式や 二次方程式 な どを解 く際 に必要 である。

なお,平 成19年 度調 査 では,()を 含 む一元一 次方程 式 を解 くこ とが

できるか ど うか をみ る問題 を出題 した。

設 問(2)こ の問題 は,具 体 的 な事 象 にお ける数 量 の関係 を とらえ,一 元一次 方程式

を立式す ることがで きるか どうかをみ る ものであ る。

具 体的 な事象 にお け る数量 の関係 を とらえて,方 程式 を立式 す る こ とは,
一次 関数や 二次方程 式な どを利 用 して問題 を解決す る際 に必要で ある

。
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設問(3)こ の問題 は,二 元一次方程式 の解 の意味 を理解 してい るか ど うかをみ るも

ので ある。ここでは,二 元一次方程式 の解 が,そ の方程式 を成 り立たせ るκ,ア

の値 の組で あるこ とや,一 元一 次方程 式の解 の個数 との違 いを理解 してい る

こ とが求 め られ る。

方程式の解 の意 味を理解す ることは,連 立二元一次方程式や不等 式の学習

において必要で ある。

設問(4)こ の問題 は,簡 単 な連 立二元 一次方程式 を解 くこ とができるか ど うか をみ

るもので あ る。 ここで は,文 字 を1つ 減 らして一 元一 次方程 式 に変 形 し,

2つ の二元一次方程式 を同時に満 たす値の組 を求 める ことにな る。

連立二元一次方程式 を解 くことは,一 次 関数 のグラフの交 点を求め るな ど

の際 に必要で ある。

なお,平 成19年 度 調査 では,主 として加減 法 による解決 を求 めた連 立二

元一次方程式 を解 くことができ るか どうか をみ る問題 を出題 した。

■学習指導要領 における内容 ・領域

設問(1)第1学 年A数 と式

(3)方 程 式 について理解 し,一 元一次方程式 を用い るこ とがで きるよ うに

す る。

イ 等 式の性 質 を見いだ し,方 程式 がそれ に基づいて解 けるこ とを知 る

こと。

設問(2)第1学 年A数 と式

(3)方 程 式 について理解 し,一 元一次方程式 を用い るこ とがで きるよ うに

す る。

ウ 簡 単な一元一次方程式 を解 くことができ,そ れ を利 用 できる こと。

設問(3)第2学 年A数 と式

(2)連 立二元一次方程式 につい て理解 し,そ れ を用い るこ とがで きる よ う

にす る。

ア ニ元一次方程式 とその解 の意味 を理解す る こと。

設問(4)第2学 年A数 と式

(2)連 立二元一次方程式 にっい て理解 し,そ れ を用い るこ とがで きる よ う

にす る。

イ 連 立二元一次方程式 とそ の解 の意 味を理解 し,簡 単 な連立二元一次

方程 式 を解 くこ とが でき,そ れ を利用 でき ること。

■評価の観 点

設問(1)・ 設問(2)

数学 的な表 現 ・処理

設問(3)数 量,図 形 な どにっいて の知識 ・理解

設問(4)数 学 的な表 現 ・処理
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3正 答 と解 説

設問(1)■ 正答 一6

■解説 一5κ 十7=一 κ 十31

-5κ 一1一κ=31-7

-4κ=24

κ=-6

設問(2)■ 正答 3κ 十20=5κ 一2

■解説 生徒 の人数 を κ人 として折 り紙 の枚数 を文字式で表す と,3枚 ずつ

配 ると20枚 余 ることか ら,3κ+20と な る。また,5枚 ずつ配 ると

2枚 足 りない こ とか ら,5κ 一2と な る。 配 る折 り紙 の枚数 を2通 り

に表 す こ とが で き,折 り紙 の枚 数 は 同 じで あ る こ とか ら,方 程 式

3κ+20=5κ 一2を 立式す る ことができ る。

設問(3)■ 正答 工

■解説 二元一次方程式 κ一ア=1の 解 は,こ の等式 を成 り立 たせ る文字 κ,ア

の値 の組 であ る。κ とyに 当た る数 は 自然数 だ けで な く,小 数や分数

(有理数)で もよいので,こ の等式 を成 り立たせ る文字 κ,ア の値 の

組 は無数 にあ り,エ になる。

設問(4)■ 正答 (κ=)2,(y=)5

■解説 ア=3κ 一1… … ①

{ 3κ+2y-16… … ②

① を ② に 代 入 す る と,

3κ 一1-2(3κ 一1)=16

3κ 十6κ 一2=16

9κ=18

κ=2

κ=2を ① に 代 入 す る と,

ア=5

27



4学 習 指 導 に 当 た って

方程式 を立式 した り,方 程 式の解 を求 めた りす る ことについて,単 に手続 き としてでき

るよ うにす るのではな く,そ の意味や根拠 を明確 に して,理 解 を深 めるよ うにす る ことが

大切で ある。

① 方程式の解 を求 める過程 が正 しいか を振 り返 る ことができる ようにす る

方程式 を解 く際には,等 式の性 質 を理解 した上 で,手 際 よく解 を求 める とともに,方

程式 の解 を求 めた後,解 き方が正 しいか ど うかを振 り返 ることが大切 で ある。

指導 に当たっては,方 程 式 を解 いた後,求 めた解 を もとの方程 式 に代入 して等式 が成

り立っ か ど うかを確 かめ るこ とに加 え,式 変形 の根拠 を明 らかに しなが ら解いた過程 を

振 り返 る活動 を取 り入れ るこ とが考 え られ る。

② 方程式 を立 式す るために 図や表 を生か して,数 量 の関係 を視 覚化で きるよ うにす る

問題 の解決 に方程式 を利 用す る際 には,数 量 の関係 を とらえ,問 題 に示 された条件 を

方程式 で表現 でき るよ うにす るこ とが必要 である。

指導 に当たっては,問 題場 面 を整理す るために線分 図や表 を利 用 して,数 量 の関係 を

視覚的 に とらえ,方 程式 の立式 に役立て るよ うにす ることが大切 で ある。例 えば,設 問

(2)で は,下 の よ うな図をか くことが考 え られ る。

③ 解の意味 を理解 で きる ようにす る

方程 式の解 の求 め方 を指導す る際に,解 の意味 を理解 できる よ うにす るこ とが大切 で

ある。方程式 の解 が,そ の等式 を成 り立 たせ る数や数 の組 であ ると ともに,二 元一次方

程式 におい ては解 が無数 にあ るこ とを理解す る ことが大切 であ る。

指導 に当たっては,方 程 式の解 を求 める手続 きの習熟 を図 ることだ けで な く,様 々な

数や数 の組 を方程式 に代入 す るな どして解 を試行錯誤 しなが ら探 した りす るこ とや,一

次 関数 の学習 の中で,二 元一次方程式 を一次 関数 の式 とみて直線 の グラフ として表 し,

そ の直線 が通 る格子 点だ けではな く,そ の直線上 にあ るす べての点が解 で あるこ とを確

か めた りす る ことが考 えられ る。

④ 加減法や代入法 を適切 に使 って,連 立二元一次方程 式を解 くことがで きるよ うにす る

連立二元一次方程式 を解 くこ との学習で,一 方 の文字 を消去 し,既 習 の一元一次方程

式 に帰着 させ るために,加 減 法や代入法 を適切 に使 うことがで きるよ うにす るこ とが大

切で ある。

指導 に当たっては,い くっかの連立二元一次方程式 を加減 法 と代入 法で解 き,そ れ ぞ

れ の解 き方 を比較 して,加 減 法 と代入法 に共通す る考 えを理解 した り,そ れぞれ の解 き

方 のよ さを実感 した りで きるよ うにす るこ とが考 え られ る。
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(参考)平 成19年 度調査 との関連

問題番号 問題の概要 正答率

設 問(1) A回(2) 4(κ 十5)=80を 解 く 83.6%

設 問(4) A回(4) 連立方程式 憐1;ゴ を解く 72.7%

(参考)過 去の調査における正答率

調査の名称(実 施学年) 正答率

設 問(1) 平成15年 度小 ・中学校教育課程実施状況調査(1学 年) 71.5%

設 問(4) 平成15年 度小 ・中学校教育課程実施状況調査(2学 年) 73.3%
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回 点対称な図形 ・垂線の作図

回 次の(D-2)の 綱 い購 えなさい、

〔1)ド の 図 は.点0を 対称 の 中心 とす る点 対称 な図 形の 一部で す。

この 点 対称 な 図 形 を.解 答 用紙 の 中 の点 線(一 …一一)を 利 用 して

太線(一)で 完 成 しなさい.

(2}直 線 ρヒの 点Pを 通 る をの 乖線 を.ド の1,23の}三 順 で作 図

しま した.

作図の方法

11点Pを 中心 と して.適 当な 噺卜径 の円 をか き,2と の 交点 を

そ れぞ れ点A.点Bと す る。

茎1点A.点Rを 中心 として.等 しい 半径の 円を 交わる よ うに

か き.そ の 交点の1つ を点Qと す る。

:{1点Pと 点Qを 通 る直線 を ひ く.

:{

2
P

ρ

21_ Q_2
＼ /

/へ
匿一

ザ
一ー

へ
㌔[ 1

Al 、 Pノ ド

この作 図の 方法 は.対 称 な図形 の性 質を用 いて いる とみ るこ とが

で き ます.ど の ような性 質 を用い てい るとい え ますか、 ドの アか ら

オ の中か らILし い もの を1つ 選び な さい.

ア 点Aを 対称 の中心 とす る点 対称 な図 形の性 質 を用 いて い る。

イ 点Bを 対称 の中心 とす る点 対称 な図形 の性 質 を用 いて い る。

ウ 点Qを 対称 の中心 とす る点 対称 な図 形の性 質 を用 いて い る、

工 直 線ABを 対 称軸 とす る線 対称 な図 形の性 質を用 いて い る。

オ 直 線PQを 対 称軸 とす る線 対称 な図 形の性 質を用 いて い る.

1出 題の趣 旨

点対称 な図形 を完成す るこ とができ るか ど うか をみ る。

垂線 の作 図方法 を図形 の対称性 に着 目して見直す ことができ るか ど うかをみ る。

2各 設 問の 趣 旨

設問(1)こ の問題 は,点 対称な図形 の一部 と対称 の中心が与 え られた ときに,点 対称

な図形 を完成す るこ とがで きるか ど うかをみ るものであ る。

点対称 の意 味 を理解 し,点 対称 な図形 と対称 の中心 との関係 を把握す る こと

は,平 行 四辺形 の性 質な ど点対称 な図形 の性質 を理解 す る際 に必要で あ り,形

や模様 な どの美 しさを感 じるこ とができ る背景 にあ る見方で ある。

設問(2)こ の問題 は,直 線 上の点 を通 るそ の直線 の垂線 の作図方法 を,図 形 の対称性

に着 目して見直す こ とがで きるか ど うかをみ るものであ る。

作 図の方法 を図形 の対称性 に着 目して見 直す ことに よって,見 通 しを もって

作 図を した り,作 図の方法 を統合的 に とらえた りす ることがで きる。 この よ う

に平 面図形 についての直観 的 な見方や考 え方 を深 め ることは,平 面図形 のい ろ

いろな性質 を見いだ した り証 明を考 えた りす る際に必 要で ある。
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■学習指導要領 における内容 ・領域

設問(1)第1学 年B図 形

(1)基 本 的な図形 を見通 しをもって作 図す る能力 を伸ばす とともに,平 面

図形 についての理解 を深 める。

ア 線対称,点 対称の意味 を理解す るとともに,対 称性 に着 目して平面

図形 についての直観的 な見方や考 え方 を深 め るこ と。

設問(2)第1学 年B図 形

(1)基 本 的な図形 を見通 しをもって作 図す る能力 を伸ばす とともに,平 面

図形 についての理解 を深 める。

イ 角 の二等分線,線 分 の垂直二等分線,垂 線 な どの基本的 な作 図の方

法 を理解 し,そ れ を利 用す る ことができ るこ と。

■評価の観 点

設問(1)数 学 的な表 現 ・処理

設問(2)数 量,図 形 な どについての知識 ・理解

3正 答 と解 説

設問(1)■ 正答

■解説 点対称 な図形 では,対 応す る点 を結ぶ線分 はすべ て対称の 中心 を通

り,そ の 中心 によって二等分 され るので,上 の図の よ うになる。

[誤答例]

点対称 と線対称 とを混 同 してい る。

設問(2)■ 正答 オ

■解説 この作図は,直 線4の 垂線 を作 図す るために,「 対応す る点 を結ぶ

線分 はすべて対称軸 によって垂直 に二等 分 され る」 とい う線対称 な図

形 の性 質 を用いてい る とみ る ことができ る。 具体的 には,直 線PQを

対 称軸 とす る二等辺 三角形QABを 作図 してい る とみ る ことがで きる

ので,オ にな る。
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4学 習 指 導 に 当 た って

平面 図形 の学習 では,図 をかいた り紙 を折 った りす る活動 を通 して,図 形 の性質 を とら

えるこ とが大切 であ る。 また,観 察,操 作や実験 を通 して見いだ した性 質 を用いて,見 通

しをもって作 図でき るよ うにす るこ とも大切 である。

① 点対称 な図形 と対称の中心 との関係 を理解 できるよ うにす る

点対称 の学 習で は,対 称 の 中心 を見つ けた り,点 対称 な図形 の性質 を と らえた りでき

るよ うにす るこ とが大切 であ る。

指 導 に当たって は,紙 でで きた図形 を折 った り,重 ねた り,回 した りす るこ とを通 し

て,線 対称 な図形 と点対 称 な図形 の性 質 を比較 しなが ら考察す る場面 を設 定す る ことが

考 え られ る。 例 えば,平 行 四辺形 の紙 を対角線 で折 って も重 な らない ことや,対 角線 の

交点 を中心 に1800回 転 させ ると重 な ることな どを確か める ことが考 え られ る。

② 作 図の方法 を図形の対称性に着 目 して見直す ことができるよ うにす る

基本的 な作 図で は,作 図の手順 とそ の操 作の 目的 を理解 し,見 通 しを もって作 図でき

るよ うにす るこ とが大切 であ る。

指 導 に当たって は,作 図の方法 を図形 の対称性 に着 目して見直す ことが大切で ある。

例 えば,角 の二等分線,線 分 の垂 直二等分線,垂 線 の作 図方 法 につい ては,下 の 図の よ

うに,2つ の 円が 中心を結ぶ直線 に対 して線対称 で ある とい う性 質 を用 いてい る とみ る

こ とがで きる。 また,線 対称 な図形 で あるた こ形 とそ の対称軸 の 関係 を用 いてい る とみ

るこ ともで きる。 この よ うに,図 形 の対称性 を とらえる ことが作 図にお いて重要 な役割

を果た してい る ことに 目を向 け られ るよ うにす る ことが大切 であ る。

〈角の二等分線の見方〉 〈線分の垂直二等分線の見方〉 〈垂線の見方〉
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團 空間図形

固 次 のq)-2)の 綱 い1・答え な さい。

(1)ド の 図の直 方体につ いて,面 、EFEと 乖直な辺 を1つ 書 きなさい、

(2)ド の 図 は.円 錐 と円 柱の 形 を した容 器で す.そ れ ぞ れの 容 器の

底面 は合同な円で.高 さは等 しい ことが 分かってい ます また.円 村

の容 器には 高 さを6等 分 した 日盛 りが つい てい ます 、

この円錐 の容 器い っぱいに 入れた水 を円柱 の容 器に移 し ます 。

ドのアか らオの 中に,円 錐の 容器 に人っ ていた 水 と同 じ量の 水を

表 してい る図が あ ります 正しい もの を1つ 選び な さい一

1出 題の趣 旨

空間にお ける直線や平面 の位置 関係 について理解 してい るか ど うかをみ る。

柱体 と錐 体の体積の 関係 につ いて理解 してい るか どうか をみ る。

2各 設 問の 趣 旨

設問(1)こ の問題 は,空 間にお ける直線や平面 の位置 関係(面 と辺 の垂直)に つい て

理解 してい るか ど うか をみ るものである。

直線や平 面の位 置関係 を理解す る ことは,空 間図形 の考察や計量,実 生活 に

お ける空間の認識 に必要で ある。

なお,平 成19年 度調査 で も,同 趣 旨の問題 を出題 した。

設 問(2)こ の問題 は,円 錐の体積 を,底 面 が合 同で高 さが等 しい 円柱 の体積 との関係

か ら理解 してい るか どうか をみ るものであ る。

柱体 と錐体 の体積 の関係 につい て理解す ることは,実 生活 の中で容積,体 積,

重 さな どの量について考察す る際 に必要 であ る。

なお,平 成19年 度調査 では,円 柱 の形 の容器 に入 った水 を円錐 の形 の容器

に移す場面 で同趣 旨の問題 を出題 した。
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■学習指導要領 における内容 ・領域

設問(1)第1学 年B図 形

(2)図 形 を観 察,操 作や実験 を通 して考察 し,空 間図形 について の理解 を

深 め る。 また,図 形の計量 につい ての能力 を伸 ばす。

ア 空間にお ける直線や平面 の位置 関係 を知 ること。

設問(2)第1学 年B図 形

(2)図 形 を観 察,操 作や実験 を通 して考察 し,空 間図形 について の理解 を

深 め る。 また,図 形の計量 につい ての能力 を伸 ばす。
すい

ウ 扇形 の弧の長 さと面積及び基本 的な柱 体,錐 体の表面積 と体積 を求

め ることがで きるこ と。

■評価の観 点

設問(1)・ 設問(2)

数量,図 形 な どについての知識 ・理解

3正 答 と解 説

設問(1)■ 正答AD,BC,FG, EHの いずれ か

■解説 面ABFEと 交わ る辺(例 えばAD)を 見つ け,面ABFEと の交 点

(A)を 通 る面ABFEの 異な る2辺(AB,AE)と 垂直 であ ること

を確認す る。

設問(2)■ 正答 イ

■解説 円錐の体積 は,底 面 が合 同で高 さが等 しい円柱 の体積 の3分 の1で

あるこ とか ら,イ にな る。

[誤答 例]ウ ・一 ・錐体 と柱 体の体積 の関係 を,立 面図の三角形 と四角形 の面積

の 関係 と同 じよ うに とらえ,1:2と してい る。

4学 習指導 に当た って

空間図形の学習では,観 察,操 作や実験を通 して,空 間図形に対する直観的な見方や考

え方を深めることが大切である。

① 空間 における直線 や平面の位置関係 を理解 できるよ うにする

空 間図形 の学習 では,空 間にお ける直線や平面 の位置 関係 を理解 で きるよ うにす るこ

とが大切 である。

指導 に当たっては,空 間図形 を,見 取 図を見 て考 え るだけでな く,模 型づ くりな どを

通 して立体 に触れ た り,コ ンピュー タを利用 した りす るな ど して,様 々 な角度や視点 か

ら観察す る ことが考 え られ る。 例 えば,模 型づ く りでは,辺 だ けで立体 を組み立 てるこ

とによって,模 型 の内部 か らの視点で立体 の辺や面 の関係 を探 る活動 を取 り入れ た り,

そ の模型 に面 を貼 り合 わせ た立体 を観察す る場面 を設 定 した りす るこ とが考 え られ る。
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すい

② 錐体の体積 を柱体 の体積 との関係か ら理解 できるよ うにする

錐体 の体積 が,底 面が合 同で高 さが等 しい柱体 の体積 の3分 の1で あるこ とを,単 に

知識 として覚 えるのではな く,実 感 を伴 って理解 でき るよ うにす るこ とが大切で ある。

指導 に 当た っては,例 えば,設 問(2)の よ うな実験や 実測 を取 り入れ る こ とが大切 で

ある。 また,円 錐 の容器 に入 った水 を円柱 の容器 に移 した り,逆 に円柱 の容器 に入 った

水 を円錐 の容器 に移 した りす る,双 方 向の操作 を行 うことを通 して理解 を深 める ことな

どが考 え られ る。

(参考)平 成19年 度調査 との関連

問題番号 問題の概要 正答率

設 問(1) A固(1)① 直方体において,与 えられた面に垂直な辺 を書く 66.6%

設 問(2) A固(4) 円柱 と円錐の体積 を比較 し,正 しい図を選 ぶ 38.1%
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囹 平面図形の基本的な性質

回 次のq)か ら(5)ま で の各問い1・答 えなさい。

(1)下 の図で,直 線2,直 線 〃,は平行です。

この とき,2つ の角の和 が1800に なる ものを,下 のアか らオの

中か ら1つ 選びな さい。

ア

イ

ウ

工

オ

∠ ご と ∠9

∠`と ∠',

∠ σ と ∠ ぐ

∠ 〃 と ∠9

∠4と ∠ ∫

(2)'ド の図の ように,〃 角形は1つ の頂点か らひいた対 角線 によって,

い くつかの三角形に分け られ ます。

このこ とか ら,〃 角形の内角 の和 は1809×(〃-2)で 表すこと

ができ ます。

この式の(〃-2)は,〃 角形 において何を表 して います か。 下

のアか らオの中か ら1つ 選びなさい。

ア

イ

ウ

工

オ

頂点の数

辺の数

内角の数

1つ の頂点か らひいた対角線の数

1つ の頂点か らひいた対角線によって分け られた三角形の数

(3)右 の 三角形 と合 同なr角 形 を,

の 中か ら1つ 選 びな さい。

.ドの アか ら工 (5)千 夏 さん は,rl一 三角形 の 内角 の和 は180Qで ある。」 とい う性 質が

成 り立つ 理 山を,次 の よ うに考 え ました。

(4)下 の 図で,4点A.B.C,Dは 円0の 周上 にあ る点で,点Eは

線 分ACと 線 分BDの 交点 です。

∠ACB=50。.∠AER=110。 の と き.∠.rの 大 きさ を求 めな

さい。

下の 図の△ABCで,辺BCを 延 長 した直 線上 の点 をDと し,

点Cを 通 り辺BAに 平行 な直 線CEを ひ く。

A

上の[①],[==亜==コ に当てはまることがらを,ド の

アか ら工 の 中か らそれ ぞれ1つ ず つ選 びな さい、,

ア

イ

ウ

エ

対 頂角 は 等 しい

平 行線 の同 位角 は等 しい

平 行線 の錯 角は 等 しい

三 角形 の内 角の和 は180∩ であ る
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1出 題の趣 旨

1組 の平行線 に直線が交 わってでき る角 の性 質 を理解 してい るか ど うかをみ る。

多角形 の内角の和 を求 める公式 の意 味 を理解 してい るか どうかをみ る。

三角形 の合 同条件 を理解 しているか ど うか をみ る。

円周角 の性 質 を理解 しているか ど うか をみ る。

証 明の中で根拠 として用い られ ている平行線の性 質 を理解 しているか どうか をみ る。

2各 設 問 の 趣 旨

設問(1)こ の問題 は,1組 の平行線 に直線 が交 わってでき る角の性 質 を理解 し,和 が

180。 になる2つ の角 の組 を指摘 で きるか ど うかをみる ものであ る。

平行線 の性質 を理解 す るこ とは,三 角形や 四角形 の性 質 を調べた り,角 の相

等 関係 を証 明の根拠 として利用 した りす る際に必 要であ る。

設問(2)こ の問題 は,刀 角形 の内角 の和 を求 め る式1800×(η 一2)に おけ る

(η一2)の 意 味を理解 してい るか どうか をみ る ものであ る。

多角形 の内角 の和 を求 める式 の意 味を理解す ることは,多 角形 の外角 の和 を

考察 した り,図 形 の性 質 を証 明 した りす る際に必 要であ る。

設 問(3)こ の問題 は,「1辺 とその両端の角 がそれぞれ等 しい」 とい う三角形 の合 同

条件 を理解 してい るか どうか をみ る ものであ る。

三角形 の合 同条件 を理解す るこ とは,三 角形や 平行 四辺形 な どの図形 の性質

を論理 的に確 か める際 に必要で ある。

設 問(4)こ の問題 は,「1つ の円におい て同 じ弧 に対す る円周 角の大 き さは等 しい」

とい う性質 を理解 してい るか ど うかをみ る問題 であ る。

円周角 の性質 について理解す るこ とは,高 等 学校 において学習す る円の性質

につ いて理解 した り,そ れ を証 明 した りす る際に必 要で ある。

設問(5)こ の問題 は,「 三角形 の内角 の和が1800で あ る」 とい う性質 の証 明の中で,

根拠 として用 い られてい る平行線 の性質 を理解 してい るか どうか をみ る もので

ある。

証 明で用 い られてい る平行線 の性質 を理解す るこ とは,証 明 をよんだ り,考

えた りす る際に必 要で ある。

■学習指導要領 における内容 ・領域

設問(1)・ 設問(5)

第2学 年B図 形

(1)観 察,操 作や実験 を通 して,基 本 的な平面図形の性 質 を見いだ し,平

行線 の性 質 を基 に してそれ らを確 かめ ることがで きるよ うにす る。

ア 平行線 や角の性質 を理解 し,そ れ に基 づいて図形 の性質 を確 かめる

ことがで きるこ と。
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設問(2)第2学 年B図 形

(1)観 察,操 作や実験 を通 して,基 本 的な平面図形の性 質 を見いだ し,平

行線 の性 質 を基 に してそれ らを確 かめ ることがで きるよ うにす る。

イ 平行線 の性 質や三角形 の角 につ いての性 質 を基 に して,多 角形 の角

についての性 質が見い だせ る ことを知 ること。

設問(3)第2学 年B図 形

(2)平 面図形 の性 質 を三角形 の合 同条件 な どを基に して確 か め,論 理 的に

考察す る能力 を養 う。

イ 三角形 の合同条件 を理解 し,そ れ に基 づいて三角形や平行 四辺形 の

性質 を論 理的 に確か めるこ とができ ること。

設問(4)第2学 年B図 形

(2)平 面図形 の性 質 を三角形 の合 同条件 な どを基に して確 か め,論 理 的に

考察す る能力 を養 う。

ウ 円周 角 と中心角 の関係 を観察や 実験 な どを通 して見い だ し,そ れ が

論理 的 に確 か め られ るこ とを知 ること。

■評 価 の 観 点

設 問(1)・ 設 問(2)・ 設 問(3)・ 設 問(4)・ 設 問(5)

数 量,図 形 な どに つ い て の 知 識 ・理 解

3正 答 と解 説

設問(1)■ 正答 イ

■解 説 平行 線 の 同位 角 は等 しい の で,∠c=∠gで あ る。 ∠gと ∠ 乃の和

は1800な の で,イ に な る。

ま た は,平 行 線 の錯 角 は等 しい の で,∠ わ=∠ 乃で あ る。∠ わと ∠6

の和 は1800な の で,イ に な る。

設問(2)■ 正答 オ

■解 説 〃角 形 は,1つ の 頂 点 か らひ い た 対 角 線 に よ っ て(η 一2)個 の

三角 形 に 分 け られ る の で,1800×(η 一2)で 内 角 の和 を求 め る こ と

が で き る。 した が って,オ に な る。

設問(3)■ 正答 ア

■解 説70Qと50Qの 間の辺の長 さが6cmの 三角形 であれ ば1辺 とそ の両

端 の角 がそれぞれ等 しく合 同であ るので,ア にな る。

設問(4)■ 正答 50(度)

■解説 1つ の 円で同 じ弧 に対す る円周角 は等 しいので,500に な る。
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設問(5)① ■正答 ウ

■解説 辺BAと 直線CEは 平行 で あ り,∠ αと∠ α'は錯角 の位置 にある

ので,ウ にな る。

設問(5)② ■正答 イ

■解説 辺BAと 直線CEは 平行 で あ り,

るので,イ になる。

∠ わと∠ わ'は同位 角 の位置 にあ

4学 習 指 導 に 当 た って

平行線 にお ける同位角,錯 角の大 き さが等 しい ことや,多 角形 の内角や外角の性質,図

形の合 同,円 周角 の定理 な どの基本的 な性質 は,図 形 の性質 を考察す る際 に活用で きるよ

うに してお くことが大切 であ る。

①1組 の平行線 に直線 が交わ ってで きる角の性質 を理解 できるよ うにす る

平行 な2直 線 に1直 線 が交わ ってで きる角 につ いて,同 位 角や錯 角が等 しくなるな ど

の性質 を理解 でき るよ うにす るこ とが大切 である。

指導 に当たっては,平 行 な2直 線 に1直 線 が交 わってでき る8つ の角 について,等 し

い組合せや和 が1800に な る組合 せ を,同 位 角や錯角 の観 点か ら整 理す る活動 を取 り入

れ る ことが考 え られ る。

② 多角形の 内角 の和 を表す式の意味 を理解 できるよ うにする

多角形 の内角 の和 を求め る式が,三 角形 の内角 の和 に もとついて導 き出 されてい る こ

とを理解 できる よ うにす るこ とが大切で ある。

指導 に当たっては,η 角形の内角 の和 を求 める式 を考 え る際 に,分 割 してで きる三角

形 の個数 を,も との η角形 の構 成要素 と対応 させ て考 え られ るよ うにす るこ とが考 え ら

れ る。

③ 三角形の合 同条件 を根拠 と して三角形が合 同である ことを判断で きるよ うにす る

2つ の三角形 が合 同であ るか どうか を調べ た り確 かめた りす るときに,見 た 目で判 断

す るのではな く,三 角形 の合 同条件 を根拠 として用 い ることがで きるよ うにす る ことが

大切で ある。

指導 に当たっては,2つ の三角形 にお ける辺や角 の相等 関係 について,既 に分 かって

い る事柄 を整理 した上 で記 号や印 を使 って図示 した り,相 等 関係 が2つ 分 かってい る と

きに,合 同になるために必 要な残 り1つ の相等 関係 を指摘 した りで きるよ うにす る こと

が考 え られ る。

④ 同 じ弧 に対す る円周 角の関係 を理解で きるよ うにす る

同 じ弧 に対す る円周角 の関係 や,円 周角 と中心角 の関係 を,観 察,操 作や実験 を通 し

て見い だ し,そ れ を確 かめ るこ とで,円 周角 の定理 につ いて理解 で きるよ うにす る こと

が大切 である。

指導 に当たっては,円 周上で,同 じ弧 に対 す る円周角 をい くつ もかき,実 測 を通 して,

それ らの角 の大 き さがす べて等 しい こ とや,円 周角 が中心角 の半分 になるこ とを確 かめ

るこ とが考 え られ る。
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⑤ 図形の性 質の証明で根 拠 と して用 い られ ている平行線 の性質 を理解で きるよ うにす る

図形 の性質 を調べ るときに,平 行線 の性質 は よく用 い られ るので,図 形 の考察 に活用

で きるよ うに理解 を深 め るこ とが大切 である。

指導 に当たっては,図 形の性 質の証 明をよんだ り,考 えた りす る際 に,同 位角や錯角

の位置 関係や 平行 な2直 線 を明確 に とらえる ことを通 して,利 用 されてい る平行線 の性

質 を明 らかにす ることが考 え られ る。

(参考)平 成19年 度調査 との関連

問題番号 問題の概要 正答率

設 問(4) A[司(2) 円周角から中心角を求める 85.8%

(参考)過 去の調査における正答率

調査の名称(実 施学年) 正答率

設 問(1) 国際数 学 ・理科 教育動 向調査 〔TIMSS2003〕(2学 年) 82.8%

40



41



回 図形の1生質を記号で表すこと

図 四角形は1組 師 かい
bl'そ」四辺 形にな ります

ト線部 を.ト の 図の 四角1

表 しな さい、

命う辺 が1行 で そ の 長 さが 等 しい と き,

多＼Bd)の 辺 と.記}∫ 、グ.=を 使 って

1出 題の趣 旨

1図 形噸 や条件を・記号を用いて表すことができるかどうかをみる・

この問題 は,四 角形 が平行 四辺形 にな るた めの条件 の うち,「1組 の向かい合 う辺 が

平行 でそ の長 さが等 しい」 ことを,記 号 を用いて表す こ とができ るか ど うか をみ る も

のであ る。

図形 の性質や 条件 について,言 葉 に よる表現 を記 号 を用 いて表す こ とや その逆 がで

き るこ とは,図 形 の性 質 を考 えた り,そ の証 明 を構想 した り,構 成 した り,振 り返 っ

た りす る際に必要 であ る。

なお,平 成19年 度調 査では,記 号で表 された 図形 の構成要素 間の関係 を よみ とるこ

とがで きるか どうか をみ る問題 を出題 した。

■学習指導要領 における内容 ・領域

第2学 年B図 形

(2)平 面 図形 の性質 を三角形の合 同条件 な どを基 に して確 か め,論 理的 に考察す る能

力 を養 う。

ア 証 明の意義 と方 法について理解す る こと。

イ 三角形 の合 同条件 を理解 し,そ れ に基づ いて三角形や 平行 四辺形 の性質 を論理

的 に確 かめ ることがで きるこ と。
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■評価 の観 点

数 量,図 形 な どについての知識 ・理解

2正 答 と解 説

■正答AB//DC,AB-DCま たはAD//BC,AD-BC

■解 説 「1組 の 向 か い 合 う辺 」 は,ABとDCま た はADとBCで あ り,そ れ らが 「平

行 で そ の長 さが等 しい 」 とい う2つ の 関係 に あ るか ら,「AB//DC,AB=DC」

ま た は 「AD//BC,AD=BC」 とな る。

3学 習指 導 に 当 た って

① 辺や角な どにつ いての関係 を,記 号 を用 いて正 しく表す ことがで きるよ うにす る

図形 の性質 の考察 では,辺 や角 な どにつ いての関係 を記 号 を用いて簡潔 に表す ことが

不可欠 である。 図形 の構成 要素間の 関係 を記号 で表 した り,記 号で表 され た内容 を よみ

とった りして,考 察 に生かす こ とが大切で ある。

指導 に当たっては,図 形 の性 質の証 明にお いて,仮 定や結論 を記号で表 して証 明を構

想 した り,構 成 した りす るこ とや,記 号 で表 され た事柄 を よみ とり,正 しく説 明できる

よ うにすることなどが考えられ る。

(参考)平 成19年 度調査 との関連

問題番号 問題の概要 正答率

A囹(3) 平行 四辺形 になるための条件 を表 した記 号 をも とに,

正 しく述べ られた文 を選ぶ

67.2%
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回 証明の意義

回 怖 剛 形.・BC・ の 辺.・・.辺BCLに 一)E-B・'と なる よう な

点E,点Fを そ れぞ れ とる と き,＼F;CEと なる こ とを,あ る 学級

で は.ド の図1を かいて 証明 しました.

証明

ノ「 、

〈ABFと くCDEに お いて

四 角形ABCDは 平行 四辺 形 だか ら,

AB=CD冗

∠ABF=∠CDE套L

仮 定か ら,BF=DE妻

㊦,②,妻 よ り,2辺 とその 間の 角が それ ぞれ等 しい か ら,

△ABF≡ △CDE

し た が っ て,AF=CE

、 ノ

この証 明の あ と,図1と 形の違 う図2の ような平行 四辺形ABCDに

つ い て も.同 じようにAF=CEと なるか どうか を考 えてみ た と ころ.

ドのア か らエの よ うな意 見が出 ました。IEし い もの を1つ 選 びな さい。

ア 図2の 場 合 も,、F=CEで あ るこ とは.す でに 前ペ ー ジの

証明 で示 され てい る。

イ 図2の 場 合は,AF=CEで ある ことを,改 め て証明 する必 要

があ る、

ウ 図2の 場 合は,.、F=CEで あ るこ とを,そ れぞ れの 長 さを

測 って確 認 しなけれ ばな らな い、

工 図2の 場 合 は.A卜 冨CEで はない、

1出 題の趣 旨

証 明の意 義について理解 しているか ど うか をみ る。

証 明の意義 を理解す るためには,「 証 明は,命 題 が例外 な しに成 り立つ こ とを明 らか

にす る方法 で ある こと」,「証 明 をす るため にかかれ た図は,す べての代表 と して示 さ

れ てい る図で ある こと」 を明確 にす る ことが必要 であ る。 この問題 は,特 に後者 に焦

点を 当てた もので ある。

証 明の意義 を理解す る ことは,数 学的な推論 の方 法 を理解 し,数 や 図形 の性 質 を見

いだ した り,説 明 した りす るため に必要 で ある。 また,実 生活 におい て事柄 を論理 的

に考 えた り説明 した りす る際に も必要 であ る。

なお,平 成19年 度調査 では,「 証 明 は,命 題 が例外 な しに成 り立つ ことを明 らかに

す る方 法であ るこ と」 に焦点 を当てた問題 を出題 した。
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■学習指導要領における内容 ・領域

第2学 年B図 形

(2)平 面図形の性質 を三角形の合同条件などを基にして確かめ,論 理的に考察す る能

力を養 う。

ア 証明の意義と方法について理解すること。

イ 三角形の合同条件を理解 し,そ れに基づいて三角形や平行 四辺形の性質を論理

的に確かめることができること。

■評価の観 点

数量,図 形 な どにつ いての知識 ・理解

2正 答 と解説

■正答 ア

■解説 図1に おいて,平 行 四辺形の性質 をも とに,正 しく証明がな されてお り,図2

にお いて も,仮 定が満 た されてい るこ とか ら,ア にな る。

3学 習 指 導 に 当 た って

① 証明の意 義につ いて理解 できるよ うに し,証 明の学習への意欲 を高 めるよ うにす る

証明 の学 習 を進 め る中で,証 明の意義 を常 に意識 でき るよ うにす る必要 があ る。 ある

図形 につ いて証 明 され た性 質 は,同 じ条件 を満 たすすべ ての 図形 につい て例外 な く成 り

立つ。 そ のた め,実 際に長 さを測 って確 かめた り,同 じ条件 を満 たす他 の図形 につい て

も改 めて考 え直 した りす る必要 はない。証 明の必要性や 重要性 を認識 し,証 明の学習へ

の意欲 を高め る上 で,こ うした証 明の意義 について理解 で きる よ うにす る ことが大切 で

あ る。

指導 に当た って は,証 明 をす る前 に,条 件 に合 う図を複 数 かいて考 えた り,証 明 した

後 で,条 件 に合 う別 の図で も証 明が成 り立つ こ とを確認 した りす るこ とを通 して,同 じ

条件 を満 たす他 の図につい て も う一度証 明す る必要 がない こ とを理解 で き るよ うにす る

ことな どが考 え られ る。

(参考)平 成19年 度調査 との関連

問題番号 問題の概要 正答率

A[コ 証 明の意義や必要性 につ いて,正 しい もの を選ぶ 73.6%
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回 比例と反比例の意味

回 次のq)-2)略 問いに答えなさい,

(1)〃 が.rに 比 例す る もの を.ド のア か らオの 中か ら1つ 選び な さい。

面積 が60cm2の 長 方 形で.縦 の 長 さ が.rcmの ときの 横 の

長 さ〃cm

1辺 の 長 さが.rcmで あ る 且E力形 の面積 ∬cm2

1個120円 の りん ごを.r個 と.

買 った ときの代 金 〃円

1冊80円 の ノー トを.r冊 買った と きの代 金!,円

6mの リ ボ ン を.r人 で 同 じ長 さに 分 け た と きの1入 分 の

長 さ〃m

(2)〃 が,rに 反比例 す る ときの,rと 〃の関 係 につい て,

の 中 か ら 正 し い もの を1つ 選 び な さ い 、、

.rの 値 を2倍,3倍.… …

は2倍,3倍.… ・

.rの 値 を2倍,3倍.・

9倍,・ …

.rの 値 を2倍,

.rの 値 を2倍,

は 一一 倍.一 一 倍.・

それ に対 応す る 〃の値

それ に対 応す る4の 値

1出 題の趣 旨

具体 的な事象 の 中に は比 例 を用 い て と らえ られ るものが あ るこ とを理解 して い る

か ど うか をみ る。

反比例 の意 味 を理解 しているか ど うか をみ る。

2各 設 問 の趣 旨

設問(1)こ の問題 は,具 体的 な事象 の中には比例の 関係 を用 いて とらえ られ るものが

ある ことを,比 例 の意 味に も とつい て理解 してい るか どうか をみ る ものであ る。

ここでは,具 体的 な事象 の中で,2つ の数量 が比例 の関係 にあるものを見 いだ

す ために,2つ の数量の 関係 を考察 し,ア=礁 の式で表す こ とができるか ど う

かを判 断す ることが求め られ る。

これ は,反 比例,一 次 関数,関 数 ア=α κ2などの学習 におい て必要 であ る。

また,具 体 的な事象か ら2つ の数量 を取 り出 して,そ れ らの数量 の問 に どのよ

うな関数 関係 があ るか を見いだす 際に も必要 であ る。
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設問(2)こ の問題 は,反 比例の意味 を理解 してい るか ど うか をみ るもので ある。 ここ

では,ア が κに反 比例す る とき,「 κの値 を2倍,3倍,… … にす る と,そ れ に

対肘 る ア の値 は造 倍,1倍,… … とな る」 こ とを騰 してい るこ とが

求 め られ る。

反比例 の意 味や性 質 について理解す る ことは,比 例 以外の 関数 の存在 を知 る

ことで関数学 習の視 野 を広 げた り,具 体 的な事象 を考察 した りす る際 に必要 で

ある。

■学習指導要領 における内容 ・領域

設問(1)・ 設 問(2)

第1学 年C数 量関係

(1)具 体 的な事象の 中にある二つ の数量 の変化 や対応 を調べ るこ とを通 し

て,比 例,反 比例の 関係 を見 いだ し表現 し考察す る能力 を伸 ばす。

ア 比例,反 比例の意味 を理解す ること。

■評価 の観 点

設問(1)・ 設問(2)

数 量,図 形 な どについての知識 ・理解

3正 答 と解 説

設問(1)■ 正答 工

■解 説 ア が κ に比 例 す る とき,ア=α κの 式 で表 され るの で,「1冊80円

の ノー トを κ冊 買 っ た とき の代 金 ア 円」 を式 に表 す と ア=80κ とな

る こ とか ら,エ に な る。

設問(2)■ 正答 イ

■解 説 ア が κに 反 比 例 す る とき,κ の 値 を2倍,3倍,… … に す る と,

アの値 は 去 倍竜 倍,… … になるこ とか ら,イ にな る。

[誤答例]ア ・一 ・比例 と反比例 との意 味を混 同 してい る。

4学 習指 導 に 当 た って

比例や反比例 の学習 では,表,式,グ ラフによる表現 を相 互に関連付 けなが ら,具 体 的

な事象 にお ける2つ の数 量の変化 や対応 につ いて調べ るな ど して,そ の理解 を深 める こと

が大切で ある。
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① 具体 的な事象 において比例 の関係 を見 いだ し,式 に表 す ことがで きるよ うにす る

具体的 な事象 にお け る2つ の数量の 関係 が比例 であ ることを見いだ して式 に表す こと

は,比 例 の関係 につ いての理解 を深 める とともに,関 数 関係 を見いだ し表現 し考察す る

上で大切 である。

指導 に当たっては,比 例 の式が ア=獄 で表 され ることを理解 で きるよ うに した上 で,

2つ の数量 κとアを取 り出 し,そ れ らの変化や対応 を調 べ るこ とを通 して,2つ の数量

の 関係 がア=砿 の式で表 され るか ど うかを検討す ることが大切で ある。

② 表 式,グ ラ フを関連 付 けて,反 比例の意味 を理解 できるよ うにす る

反 比例 の 学習 で は,表,式,グ ラ フに よ る表 現 を相 互 に 関連 付 けて,伴 っ て変 わ

る2つ の数量の変化や対応 を観察 し,そ の特徴 を見いだす こ とが大切 であ る。

指導 に当たっては,反 比例 の式か ら,負 の数 を含 めたxとyの 表 をつ くり,伴 って変

わ る2つ の数 量の変化や対応 を観 察 し,そ の特徴 を見 いだす活 動 を取 り入れ るこ とが考

え られ る。 その際には,反 比例 と比例 を比較 し,変 化 の様子 の違 い を とらえるこ とも大

切で ある。
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囮 グラフと変域

1出 題の趣 旨

Lの 変域に対応す る部分 を・グラフ上1こ表現で きるか ど うかをみ る・

グラフを用 いて κの変域 に対応す る アの変域 を求 める際 には,κ の変域 の両端 の値 に対

応 す る点 をグラフ上に と り,そ の2点 の 間が κの変域 に対応 す る部分で あるこ とを理解 し

てい るこ とが必要 であ る。

κや アの変域 に対応す る部分 をグラフ上 に正 しく表現 でき ることは,関 数 アーακ2な ど,

途 中で増減 が入れ かわ る関数 について考 える場面や,具 体 的な事象 を数 学的 に表現 し解釈

す る場合 に必要 であ る。

■学習指導要領 における内容 ・領域

第2学 年C数 量 関係

(1)具 体的 な事象 の中か ら二つの数量 を取 り出 し,そ れ らの変化 や対応 を調べ る こ

とを通 して,一 次 関数 について理解す る とともに,関 数 関係 を見いだ し表現 し考

察す る能力 を養 う。

イ ー次関数 の とる値 の変化 の割合 とグラフの特徴 を理解す るとともに,一 次関数 を

利用 できること。
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■評価の観点

数学的な表現 ・処理

2正 答 と解説

■正答

■解説 次 の①,② の手順 で求 め ることがで きる。

① ア ー2κ で,κ 一 一1の と き ア ー-2,

κ=2の と き ア=4と な る の で,

(-1,-2),(2,4)を 点 線 上 に と る。

② κの変域 一1≦ κ≦2に 対応す るのは,① で

とった2点 を結 んだ部分 とな る。
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3学 習 指 導 に 当 た って

xや アの変域 の理解 を深 めるた めには,具 体 的な事象や 問題解 決の場面 におい て,表,

式,グ ラフによる表現 を用 いて,κ と アの変域 の対応 関係 を と らえるこ とが大切 であ る。

① グラフを用 いて,変 域 を理解で きるよ うにす る

与 え られ た κの変域 か ら アの変域 を求 める場合 には,κ の変域 の端点 に対応す る ア座

標 を求 めるだけでな く,グ ラフを用いて視覚 的に とらえ ることが大切 で ある。

指導 に当たっては,与 え られた変域 の範 囲を示す グ ラフをか くだ けで な く,そ のグラ

フの とり得 る値 の範 囲を座標 軸 に対応 させ て,κ と アの値 の とる範囲 をよみ とるな どの

活動 を取 り入れ る こ とが考 え られ る。 また,「 以上」,「以下」,「未 満」 とい う言葉や不

等号 を用い た表記 の意 味 を,グ ラフ と対応 させ て考 え ることがで きるよ うにす る ことも

大切で ある。

② 具体 的な事象 を,変 域 を意 識 しなが ら考察 できるよ うにする

具体的 な事象 では,変 数 の とり得 る値 の範 囲に制 限があ るこ とが多い。 この よ うな場

合 には,生 徒 が変数 の変域 を意識 で きるよ うにす る ことが大切 で ある。

指導 に当たっては,具 体的な事象 を扱い,そ こでの2つ の変数 の と り得 る値 の範 囲を

考察す るこ とが考 え られ る。例 えば,F次 関数 のグ ラフ ・A回 」 の問題(p.60)の

よ うに,線 香 が燃 え る場 面を考 え る場 合,時 間(κ 分),線 香 の長 さ(アcm)の 両方

の と り得 る範 囲 を考察 し,そ の結果 を不等 号 を用いて表す こ とが考 え られ る。
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回 反比例のグラフと点の座標

1出 題の趣 旨

グ ラフ上の点の座 標 を正 しくよむ ことがで きるか どうか をみ る。

反 比例 の グラフか ら式 を求 める ことができ るか どうか をみ る。

2各 設 問の 趣 旨

設問(1)こ の問題 は,与 え られた グラフ上 の点 の座標 を正 しくよむ こ とがで きるか ど

うかをみ るものであ る。 ここで は,平 面上 にある点の位 置が,座 標 軸 を基準 と

して2つ の数 の組 を用いて表 され るこ とを理解 してい ることが求 め られ る。

点 の座標 を よむ ことは,比 例,一 次 関数,関 数 ア=α κ2などの学習 において,

グラフを式 に表 した り,式 か らグラフをか く際に必 要で ある。

　

設問(2)こ の問題 は,与 え られ た反比例 のグラフか らκとアの関係 をア=一 の式 で

α κ

で表す こ とができ るか ど うか をみ る もので ある。 ここで は,ア=一 の式 に,
ル

グラフ上の点の座標 を代入 し,比 例 定数 を導 き出す ことが求め られ る。

グラフか ら式 を求 めるこ とは,比 例,一 次 関数,関 数 ア=α κ2など,関 数 の

学習 に必要で ある。
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■学習指導要領 における内容 ・領域

設問(1)第1学 年C数 量 関係

(1)具 体 的な事象 の中にある二つ の数量 の変化や対応 を調べ ることを通 し

て,比 例,反 比例の関係 を見いだ し表現 し考察す る能力 を伸 ばす。

イ 座 標 の意 味 を理 解す る こ と。

設問(2)第1学 年C数 量関係

(1)具 体 的な事象 の中にある二つ の数量 の変化や対応 を調べ ることを通 し

て,比 例,反 比例の関係 を見いだ し表現 し考察す る能力 を伸 ばす。

ウ 比例,反 比例 を表,式,グ ラフな どで表 し,そ れ らの特徴 を理解す

るこ と。

■評価の観 点

設問(1)数 量, 図形 な どについての知識 ・理解

設問(2)数 学 的な表現 ・処理

3正 答 と解説

設問(1)■ 正答 (2,3)

■解 説 点Aのx座 標 が2で,ア 座 標 が3で あ る こ とか ら,(2,3)と な る。

[誤答例]

設問(2)■ 正答

■解説

(3,2)… … κ座 標 と ア座 標 とを混 同 して い る。

6(
ア=)一

グ ラ フ は反 比 例 で あ るか ら,ア=一 と表 す こ とが で き る。
κ

　
この グ ラ フが 点A(2,3)を 通 っ て い る こ とか ら,ア=一 に

κ

κ=2,ア=3を 代 入 す る と,o=6と な る 。

6し た が
っ て,ア=一 で あ る 。

κ

4学 習 指 導 に 当 た って

① 反比例 について,式 か らグ ラフを,グ ラフか ら式 を求 める ことがで きるよ うにす る

反比例 のグラフか ら式 を求め るには,グ ラフの特徴 か ら反 比例で あるこ とを判断す る

こ とや,ア が κ に反比例す る とき,ア=一 の式 で表す こ とがで きるこ とを理解 し,グ
κ

ラフの特徴 と式 とを関連付 けて考察す るこ とができ るよ うにす るこ とが大切で ある。

指導 に当たっては,グ ラフが原点 を中心 とす る点対称 な2つ の滑 らかな曲線 であれば,

それ は反比例 のグ ラフであ るこ とを理解 できる よ うに し,そ の上で 曲線 上 の点 の座標 を

式 に代入 して比例定数 αを求め られ るよ うにす る ことが大切 であ る。 逆 に,式 か らグラ

フを求 めるには,κ の変域 が負 の数 を含 んでい るこ とを意識 しなが ら,式 を満 たす κ,ア

の値 の組 を座標 平面上 に と り,実 際 にグラフをか く経験 を重視 す る必要が ある。
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囮 一次関数の式と表

囮 次 のq>.(2)の 綱 い に答 えな さい

(1〕 ・次 関 数 〃=2r-3の グラ フの傾 きを求 め な さい

(2)ド の 表 は.あ る ・次 関 数 につ い て.rの 値 と 〃の値 の 関係 を 小 し

た もの です 〃を 疋の 式で ノくしな さい、

1出 題の趣 旨

一次関数 ア=oκ+わ の αが
,グ ラフの傾 きであることを理解 しているか どうかをみ る。

一次 関数 の表か ら
,κ とアの関係 を式 で表す ことができ るか ど うか をみ る。

2各 設 問の 趣 旨

設問(1)こ の問題 は,一 次関数 ア=oκ+わ の αが,グ ラフの傾 きで あるこ とを理解 し

てい るか ど うか をみ るものである。
一次 関数 の式 の意味 を理解す るこ とは

,グ ラフを式に表 した り,式 をグラフ

に表 した りす る際 に必要 である。

設問(2)こ の問題 は,一 次関数の表か ら,変 化や対応 の特徴 をと らえ,κ と アの関係

をア=α κ+わ の式で表す こ とができるか ど うかをみ るもので ある。 ここでは,

変化 の割合 と,κ 一 〇の ときのyの 値 とをよみ とり,一 次 関数 アー ακ+わの α,

わの値 を決 め るこ とが求 め られ る。

表 か ら式 を求め るこ とは,変 化 の割合 につ いて把握 す るこ とや,具 体的 な事

象 を数 学的に考察 し処理す る際 に必要 であ る。
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■学習指導要領 における内容 ・領域

設問(1)・ 設問(2)

第2学 年C数 量関係

(1)具 体 的な事象 の 中か ら二つの数 量 を取 り出 し,そ れ らの変化や対応 を

調 べ るこ とを通 して,一 次 関数 につ いて理解す る とともに,関 数 関係

を見いだ し表現 し考察す る能力 を養 う。

イ ー 次 関数 の とる値 の変化 の割 合 とグ ラフの特徴 を理解 す る ととも

に,一 次 関数 を利用 で きるこ と。

■評価の観 点

設問(1)数 量, 図形 な どについての知識 ・理解

設問(2)数 学 的な表現 ・処理

3正 答 と解説

設問(1)■ 正答 2

■解 説 一 次 関数 ア=α κ+わ の αの値 が,こ の グ ラ フの傾 き を示 して い る。

した が って,一 次 関数 ア=2κ 一3の グ ラ フ の傾 き は2で あ る。

[誤 答 例]-3… … 一 次 関数 ア=礁+わ で,グ ラ フ の傾 き を わの値,切 片 を α

の 値 と し,傾 き と切 片 とを混 同 して い る。

設問(2)■ 正答 (ア=)3κ 十5

■解 説 この表 は 一 次 関 数 で あ る か ら,ア=α κ+わ の 式 で 表 す こ とが で き る。

xの 増 加 量 が1の ときyの 増 加 量 は3だ か ら,変 化 の割 合 は

o=3と な る。 ま た,κ=0の とき ア=5か ら,わ=5と な る。

した が っ て,ア=3κ 十5で あ る。

[誤 答 例](ア=)5κ+3… …傾 き と切 片 とを混 同 して い る。

4学 習 指 導 に 当 た って

一次 関数 の学習 では
,具 体的 な事象 にお け る2つ の数 量の変化 や対応 につい て,表,式,

グラフを相互 に関連付 けなが ら調べ,一 次 関数 につい ての理解 を深 め るよ うにす る ことが

大切で ある。

① 一次関数の 式の意 味 を,グ ラフと関連付 けて理解 できるよ うにす る
一次 関数 の式 ア=α κ+ろの αや わが

,グ ラフ上 で示す意 味を理解 で きるよ うにす る こ

とが大切 であ る。例 えば,グ ラフ上 で 「右 へ1進 む と,上 へ α 進む」 こ とは,「 κ の増

加 量 が1の とき,ア の増加量 が α」であ るこ とに着 目し,グ ラフの傾 き と変化 の割合 と

の 関係 を理解す ることが大切 で ある。

指導 に 当た って は,「 傾 き」 とい う用語 を導入す る際に,例 えば,ア=礁+3で α

の値 を1,2,3,… … と1ず つ大 き くした ときのグ ラフを比較 し,α の値 が大 き くな

55



るにつれ てグラフの傾 きは急 にな り,α の値 に よって グラフの傾 き具合 が決 まる ことを

理解で きる よ うにす ることが考 え られ る。 また,切 片について も,わ の値 の変化 に伴 っ

て グラフが上 下に平行移動 す るこ とを理解 できる よ うにす るこ とが考 え られ る。

② 一次関数 の特徴 を用 いて,表 か ら式 をつ くる ことが できるよ うにす る

与 え られ た表 に もとついて一次関数 の式 を求 めるには,ア=α κ+わ の αと わを求 め

れ ば よい こ とを明 らか に し,表 か ら分 か る特 徴 と式 とを関連 付 け る こ とが 大切 で あ

る。

指 導 に 当 た って は,一 次 関 数 の表 か ら κの増 加 量 とアの増 加 量 を よみ とっ て,
一 次 関数 の 変 化 の割 合 を 求 めれ ば

,そ れ が α に な る こ と,表 中 の κ=0の とき

の アの値 を求 めれ ば,そ れ が わになるこ とを見 いだす 活 動 な ど,表 か ら式 を求 める

方 法 を考察 す る場 面 を設 定す る こ とが考 え られ る。

(参考)過 去の調査における正答率

調査の名称(実 施学年) 正答率

設問(1)

平成13年 度小 中学校教育課程実施状況調査(2学 年) 53.2%

平成15年 度小 ・中学校教育課程実施状況調査(2学 年) 54.8%
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囮 二元一次方程式と一次関数のグラフとの関係

1出 題の趣 旨

二元一次 方程 式 の解 を座 標 とす る点 の集合 が,直 線 の グラフ と して表 され るこ とを

理解 してい るか どうか をみ る。

この問題で は,2κ+ア=6の 解 を座標 とす る点の集合 が,ア=-2κ+6の グ ラフと

一致す るこ とを理解 してい るこ とが求 め られ る
。

この ことは,連 立二元 一次方程式の解 が2直 線 のグ ラフの交点の座標 と一致す る ことの

理解な ど,方 程式 と関数の関係 の学習場面で必要で ある。

■学習指導要領 における内容 ・領 域

第2学 年C数 量 関係

(1)具 体的 な事象 の中か ら二つの数量 を取 り出 し,そ れ らの変化や対応 を調べ る こ

とを通 して,一 次 関数 について理解 す る とともに,関 数 関係 を見いだ し表現 し考察

す る能力 を養 う。

ウ ニ元一次方程式 を関数 を表す式 とみ る ことができ ること。

■評価の観点

数量,図 形 な どにっ いての知識 ・理解
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2正 答 と解説

■正答 工

■解説 二元一次方程式2κ+ア ー6の 解 を座標 とす る点 の集合 が直線 にな ることか

ら,式 をア=-2κ+6と 変形す ると,グ ラフはエにな る。

また は,(3,0),(0,6)の よ うに2κ+y=6の 解 を座 標 とす る点 を2

点選ぶ ことで直線 が決定 し,グ ラフはエになる。

3学 習指導 に当た って

二元一次方程式の解を座標とする点の集合が一次関数のグラフと一致して直線になるこ

との理解を通して,方 程式 と関数を相互に関連付けて考察できるようにすることが大切で

ある。

① 二元一次方程 式が 関数関係 を表 して いるとみ る ことができるよ うにす る

二元一次方程式 舐+加+c-0で,κ の値 が1つ 決 まれば,そ れ に対応す るyの 値

がただ1っ 決 ま ることか ら,こ の式 を アが κの一次 関数 であ るこ とを表す式 とみ る こと

がで きるよ うにす ることが大切で ある。

指導 に当たって は,二 元一次方程 式の解で ある κ,ア の値 の組 を座標 とす る点 を座標

平面上 に表 して,点 の集合 が直線 になるこ とを確 かめ ることが考 え られ る。

② 方程 式 と関数を相互に関連付 けて とらえる ことがで きるようにす る

二元一次方程 式 が関数 関係 を表 してい る ととらえ,方 程 式 と関数 を相互 に関連付 け

て とらえる ことが大切 であ る。

指導 に当たっては,連 立方程式の解 の意 味を とらえ直す場 面で,代 入法や加減法 によ

って求 めていた連 立方程 式の解 を,グ ラフ上 の2直 線 の交点の座標 として視覚的 に とら

え られ るよ うにす る工夫 が必 要で ある。 このよ うな活動 を通 して,方 程式 の解 の意 味を

関数 と関連付 けて理解 で きるよ うにす るこ とが大切 であ る。
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囮 一次関数のグラフ

1出 題の趣 旨

具体 的な事象 にお ける2つ の数量 の変化や 対応 をグラフか らよみ とることがで きる

か ど うか をみ る。

2各 設 問の 趣 旨

設問(1)こ の問題 は,具 体的な事象 につい て表 した グラフか ら,2つ の数量 の変化 の

様子 を よみ とることがで きるか ど うかをみ るものであ る。 ここで は,縦 軸 が線

香 の長 さ,横 軸 が燃 え始 めてか らの時間を表 してい ることを理解 し,燃 え始 め

てか ら一 定の長 さが燃 えるの にかかった時間を,グ ラフか らよみ とるこ とが求

め られ る。

グラフの変化 の様 子 をよみ とるこ とは,事 象 にお ける2つ の量 の関係 を とら

えるために必 要であ る。

設問(2)こ の問題 は,具 体的な事象 につい て表 した グラフか ら,2つ の数量 の対応 を

よみ とることがで きるか どうかをみ る ものであ る。

グラフか ら必 要な情報 をよみ とる ことは,グ ラフか ら具体的 な事象 を考察 し

た り,具 体 的な事象や場面で グラフを活用 した りす る際 に必要で ある。
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■学習指導要領 における内容 ・領域

設問(1)・ 設問(2)

第2学 年C数 量関係

(1)具 体的な事象の 中か ら二つ の数量 を取 り出 し,そ れ らの変化や対応 を

調べ ることを通 して,一 次 関数 につ いて理解 す ると ともに,関 数 関係 を

見いだ し表 現 し考察す る能力 を養 う。

イ ー次 関数 の とる値 の変化 の割合 とグ ラフの特徴 を理 解す る と とも

に,一 次関数 を利用 できる こと。

■評価の観 点

設問(1)・ 設問(2)

数学 的な表 現 ・処理

3正 答 と解説

設問(1)■ 正答 ウ

■解説 線香 が燃 え始 めてか ら,2cm燃 える とその長 さは10cmに なる。

グ ラフの縦軸10(cm)に 対応す る横軸 の値 をよみ とる と4(分)で

あ るか ら,ウ になる。

設問(2)■ 正答 3(cm)

■解説 グラフの横 軸の18(分)に 対応す る縦軸 の値 をよみ とる と3(cm)

であ る。

4学 習 指 導 に 当 た って

① 具体 的な事象 とグラ フとを関連付 けて と らえる ことができる ようにす る

グラフか ら具体 的な事象 を考察す る場面 では,グ ラフ上の点が具体的 な事象で は何 を

表 してい るのか,グ ラフと具体的な事象 とを対応 させ て意 味付 け られ るよ うにす る こと

が大切 である。

指導 に当た って は,具 体的な事象 とグラフ との対応 関係 を考 え る場 面 を設定す る こと

が考 え られ る。 例 えば,実 際に線香 の燃 える様了 をグラフで表 現 した り,逆 に,そ のグ

ラフか ら分 か るこ とを,線 香 の長 さや燃 え始 めて か らの時間に対応 させ て解釈 した りす

るこ とが考 えられ る。そ の際,具 体的な事象 にお ける数量 とグラフにお ける変数 との対

応 を明確 に してお くこ とが大切で ある。
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囮 場合の数と確率の求め方

国 ■ 国
この3枚 のカー ドの う ち.2枚 並べ て2け たの整 数 をつ く ります。

全部で何 通 りの整数 がで きるか を樹 形図 を使って求め ます、

口く圖

口く圖

図く圖

国く圏

口く圖

国く図

図く図

国く図

袋の 中 に,同 じ大 き さの赤K3個 と白k2個 の 合計5個 のKが

入っ てい ます 、 この袋 の中 か らEを1個 取 り出す とき.そ れが 赤K

であ る確 率 を求め な さい。

1出 題の趣 旨

樹形 図の意味やその用い方 を理解 してい るか どうか をみ る。

事象 の起 こ り得 る確率 を求 める ことができ るか どうか をみ る。

2各 設 問の 趣 旨

設問(1)こ の問題 は,起 こ り得 るすべて の場合 をかき上げた樹 形図 を選ぶ こ とができ

るか ど うかをみ るもので ある。 ここで は,「1か ら3ま でのカー ドは1枚 ずつ

あ る」,「2枚 並べ て2け た の整数 をつ くる」 とい う問題 の条件 を踏 ま え,数

え忘れや重 な りがない よ うにす るこ とが求 め られ る。

樹形 図をつ くることは,場 合 の数 や確 率 を求 める際 に必要 である。

設問(2)こ の問題 は,事 象 の起 こ り得 る確率 を求 め ることがで きるか どうか をみ るも

のであ る。

これ は,高 等 学校 にお ける確 率 の学習,及 び実生活 での不確 定 な事象 を考察

す る際に必要 であ る。
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■学習指導要領 における内容 ・領域

設問(1)第2学 年C数 量関係

(2)具 体的な事象 について の観察や実験 を通 して,確 率 について理解 す る。

ア 起 こ り得 る場合 を順序 よ く整理す ることがで きるこ と。

設問(2)第2学 年C数 量関係

(2)具 体 的な事象 について の観察や実験 を通 して,確 率 について理解 す る。

イ 不確 定な事象が起 こ り得 る程度 を表す確 率の意味 を理解 し,簡 単

な場合 について確率 を求 める ことができ るこ と。

■評価の観 点

設問(1)数 量, 図形 な どについての知識 ・理解

設問(2)数 学 的な表現 ・処理

3正 答 と解 説

設問(1)■ 正答 ウ

■解説 「1か ら3ま で のカー ドは1枚 ず つ ある」,「2枚 並べ て2け た の整

数 をつ くる」 とい う問題 の条件 を踏 まえ,起 こ り得 るすべて の場合 を

数 え上げてい るもの を選ぶ と,ウ にな る。

[誤 答 例1]ア ・一 ・十 の位 が2,3に な る場 合 を数 え て い な い。

[誤答例2]イ ・ 組 合せ を求めてい る。

[誤答例3]エ ……同 じカー ドを2回 使 ってはい けない こ とに気付い てい な

い。

3設問(2)■ 正答

5

■解説 起 こ り得 る場合 の総数 は5通 り,赤 玉 である場合 の数 は3通 り

であるので羅 率は1に なる。

4学 習 指 導 に 当 た って

具体的 な事象 を考察す る際に,起 こ り得 るすべ ての場合 を順 序 よく整 理す る方法 を理解

で きるよ うにす る とともに,さ い ころの 目の出方 な どの不確 定な事象が起 こ り得 る確率 を

正 しく求 める ことができ るよ うにす るこ とが大切 であ る。
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① 起 こ り得 る場合の整理の仕方 を考 える ことがで きるよ うにす る

場合 の数 を求 め るた めには,あ る視点 を決 めて,数 え忘れや重 な りがない よ うに,

起 こ り得 るす べ ての場合 を数 え るこ とが大切 で ある。樹 形 図をか くこ とは,そ のため

に有効 な方法で ある。

指導 に当た っては,思 いつ いた まま起 こ り得 る場合 をあげ るので はな く,樹 形 図や

二次元表 を用 い て起 こ り得 るす べて の場合 を順序 よく数 え上 げ,問 題 の条件 をも とに

整理 で き るよ うにす るこ とが大切 で ある。 また,正 しくか かれ た樹 形 図だけで な く,

例 えば,設 問(1)の 選択肢 ア,イ,エ のよ うな誤 った樹形 図 を提示 し,ど こが誤 ってい

るのか,ま た,ど の よ うに直せ ば よい かな どを考察す る場面 を設 定す る ことも大切 で

あ る。

② 確 率 を的確に求め ることが できるよ うにす る

事象 が起 こる程度 を求 めるには,起 こ り得 る どの場合 も同様 に期待 され てい る とい

う 「同様 に確 か らしい」 こ との意 味 を理解 し,場 合 の数 を正 しく数 え上 げ るこ とが大

切 であ る。

指導 に当た っては,例 えば,硬 貨 の表 と裏 の出方 と,画 び ょ うの針 の上 向 き と下 向

きの出方 とを比較す るな どの活動 を通 して,「 同様 に確 か ら しい」 こ とを実感的 に理解

で きるよ うにす る ことが考 え られ る。 さらに,2枚 の硬 貨 を投 げた ときの表 と裏 の出

方 が3通 りとす る誤 りが多 いので,起 こ り得 る場合 につい て,樹 形図や 二次元表 を使

って確 実 に数 え上 げるこ とができ るよ うにす るこ とが大切 である。
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調 査 問 題 の 解 説

B主 と して 「活用」に関する問題



団 事象の数学的な解釈と判断(身 長の推定)

前ペー ジの式を使 って,次 の(1>か ら(3)ま での各問い に答えな さい。

田 断 さんは,齢 爆 のおよその身長が じ醗 智(肩 とひじの問の骨)
の長さから推定されたことを新聞記事で知り,そ の内容を ドのようにまとめ

ました。

桃子さんのまとめ

一葉 さんの身長 は140cm台

の 身長 は140cm台 だ っ た こと を,解 剖 学 と郷 土 史 の

研究者が明 らかにした。

この研究者 らは,樋 ロー 葉の写真 を分析 し,一 葉が身につ

けていた和服か ら,一 葉 の上腕骨の長 さを突 き止めたそ うだ。、

そ して,男 女の身長 と上腕骨の長 さとの関係か ら求めた,

明 治時 代の 頃の成 人の 身長 を推 定す る式 に 当て はめ て,樋 ロ ー葉

一葉の身長 を推 定した。 陳京都台東区立一葉記念館蔵)

(1)桃 子さんは,一 万円札の 肖像にな って いる

福沢諭吉の身長を調べる ことにしました、
しメらわん ニリ

そ こで.写 真 を分析 して.上 腕骨 の長 さを

約36cmと 求めました。

この と き,前 ペ ー ジの ① の式 を 使 う と.

福沢諭 吉の身長は約何Cmと 考 えられますか。

ドのアからオの中か ら1つ 選びなさい。

ア 約164cm

ウ 約174cm

オ 約184cln

イ 約169Cm

工{i{」179Cln

福 沢諭 吉

0慶磨轟塾福沢研究センター蔵)

(2)明 治時代の成人の女性2人 について,ヒ 腕骨の長 さの差が4cmの とき,

この2人 の身長の差 は何cmと 考え られます か。2人 の身長の差を求 めな

さい。

上腕骨の長 さの差

桃子さんは.明 治時代の頃の成人の身長について調べたところ.L腕 骨の

長さ(cm)か ら身長(Cm)を 推 定する式があ ることが 分か りま した。そ して,

その式をお よその数を使って,下 の ように表しました.

男性の身長=2.8×(上 腕骨の長さ)+73… …①

女性の身長=2.5×(上 腕骨の長さ)+79… …②

(3)明 治時代の成人について,上 腕骨の長さの差 と身長の差の関係を考えます。

男性2人 のL腕 骨の長 さの差と女性2人 の.L腕 骨の長 さの差が同じとき,

男性2人 の皇 塑 差 と女性2人 の塑 差 では,ど ちらが大 きいと考えら

れ ますか。下のア,イ の中から1つ 選びな さい。 また,選 んだ理 由を説明

しな さい。

ア 男性2人 の身長の差

イ 女性2人 の身長の差

1 出題の趣旨

与えられた情報をよみ 次のことができるかどうかをみる

与えられた情報を的確に処理する と
・事柄の特徴を的確にとらえる と

・事象を数学的に解釈し,事 柄が成 り立つ理由を数学的な表現を用いて説明する

上腕骨 の長 さと身長 との問の関係 を表す式 を もとに,上 腕 骨の長 さやそ の差 に よる身長

の差の大小 につ いて考 え る問題 で ある。 この問題 では,与 え られた式 を用い て上腕骨 の長

さか ら推定 され る身長 を的確 に求 めた り,言 葉 で表 され た式を一次関数 の式 とみ な し,事

象 を一次 関数 の式 の意 味に即 して解 釈 した りす る ことが求め られ る。そ のこ とに もとつ い

て,事 柄が成 り立つ理 由を数学的な表現 を用いて説明す るこ とが必要で ある。

2 各 設 問 の 趣 旨

設 問(1)福 沢諭 吉の上腕 骨の長 さか ら,推 定 され る身長 を求 める問題 である。 ここで

は,与 え られ た情報 を的確 に処理す るこ とが求 め られ る。①の式 の 「上腕骨 の

長 さ」 の部分 に36を 代 入 し,福 沢諭 吉 の推 定 され る身長 を求 め るこ とが でき

るか どうか をみ るもので ある。
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設 問(2)女 性2人 の上腕骨の長 さの差 が分 かってい る ときに,2人 の身長 の差 を求 め

る問題 である。 ここでは,言 葉 で表 され た式 の特徴 を とらえ,そ の数学 的な意

味 を考 え,事 象 を式 の意 味 に即 して解釈す る ことが求め られ る。② の式 か ら,

上腕 骨の長 さを κ,女 性 の身長 を ア とす る と,ア は κの一次 関数 であ るとみな

す こ とや,変 化 の割合 が2.5で あるこ とか ら,2人 の上腕骨 の長 さの差 と変化

の割合 との積 に よって身長 の差 を求 める ことができ るか ど うか をみ る ものであ

る。

設問(3)男 性2人 と女性2人 の上腕骨 の長 さの差 が同 じとき,男 性 の方 が身長 の差 が

大 き くなる と考 え られ ることを,与 え られ た式 か ら判 断 し,そ の理 由を説 明す

る問題 である。 ここでは,事 象 を式 の意味 に即 して解釈 し,そ の結果 を数学 的

な表現 を用い て説 明す ることが求 め られ る。① の式 と②の式が一次 関数 の式 で

あるこ とか ら,変 化 の割 合が一定で ある ことを よみ と り,男 性 の場合 の方 が変

化 の割合 が大 きい ことを指摘 し,そ の理 由を説 明す ることがで きるか ど うかを

み るもので ある。

■学習指導要領 に おける内容 ・領域

設問(1)・ 設 問(2)・ 設問(3)

第2学 年C数 量関係

(1)具 体的 な事象 の中か ら二っ の数 量 を取 り出 し,そ れ らの変化や対応 を

調べ るこ とを通 して,一 次関数 について理解 す る とともに,関 数 関係 を

見いだ し表現 し考察す る能力 を養 う。

イ ー 次 関数 の とる値 の変化 の割合 とグ ラフの特徴 を理解 す る ととも

に,一 次関数 を利 用で きること。

■評価の観点

設問(1)数 学的な表現 ・処理

設問(2)・ 設 問(3)

数 学的な見方や考 え方

3正 答 と解説

設問(1)■ 正答 ウ

■解説 ①の式 の上腕骨 の長 さに36(cm)を 代入 して計算 し,

173.8(cm)を 求 め,四 捨五入 して該 当す る値 を選択す るとウにな る。

設問(2)■ 正答 10(cm)

■解 説 ② の式 が一次関数で あるこ とか ら,変 化 の割 合が一定 である ことに

着 目すれば,2.5×4=10と 求め られ る。

[誤答 例]89(cm) ・② の式の上腕骨 の長 さに4(cm)を 代入 して計算

している。
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設 問(3)■ 正答 「ア 男性2人 の身長 の差」 を選択 し,次 の よ うな説 明を記述 して

い るもの。

(例1)変 化 の割合 で比べ ると,男 性 の場合 が2.8,女 性 の場合 が2.5で,

男性 の方が大 きいので,男 性 の2人 の身長の差の方が大 きくな る。

(例2)上 腕 骨 の 長 さ の差 を4cmと す る と,男 性2人 の 身 長 の 差 は

11.2cm,女 性2人 の身長 の差 は10cmに な るので,男 性2人 の

身長 の差 の方 が大き くな る。 この ことは,上 腕 骨の長 さの差 が違 う数

の場合 も,同 じ式に 当て はめて考 えるか ら,男 性 の方が大 きい ことは

変わ らないので,い っで も男性2人 の身長の差の方が大 きくな る。

■解説

① ア を選 択 し,次 の(a),(b)の いずれ か につい て記 述 してい るもの を正答

(◎)と す る。

(a)身 長 を推定す る式の 「上腕骨 の長 さ」の係 数 を使 って,男 女 を比較

し,い つ も男性2人 の身長の差の方が大 き くな るこ と。

(b)上 腕骨 の長 さ,ま た は上腕骨 の長 さの差 について文字や具体 的な数

値 を用い て,身 長 の差 を求 め,男 女 を比較 し,い つ も男性2人 の身長

の差の方が大 き くなるこ と。

② 上記①で,男 性2人 の身長 の差 の方 が大 きくな るこ とが一般 的に成 り立っ

こ とにつ いての記述 がない ものの うち,具 体 的な数値 をあげて男女 を比較

してい るものは,正 答(○)と す る。

③ 上記① と②で,表 現 が十分 でない ものの うち,男 女の比較 を している と判

断で きるものは,正 答(○)と す る。

4学 習 指 導 に 当た って

実生活では,様 々な関係 を数学的 に表現 し,活 用す る場 面があ る。その よ うな場面では,

事象 にお ける関係 を式 な どを用 いて表 現す るだ けで はな く,数 学的 に表現 され た事柄 と事

象 との関係 にっい て考 えた り,そ れ をも とに事柄が成 り立っ理 由を説 明 した りできる よ う

にす るこ とが大切で ある。

① 日常的な事 象について言葉で表 され た式の数学的な意 味 を考え られる ようにする

本 問題 の上腕 骨の長 さ と身長 との関係 を表 した式 の よ うに,事 象 にお ける関係 につ い

て言葉 で表 され た式 を 目にす るこ とが ある。具体 的な事象 を考察す る上 では,与 え られ

た式 を一次関数の式 とみ るこ とな ど,そ の式の数学的な意味 を考 えるこ とが大切で ある。

指導 に当たっては,言 葉で表 され た式 を,文 字 を使 って数学的 な表現 に直 した り,式

に数 を代入 し,式 の値 を求めた りす るこ とが考 え られ る。 それ らの活動 を通 して,式 の

中の変数 と定数 の違 いや,変 化の割合が一定 であ ることな ど,そ の式 の数学的 な意 味を

考 えるこ とがで きる。
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② 数学 を用 いて事 象 をとらえ直す ことがで きるようにす る

数学 を用 いて事象 を とらえ直す こ とによって,事 象 についての新た な事実 を見 いだす

こ とがで きるよ うにす るこ とが大切で ある。

指導 に当たっては,一 次関数 の学習 にお いて,事 象 にお ける関係 を式や グラフに表す

活動 に とどま らず,変 化 の割 合が一定で ある ことな どの一次関数の特徴 をも とに,事 象

を とらえ直 して考察 した り,新 たな事実 を見 いだ した りす る活動 を取 り入れ る ことが大

切で ある。例 えば,設 問(3)の よ うに,変 化 の割合 が一定であ ることか ら,身 長 の差 を,

上腕骨の長 さの差 をも とに考察す る活動が考 え られ る。

③ 数学的な解 釈に もとついて,事 柄 が成 り立つ理 由を説明で きる ようにす る

事柄 が成 り立っ理 由を説 明す る場合 には,事 柄 が成 り立つ根 拠 と結論 を両方示す必要

が ある。例 えば,本 問題 では,身 長の差 につ いて成 り立つ事柄 の根拠 として,一 次 関数

で あるこ とを明確 に述べ るこ とが大切で あ り,こ れ に よって,そ の事柄 がいつ で も成 り

立っ こ とを示す こ とがで きる。

指導 に当た っては,本 問題 の よ うに,実 生活 にお ける事象 を,一 次関数が ア=砿+わ

の式で表 され る ことや変化 の割合が一定 である ことな どに関連 付 けて解釈 し,事 柄 が成

り立つ こ とを説明す る根拠 として使 えるよ うにす るこ とが考 え られ る。
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匡]発 展 的に考 え,予 想 する こと(位 を入れか えた数)

回 直樹さんは,2け たの 自然靴 その数のi・碗 磁 と 一の位の数を

入れかえた数の和がどんな数になるかを考 えています、

21の とき

35の とき

47の とき

82の とき

21十12=33

35十53=88

47十74=121

1①1

ヒで調べた ことから.直 樹さんは,次 の ことを予想 しました、

直樹さんの予想

2け たの自然数と,そ の数の十の位の数 と一の位の数 を入れかえた数の和 は,

11の 倍数になる。

次の(1)か ら(3)ま での各問いに答えなさい.

(1)Lの(1)に 当てはまる式を書 きな さい、

(2)直 樹さんの予想が旦Eしいことの説明を完成 しなさい。

11の 倍数であることを説明するには,

11と 自然数の積になることをいえば

いいんだ。

説明

2け たの自然数の十の位の数 を.r,一 の位の数を〃とすると,

2け たの自然数は,10.r+〃

十の位の数 と一の位の数を入れかえた数は,10〃+.r

と表される。

したがって,そ れらの和は,

(3)直 樹 さんは.

2け たの 自然数と,そ の数の十の位の数と一の位の数を入れかえた数の差

は,ど んな数になるかを考えてみたいと思い,い くつかの場合を調べました。

41の とき41-14=27

53の とき53-35=18

82の とき82-28;54

これらのことから,2け たの 自然数と.そ の数の1'の 位の数と ・の位の

数 を入れか えた数の差 につ いて.ど の ようなことが予想で きますか。

前ペー ジの直樹 さんの予想の ように,～ は,… … になる。 とい う形

で答えな さい。ただ し,55の ように,i昌 の位の数と ・の位の数が等 しい

数 は考えない ことにします.

1出 題の趣 旨

2け たの自然数 について予想 された事柄をよみ,次 のことができるか どうかをみる。

・事柄が成 り立つ理 由を 方針に もとついて説明す ること

・発展的に考え,予 想 した事柄 を説明す ること

2け た の 自然数 と,そ の数 の十の位 の数 と一 の位 の数 を入れ か えた数 の和 につい て,予

想 された性質 が成 り立っ理 由を説 明 し,さ らに発展的 に考 えて,新 た に予想 した事柄 を説

明す る問題 である。 この問題 では,文 字式 を用いて理 由を説 明 した り,い くつか の例 か ら

新た な性 質 を予想 し,予 想 した事柄 を 「～ は,… …にな る。」 の形 で表現 した りす る こ

とが必要で ある。

2各 設 問の 趣 旨

設問(1)「2け たの 自然数 と,そ の数 の十の位 の数 と一 の位 の数 を入れ か えた数の和」

とい う問題場 面について,考 察 の対象 を明確 に とらえてい るか どうか をみ る問

題 であ る。
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設問(2)2け たの 自然数 と,そ の数 の十 の位 の数 と一 の位 の数 を入 れか えた数 の和 に

っ いて,予 想 され た事柄 が成 り立つ理 由を説 明す る問題 で ある。 ここで は,そ

の理 由を,示 された方針 に も とつ いて説 明す るこ とが求 め られ る。 「2け たの

自然数 と,そ の数 の十 の位 の数 と一 の位 の数 を入れ か えた数 の和が11の 倍数

になる」 ことを,文 字式 を用いて説 明す る ことができ るか ど うか をみ るもので

ある。

設問(3)2け たの 自然数 について,問 題 の条件 を和 か ら差 に変 えた ときに,新 たに予

想 した事柄 を説 明す る問題 で ある。 こ こでは,発 展 的に考 え,予 想 した事柄 を

説 明す る ことが求め られ る。2け たの 自然数 と,そ の数 の十の位 の数 と一 の位

の数 を入れ か えた数 の差 について の性質 を予想 でき るか ど うか,そ して,そ の

予想 した事柄 を 「～ は,… … になる。」 とい う形 で表現 でき るか ど うか をみ

るものであ る。

■学習指導要領 における内容 ・領域

設問(1)・ 設問(2)・ 設 問(3)

第2学 年A数 と式

(1)事 象 の 中に数量の 関係 を見 いだ し,そ れ を文字 を用いて式 に表現 し活

用す る能力 を伸ばす とともに,文 字 を用 いた式の 四則 計算 がで きる よ う

にす る。

イ 数 量及 び数量の 関係 を とらえ るために文字式 を利 用で きるこ とを理

解す るこ と。

ウ 目的に応 じて,簡 単 な式 を変形 でき ること。

■評価の観 点

設問(1)・ 設問(2)・ 設 問(3)

数学 的な見方や 考 え方

3正 答 と解説

設問(1)■ 正答 82-1-28=110

■解 説 自然数82の 十 の位 の数 と一 の位 の数 を入 れか えた数 は28で ある

か ら,82十28=110と な る。

設問(2)■ 正答 (例)11(κ+ア)

κ+ア は 自然 数 だ か ら,11(κ 十 ア)は11の 倍 数 で あ る。
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■解 説

①11(κ 十 ア)と 計 算 して,次 の(a),(b)の 両 方 を記 述 して い る もの を正 答

(◎)と す る。

(a)κ+ア は 自然 数 だ か ら,

(b)11(κ 十 ア)は11の 倍 数 で あ る。

②11κ+11ア と計 算 して,次 の(c),(d)の 両 方 を記 述 して い る もの を正

答(◎)と す る。

(c)1h,11ア が11の 倍 数 で,11の 倍 数 の 和 は11の 倍 数 だ か ら,

(d)1h+11ア は11の 倍 数 で あ る。

③ 上記① で,(a)や(b)を 記述 して いない もの の うち,共 通 因数 の11を

見いだ し,11の 倍数 で ある ことを示 してい る と判 断で きる ものは,正 答

(○)と す る。

④ 上記② で,(c),(d)の どち らか一方 のみ を記述 してい る ものの うち,計

算結果 をも とに して11の 倍数 で ある ことを示 してい る と判 断で きる もの

は,正 答(○)と す る。

設問(3)■ 正答 (例)2け たの 自然数 と,そ の数 の十 の位 の数 と一 の位 の数 を入れ

か えた数の差 は,9の 倍数 にな る。

■解説

① 「○ ○は,◇ ◇ にな る。」 とい う形 で,次 の(a),(b)ま た は(a),(c)の 条

件 を満 た し,成 り立つ事柄 を記述 してい るものを正答(◎)と す る。

(a)○ ○ が,「2け た の 自然数 と,そ の数 の十 の位 の数 と一 の位 の数 を

入 れか えた数の差」 である。

(b)◇ ◇が,次 のいずれ かである。

・9の 倍 数 または3の 倍数

・十の位 の数 と一 の位 の数 の和が9

・もとの2け た の 自然数 の十 の位 の数 と一の位 の数 の差 の9倍

(c)◇ ◇ が,も との2け た の 自然数 の十 の位 の数 と一 の位 の数 の差

に着 目した ものであ る。

②上記① で,○ ○の 「2け た の 自然数 と,そ の数 の十の位 の数 と一 の位 の数

を入れ か えた数 の差」 に関す る記述 が十分 でない ものの うち,「 ○○は,

◇◇ にな る。」 とい う形 で記述 してい るものは,正 答(○)と す る。

③(a)の 条件 のみ を満 た してい るものの うち,成 り立つ事柄 を記述 して いる

ものは,正 答(○)と す る。
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4学 習 指 導 に 当 た って

中学校数学科 の学習 では,数 や図形 につい て成 り立 ちそ うな事柄 を予想 し,予 想 した事

柄 を主語 と述語 を明確 に した形 で表現 して,そ の予想 を確 かめ ることが大切で ある。 さら

に,そ の証 明や説 明を振 り返 り,も との 問題場面 の条件 を変 え るな ど して発展的 に考 える

こ とが大切 である。

① 事柄 を予想す る ことを大切にす る

数や 図形 に関す る性質 を考察す る場面で は,成 り立ちそ うな事柄 を,常 に教師 が提示

す るのではな く,生 徒 自身が予想す るこ とが大切 であ る。

指導 に当たっては,数 や 図形 について成 り立ちそ うな事柄 を帰納的 に見いだす活動や

類推す る活動 な どにおいて,生 徒が 自由な発想 で予想 し,そ の予想 を表現す る機会 を多

く設定す る ことが大切 であ る。 その上で,表 現 され た予想 について,成 り立つ例や反例

を考 えるな ど具体 的に確 かめ る活動 を通 して,生 徒 が証 明や説 明の必要性 をよ り実感 で

きるよ うにす る ことが大切 であ る。 また,証 明や説 明を振 り返 るこ とによって,新 たな

性質 を予想す るな ど,発 展 的に考 える学習 も大切 であ る。

② 事柄 を 「～ は,・ ・・…になる(で ある)。」 とい う形で表現 できるよ うにする

数や 図形 に関す る性質 を予想 し,そ の性質 に関す る考察 を進 め るた めには,そ の性質

を 「～ は,… …にな る(で ある)。」 とい う,主 語 と述語 を明確 に した形 で表 現す る必

要が ある。数や 図形 に関す る性 質 を,主 語 と述語 を明確 に した形で表す こ とによ り,命

題 を意識 した り,そ の真偽 を判 断 した りす る ことが可能 にな る。

指導 に当たっては,数 や 図形 に関す る性質 を,「 ～ は,… …になる(で ある)。」 の形

で表現す る機会 を設 定す ることが考 え られ る。授業 では,学 習が進む と,主 語 に当たる

部分 が省略 され て しま うこ とが あるた め,「 ～ は,… … になる(で ある)。」 の形 を意識

して,主 語 と述語 を明確 に表現で きるよ うにす る ことが大切 であ る。

③ 事柄が成 り立 つ理 由 を説 明す るための見通 しをもつ ことがで きるようにす る

整数 の性質 な どが成 り立つ理 由を説 明す るためには,い くつ かの具体 的な例 を通 して,

説 明の見通 しを もつ ことが大切 で ある。

指導 に当たっては,説 明の見通 しをもつ こ とができ るよ うにす るた めに,結 論 を導 く

上で何 を明 らかにすれ ば よいか を,具 体的 な例 を通 して考 察す る活動 を取 り入れ る こと

が必要 である。

例 えば,本 問題 の 「2け たの 自然数 と,そ の数 の十 の位 の数 と一の位 の数 を入れ かえ

た数 の和」 につ いて は,次 の よ うな例 を通 して,「11の 倍 数 であ るこ とを説 明す るた

めには,式 を11×(自 然数)の 形 にす れ ばよい。」 とい う見通 しを もつ こ とがで きる よ

うにす る。

21十12=33=11×3

35十53=88=11×8

47十74=121=11×11

82十28=110=11×10

このよ うに,説 明の見通 しをもった上で,文 字式 を用 いた説 明につ なげてい くことが

大切 である。
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囹 複数の事象の統合(ベ ニヤ板と釘)

回 文化祭でパネルを作ることにな りバ ニヤ板 と釘が必要になりました、

次の(1)か ら(3)ま での各問いに答えなさい。

(1)学 校に保管 してあった同 じ種類のベニヤ板 をたくさん用意しました、

そのベニヤ板の枚数を,次 のようにして求めました。

容器 に同 じ種類の釘がた くさん入って

います。このとき,釘 の本数を求めようと

思います。

この容器から釘を取 り出して.釘 全体の

重さをはかったところ,約400gで した。

釘全体の重 さが分かっているとき,釘 の本数を求めるためには,何 を調

べて,ど のような計算をすればよいですか。下のアからウの中から調べる

ものを1つ 選びなさい。 また,そ れを使って釘の本数 を求める方法を説明

しなさい.

ア

イ

ウ

釘1本 の長さ

釘1本 の重 さ

釘1本 の太さ

上のように,ベ ニヤ板1枚 の厚さが分かっているとき,ベ ニヤ板の枚数

を求めるために,次 のような考えが使われています。

枚数を直接数えなくても,全 体の[==]を 調べれば全部の枚数が

求められるので.枚 数を[===]に 縫 きかえて考える。

上の[===]に は.同 じことばが当てはまります。そのことばを書 き

なさい、

(3)同 じものがた くさんあるときには,そ の総数を丁夫 して求めることがで

きます。(1)や(2)の 場合で,総 数を求 める方法に共通する考えを。

のアからオの中から1つ 選びなさい。

ア

イ

ウ

エ

オ

総数を直接数える。

総数を厚さから求める.

総数を重さから求める。

比例を利用する.

反比例を利用する。

1 出題の趣旨

事象 にお ける数 量の関係 を見いだ し,次 の ことがで きるか どうか をみ る

もの ご との特徴 を的確 にと らえる と
・問題 解決 の方法 を数学的 に説 明す る

・複数の事象 を統A的 に とらえる と

ベニヤ板 の枚数や釘 の本数 を間接的 に求 める方法 について考 える問題 で ある。 この問題

では,ベ ニヤ板 の枚数 を厚 さに置 きか えた り,釘 の本数 を重 さに置 きか えた りして,ベ ニ

ヤ板の枚数や釘 の本数 を求め る方法 を,比 例 の見方や考 え方 を活用 して説 明す る ことが必

要で ある。 また,ベ ニヤ板 の枚数 を求 める場面 と釘 の本数 を求め る場面 に共通す る数量 の

関係 を見いだ し,事 象 を統合的 に とらえるこ とが必要で ある。

2 各 設 問 の 趣 旨

設 問(1)ベ ニヤ板 の枚 数 を求 める際 に使 われ てい る考 えをよみ とる問題 である。 ここ

では,事 象 にお ける数量 の関係 を見いだ し,そ れ を的確 に とらえ,何 と何 の関

係 を利 用 してい るか を明 らかにす る ことが求め られ る。枚数 を直接数 えるので

はな く,比 例の 関係 をも とに厚 さをはかって,枚 数 を調べてい るこ とを よみ と

れ るか どうか をみ るもので ある。
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設 問(2)釘 全体の重 さが分か ってい る とき,釘 の本数 を求 める方法 につ いて説 明す る

問題 で ある。ここで は,問 題解決 の方法 を数学 的に説 明す る ことが求 め られ る。

釘 の本数 とその重 さとの間に比例 の関係 があ るこ とを見いだ し,そ の関係 を用

いて釘 の本数 を求 める方法 を,数 量や 関係 な どの 「用い るもの」 と 「その用 い

方」 を明示 して,説 明で きるか どうか をみ るもので ある。

設 問(3)ベ ニヤ板 の枚 数 を求 める方法 と釘 の本数 を求め る方法 に共通す る考 えを指摘

す る問題 で ある。 ここで は,複 数 の事象 を統合 す るこ とが求 め られ る。ベ ニヤ

板 の枚数や 釘の本数 を求 める場面 には,共 通 して比例の見方や考 え方 が利用 さ

れてい るこ とを見いだせ るか どうか をみ るものであ る。

■学習指導要領 における内容 ・領域

設問(1)・ 設 問(2)・ 設問(3)

第1学 年C数 量関係

(1)具 体的 な事象 の中にある二つの数 量の変化 や対応 を調べ るこ とを通 し

て,比 例,反 比例の 関係 を見いだ し表現 し考察す る能力 を伸ばす。

工 比例,反 比例の見方や考 え方 を活用で きるこ と。

■評価の観点

設問(1)・ 設 問(2)・ 設問(3)

数学的な見方や考 え方

3正 答 と解説

設問(1)■ 正答 厚 さ (高 さ,長 さで も よい 。)

■解説 ベニヤ板 の枚数 と全 体の厚 さとの問には,比 例の 関係 がある とみ る

こ とができ るので,ベ ニヤ板1枚 の厚 さが分 かってい る とき,全 体 の

厚 さを調べ て,そ れ をベ ニヤ板1枚 の厚 さで割れ ば,全 体の枚数 が求

め られ る。 したが って,枚 数 を直接 数 えな くて も,全 体の 「厚 さ」 を

調べれ ば,全 部 の枚 数が求 め られ るので,枚 数 を 「厚 さ」 に置 きかえ

て考 えてい る。

設問(2)■ 正答 「イ 釘1本 の重 さ」を選択 し,次 の よ うな説 明を記述 している もの。

(例)釘1本 の重 さを調べ て,釘 全体 の重 さ400gを,釘1本 の重 さで割れ

ば,釘 の本数 を求め ることができる。

■解 説

イ を選 択 し,次 の(a),(b),(c)に つ い て記 述 して い る もの を正 答(◎)と

す る。

(a)釘 全 体 の重 さ(あ るい は,400g)

(b)釘1本 の重 さ(イ と表 現 して い て も よい 。)

(c)(a)を(b)で 割 る こ と
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設問(3)■ 正答 工

■解説 ベ ニヤ板 の枚数 を求 める場面 では枚数 と全体 の厚 さとの間に,釘 の本

数 を求 める場 面では本数 と全体 の重 さとの問に,そ れ ぞれ比例 の関係 が

ある とみ る ことがで きる。 したがって,ど ち らの場面 にも,比 例 の見方

や考 え方が利 用 されてい るので,エ になる。

4学 習 指 導 に 当た って

実生活 の場 面において,あ る数量 を調べ る際,そ の数 量 と依存 関係 にある別 の数量 に置

きか えて考えるこ とで,合 理的に調べ られ ることがあ る。 この よ うな場面では,2つ の数量

の関係 を的確 にとらえることが大切である。また,複 数 の事象に共通す る数量の関係を見いだ

し,そ れ らの事象 を統合的 に とらえ ることは,数 学 をい ろいろな場面で活用す る上 で大切

であ る。

① 複数の事象に共通する数量の関係 を見いだ して,統 合的に とらえられるよ うにする

本 問題 のよ うに,別 々に解決 した問題 場面 を振 り返 り,場 面に共通す る数量 の関係や

考 えを明確 にす る ことで,複 数の事象 を統合 的に とらえるこ とが大切で ある。そ うす る

こ とで,類 似 の場面 を見いだ した り,そ れ らの場面 に共通 す る考 えを適用 した りす るこ

とが可能にな る。

指導に当たっては,数 量 を求 めることだけでな く,例 えば,設 問(3)の よ うに,そ れ ぞ

れの 問題場面 を振 り返 り,場 面 に共通す る数量 の関係や 問題解 決 に使 った共通 の考 えを

明 らか に した上 で,そ の考 えや解決 の方法 を別 の場 面に活 用す る学習活動 を取 り入れ る

こ とが大切 である。

② 事 象における数量の依存関係を的確 に とらえ,活 用で きるよ うにす る

実生活 の場 面において,あ る数量 を調べ る際,そ の数 量 と依存 関係 にある別 の数 量 と

の 関係 を用 いる ことで,数 量 を合理的 に考察 した り,予 測 した りす るこ とができ る。例

えば,本 問題 の場面以外 に も,紙 のお よその枚数 を重 さや厚 さを使 って求 めた り,均 質な

針金 の長 さを重 さを使 って求 めた りす る場面がある。

指導 に当たっては,実 験 や観 察 を積極的 に学習活動 に取 り入れ,あ る数量 を調べ るた

めに,そ れ と依存 関係 にあ る別 の数 量 を見いだす場 面を設 定す るこ とが考 え られ る。 そ

の上で,見 いだ した数量 を測定 し,調 べ よ うとした もとの数 量 を求 める ことが大切 であ

る。

③ 問題解決の ため に数学 を活用する方法 を考 え,説 明で きるよ うにす る

日常的 な事象 の考察 に数 学 を活用す る方法 を見 いだ した り,そ の方法 につ いて説 明 し

た りす るこ とは,問 題解決 のた めの構想 を立て,実 践 し評価 ・改善す る力 を身 に付 け る

上で大切 であ る。

指導 に当たっては,問 題解 決 に必要 な情報や方法 を示 し,そ れ を用い て解決 でき るよ

うにす るだ けで な く,例 えば,設 問(2)の よ うに,あ る数量 を調 べ るた めには何 を調べ

れ ばよい かを考 え,問 題解決 の方法 につい て,数 量や 関係 な どの 「用い るもの」 と 「そ

の用い方」 を説明す る場面 を設 定す るこ とが大切で ある。
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回 方針にもとつく証明(重 な りの ある2つ の三角形)

囚 馳 さんは款 の問題を教 ています、

問題

ドの図1の ように.∠XOYの 辺OXと 辺OYLに,OA=OBと なる

ように点Aと 点Bを,OC=0且)と なるように点Cと 点Dを,

とります、

点Aと 点D,点Bと 点Cを それぞれ結 ぶ とき.AD=BCと なること

を証明 しな さい.

◇AD=BCを 証明す るためには,△AODと △BOCの 合同 を示せ

ば よい む

◇ 図1の くAODと くBOCを 見 やす くす るため に,2つ の図に分 け

て,仮 定 を表す と,下 のよ うになる。

//
ノE＼

、一,一___ノ

〈〉 ◇ をもとにする と,〈AODと くBOCの 合同が示せそ うだ。

(1)拓 也 さんの メモの◇ にあ るよ うに.、 ＼1)=BCを 証 明す るため に.

△AODと △BoCの 合同 を小せば よいのは,合 同な図 形の どの よ うな

性質か らです か、 ドのアか らエの中から1つ 選びな さい.

合同な図形の知ナ応する辺の長さは等しい。

合同な図形の対応する角の大きさは等しい。

合同な図 形の周の長 さは等 しい、

合同な図 形の面積は等 しい.

(3)拓 也さんは.AD=BCを,△AOD≡ △ROCを もとにして証明 しました。

〈AOD≡ 〈80Cを もとにす ると,前 ペ ー ジの問 題の 図形に ついて,

AD=HC以 外 に新しいことが 分か ります、それ を ドのアか らエの中か ら

1出 題の趣 旨

証 明の方針 を よみ,次 の こ とがで きるか ど うかをみ る。
・筋道 を立 てて考 え ること

・方針 にも とつ いて証 明す るこ と

・証 明を振 り返 って考 えるこ と

三角形 の合 同を利用 して図形 の証明 をす る問題 であ る。 この問題 では,筋 道 を立 てて考

えるこ とや,証 明の方針 に もとついて証 明を書 くこと,証 明を振 り返 って新た に分 かる事

柄 を考 えるこ とが必要 であ る。

2各 設 問の 趣 旨

設 問(1)証 明の方針 を立て るときの根拠 と して適切 な事柄 を指摘す る問題 であ る。 こ

こでは,証 明の方針 を立て る ときの根拠 とな る事柄 を筋道立 てて考 え ることが

求 め られ る。2本 の線 分の長 さが等 しい ことを証 明す るた めに,そ れ らの線分

が対応 す る辺 とな る三角形 の合 同を示す とい う方針 が提示 され た とき,そ の方

針 を立て るときの根拠 となる合 同な図形 の性 質 を指摘で きるか ど うかをみ るも

のである。
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設 問(2)2つ の線分 の長 さが等 しい ことを,三 角形 の合 同を利 用 して証 明す る問題 で

ある。 こ こで は,提 示 され た方針 に も とつ いて証 明す るこ とが求 め られ る。

提示 され た方針 をも とに,三 角形 が合 同 であ る こ とを示 す た めに必要 な要素

を見い だ して,証 明 を書 くこ とができ るか ど うか をみ るものであ る。

設問(3)証 明に用 いた事柄 を根拠 として,も との問題 の図形 において新た に分 かる こ

とを指摘す る問題 であ る。 ここで は,証 明 を振 り返 って考 える ことが求 め ら

れ る。 証 明 に用 いた 三角形 の合 同 を根 拠 と して,も との 問題 の図形 におい て

新 た に分 かる角 の相 等関係 を指摘 でき るか ど うか をみ るものであ る。

■学習指導要領 における内容 ・領域

設問(1)・ 設問(2)・ 設 問(3)

第2学 年B図 形

(2)平 面図形 の性 質 を三角形 の合 同条件 な どを基に して確 か め,論 理 的に

考察す る能力 を養 う。

ア 証 明の意義 と方法 につ いて理解す ること。

イ 三角形 の合同条件 を理解 し,そ れ に基 づいて三角形や平行 四辺形 の

性質 を論 理的 に確か める ことができ ること。

■評価の観 点

設問(1)・ 設問(2)・ 設 問(3)

数学 的な見方や 考 え方

3正 答 と解 説

設問(1)■ 正答 ア

■解説AD=BCを 証 明す るために,こ れ らを対応 す る辺 と して含む2つ

の三角形 の合同 を示す ので,合 同な図形 の対応 す る辺 の長 さの関係 に

つ いて述 べてい るものを選べ ば よい。 したがって,ア になる。

設問(2)■ 正答

(例)△AODと △BOCに おい て

仮 定か ら,OA=OB… …①

OD=OC… …②

共通 な角だか ら,

∠AOD=∠BOC… …③

①,②,③ よ り,

2辺 とその間の角がそれぞれ等 しいか ら,

△AOD≡ △BOC

合 同な図形 の対応す る辺 の長 さは等 しいか ら,

AD=BC
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■解 説

① 次 の(a),(b),(c),(d)と そ の根 拠 を記 述 し,証 明 して い る もの を 正答(◎)

とす る。

(a)OA=OB,OD=OC(順 番 は不 問)

(b)∠AOD=∠BOC

(c)△AOD≡ △BOC

(d)AD=BC

② 証 明 に お い て着 目す べ き三 角 形 が異 な っ て い る もの も,正 し く証 明 して い

れ ば,正 答(◎)と す る。

③上記① と② で,表 現が十分 でなかった り,記 号を書 き忘れた りしてい る も

のの うち,証 明の筋道が正 しい と判 断でき るものは,正 答(○)と す る。

設問(3)■ 正答 ウ

■解説 △AOD≡ △BOCか ら新 た に分 か る等 しい辺や角 は,仮 定や証 明

され た事柄 を除いて,∠OAD=∠OBC,∠ODA=∠OCBの2つ

であ る。 その うち選択肢 に述べ られ てい るものは,ウ の

∠OAD=∠OBCに なる。

4学 習 指 導 に 当 た って

証 明の学習 においては,証 明の方針 を立 てるこ と,方 針 に もとついて証 明を書 くこと,

証明 を振 り返 って新 たな性 質を見いだす こ とが大切 であ る。

① 証明の方針 を立 てる ことがで きるよ うにす る

証 明の学習 においては,は じめに,証 明を構想す ることが大切 で ある。証明 を構想す

る段階 では,結 論 を導 くために何が必要 であるかを明 らかに した り,与 え られた条件 を

整理 した り,着 目すべ き性 質や関係 を見い だ した りす るな ど して,証 明 の方針 を立 てる

こ とが必要 であ る。

指導 に当たっては,本 問題 の 「拓也 さんのメモ」 の よ うに,証 明の方針 を立て る活動

を取 り入れ るこ とが大切 であ る。 結論AD=BCを 導 くため に,△AOD≡ △BOCを 示

せ ば よい ことを明 らか に した り,△AODと △BOCに ついて分 か ってい るこ とを図を

用い て整理 した り,合 同を示 す ため に必要 な 関係 ∠AOD=∠BOCを 見い だ した りす

るな どして,方 針 を立て るこ とが考 え られ る。

② 方針 にもとついて証 明 を書 けるようにす る

証 明の学習 では,立 て られた方針 を もとに,証 明 を書 くこ とが求 め られ る。ここで は,

正 しい と認 め られ る事柄 を数 学の記号で表 した り,こ れ らが成 り立つ根拠 を記述 した り

して,仮 定 か ら結論 を導 く推論 の過程 を的確 に表現す ることが必要で ある。

指導 に当たっては,立 て られた方針 にも とつい て,生 徒 な りに筋道 立てて説 明す る活

動か ら始 める ことが大切 であ る。その上 で,次 第 に形式 を整 えて証明 を書 くこ とができ

るよ うに してい く必 要 があ る。 例 えば,設 問(2)の よ うに,メ モ で提示 され た方針 に も

とつい て証 明を書 く活動や,自 分た ちで書い た証 明につ いて互い に見直 した り評価 した

りして,的 確 で分 か りやす い書 き方 を工夫す る活動 を取 り入 れ るこ とが有効で ある。
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③ 証明 を振 り返 り,新 たな性質 を見 いだす ことが できるよ うにす る

証 明や説 明を よみ,そ の結 果や過程 を振 り返 り,新 たな性 質 を見いだす こ とが大切 で

ある。例 えば,次 の よ うに,三 角形の合 同を用い る証 明を した後 に,そ の過程 を振 り返

るこ とで,図 形 につ いての新 たな性質 を見 いだす ことができ る。

〈証 明す る段 階〉

図1で,0が 線 分AB,CDの それぞれ の 中点

な らば,AC=BDで ある。

(証明)

△AOCと △BODに おいて

仮定 か ら,OA-OB… …①

OC=OD… …②

対頂角 は等 しいか ら,

∠AOC-∠BOD… …③

①,②,③ よ り,

2辺 とその間の角 がそれぞれ等 しい か ら,

△AOC≡ △BOD

合 同な図形 の対応す る辺 の長 さは等 しい か ら,

AC=BD

〈証 明を振 り返 る段 階〉

証 明 を振 り返 り,△AOC≡ △BODで あ る こ

とに着 目す る と,図2の よ うに,

∠OAC=∠OBD

∠OCA=∠ODB

で あるこ とが分 か る。

また,こ れ らの角 は,そ れぞれ錯角 の位 置 にあ

るので,

AC〃BD

で あるこ とも分 か る。

指導 に当たっては,証 明や説 明の結果や,そ の過程 で使 われた事柄 に着 目し,新 たな

性質 を見つ ける ことがで きないか を考 える場面 を設定す ることが大切 で ある。
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團 事象の理想化 ・単純化(富 士山の気温)

匡】 里奈さんたちは,下 のパンフレッ トを見ながら,8月 に行 く 「富 士五湖

め ぐり」 と 「富士山6合 目登山」の計画を立てています。

次の(1)か ら(3)ま での各問いに答えなさい。

(1)富 十五湖め ぐりで.5つ の湖の うち2つ の湖 で写真 を撮影するとき.

2つ の湖の選び方は全部で何通 りあるかを求めなさい。ただ し,湖 に行く

順番は考えない もの とします.

(2)里 奈 さんと憲一さんは.富 士山の6含 目の気温 について話 しています。

1艮奈さん 「6合 目の気温 を調べようとしたけれど.6合Llに は観測所が

ないから.気 温が分からないよ。」

憲 ・さん 「気温は,地Lか ら1万mぐ らいまでは.高 さが高 くなるのに

ともなって,ほ ぼ ・定の割合で ドがることが知られているよ.」

匹艮奈さん そのことを利川すれば.6合 目の気温は分かるかな。」

ド線部から,「 地一Lから1万mぐ らい までは,高 さが高 くなるのにとも

なって,気 温が 一定の割合で下がる一 と考える とき.高 さ.rmの 気温 を

〃℃ とすると..rと 〃の間には,い つでもいえる関係があ ります。次ペー

ジのアからオの中か ら正しい ものを1つ 選びなさい。

ア 〃は,rに 比 例 して い る。

イ 〃は露に反比例している。

ウ 〃はヱの 一次関数である。

エ τ と〃の和は 一定である。

オ.rと 〃の差は一定である.

(3)里 奈さんは.富 一L山周辺と山頂の8月 の`F均 気温を調べました。そ して,

ドの表の ように まとめ.高 さ(標 高)」mの と きの気温 を 〃℃ として,

グラフに表 しました。

観測所の標高と2007年8月 の平均気温 (気象庁鰐べ)

観 測 所 標高(m) 平均気温(℃) 観 測 所 標高(m) 平均気温(℃)

A(甲 府) 273 27.7 D(河 ロ湖) 860 23.3

B(勝 沼) 394 26.7 E(山 中) 992 21.7

C(古 関) 552 24.9 F(富 士山) 3775 6.4

(℃)〃
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標高と気温のグラフ
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里奈 さんは,「 高さが高 くなるのにと もなって,気 温 が ・定の割合で

下がる」ことをもとに,表 やグラフのDとFの データを用いて.6合 目の

お よその気温 を求めることにしました、

このとき,6合 目(2500m)の およその気温 を求め る方法を説明 しな

さい。ただ し.実 際に気温を求める必要はありません。

1 出題の趣旨

与 え られた情報 をよみ 次の とがで きるか ど っか をみ る。

与 え られた情報 を分類整理す る と

・事象 を理想化 ・単純化 して,そ の特徴 を的確 にと らえる と
・事象 を数 学的 に解 釈 し

,問 題解 決の方法 を数学的 に説明す る と

旅 行 を計画す る場面で,5つ の湖 か ら2つ の湖 を選 んで訪れ るための選 び方 を考 えた り,

標 高 と気温 の関係 につ いて与 え られた情報 の特徴 を的確 に と らえ,デ ー タにはない6合 目

の気温 を推測す る方法 を考 えた りす る問題 で ある。 この問題 では,場 合 の数 の求 め方 につ

いての知識 ・技能 な どを活用 す るこ とや,標 高 と気温 との関係 を一次 関数 とみ な し,デ ー

タで は与 え られ ていない標 高の気温 を求 める方法 を,一 次 関数 の知識 ・技能 な どを活用 し

て説明す るこ とが必要で ある。
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2各 設 問 の 趣 旨

設 問(1)5つ の湖 か ら撮影場所 として2つ の湖 を選 ぶ組 合せの総数 を求 める問題 であ

る。 ここでは,与 え られた情報 を樹形 図や組合せ の表 を用いて分類整理す るこ

とが求 め られ る。5つ の湖 の 中か ら2つ の湖 を選 ぶ際に,正 しく組合せ を求 め

るこ とがで きるか どうか をみ るもので ある。

設問(2)「 地上か ら1万mぐ らい までは,高 さが高 くな るの に ともなって,気 温 が一

定 の割合 で下が る」 こ とか ら,気 温(ア ℃)は 標 高(κm)の 一次 関数 である

こ とを判断す る問題 であ る。 ここで は,事 象 を理想化 ・単純化 して とらえ,言

葉で表現 され た事柄 の数 学的な意味 を考 える ことが求め られ る。変化 の割合 が
一定で ある とい うことか ら

,い つで もい える関係 は,ア が κの一次関数 である

と判 断で きるか どうか をみ るものであ る。

設問(3)与 えられた表や グラフを用 いて,デ ー タでは与 え られてい ない標高 に対応す

る気温 を推測す る方 法を説明す る問題で ある。 ここでは,事 象 を数学的 に解釈

し,問 題解決 の方 法 を数学的 に説 明す ることが求 め られ る。気 温(ア ℃)は 標

高(κm)の 一次 関数 で ある とみな し,標 高 が2500mの ときの気 温 を求 める

方法 を,グ ラフや式 な どの 「用い るもの」 と 「その用 い方」 を明示 して説 明で

きるか どうか をみ るもので ある。

■学習指導要領 に おける内容 ・領域

設問(1)第2学 年C数 量関係

(2)具 体的な事象 についての観 察や実験 を通 して,確 率について理解す る。

ア 起 こ り得 る場合 を順序 よ く整理 す るこ とがで きること。

設問(2)・ 設 問(3)

第2学 年C数 量関係

(1)具 体的 な事象 の中か ら二つ の数 量 を取 り出 し,そ れ らの変化や対応 を

調べ るこ とを通 して,一 次 関数 につい て理解す ると ともに,関 数 関係 を

見いだ し表現 し考察す る能力養 う。

イ ー次 関数 の とる値 の変化 の割合 とグラフの特 徴 を理 解 す る と とも

に,一 次関数 を利 用で きること。

■評価の観点

設問(1)数 学的な表現 ・処理

設問(2)・ 設 問(3)

数 学的な見方や考 え方
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3正 答 と解説

設問(1)■ 正答 10(通 り)

■解説 下の よ うに,樹 形 図で表す と,2つ の湖の組合せ は10通 りであ る。

[誤 答 例]20(通 り) ・湖 に行 く順番 の異 な る場合 を考 え,重 複 して数 え

てい る。

設問(2)■ 正答 ウ

■解説 「高 さ(κm)が 高 くなるのに ともな って,気 温(ア ℃)が 一 定の

割合で下が る」こ とか ら,ア は κの関数 で,変 化 の割合 が一 定であ り,
一次関数で あるこ とが分か る

。 したが って,ウ にな る。

設問(3)■ 正答 (例)グ ラフの点Dと 点Fと を直線 で結 び,x=2500の ときの ア座

標 を よむ。

■解説

① グラフを用 いる ことについて記述 してい る場合,次 の(a),(b)の 両方 につ

いて記述 してい るもの を正答(◎)と す る。

(a)直 線の グラフをひ くこ と。

(b)κ 座 標が2500の ときの ア座標 をよむ こ と。

②式 を用い る ことについて記 述 してい る場合,次 の(c),(d)の 両方 につ いて

記述 してい るもの を正答(◎)と す る。

(c)一 次関数の式 を求 めて利 用す るこ と。

(d)一 次関数の式 に κ=2500を 代入 して,ア の値 を求め ること。

③表や数値 を用 いる ことについて記述 してい る場合,次 の(e),(f)の 両方 に

ついて記述 してい るもの を正答(◎)と す る。

(e)表 や数値 を用いて変化 の割合 について調べ ること。

(f)標 高が2500mの ときの気 温 を求め ること。

④上記①で,「 直線」や 「κ 一2500」 の記述 がない ものの うち,2つ の点を

結ぶ こ とを記述 し,グ ラフの用い方 を示 してい る と判断で きる ものは,

正答(○)と す る。

⑤上記②で,F次 関数」や 「κ 一2500」 の記述 がない ものの うち,式 の用

い方 を示 してい る と判断で きるものは,正 答(○)と す る。

⑥上記 ③ で,「 標 高 が2500mの とき」 の記述 が ない ものの うち,表 や数値

の用い方 を示 してい る と判断で きるもの は,正 答(○)と す る。
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4学 習 指 導 に 当た って

実生活 の場面 において,与 え られた情報 を分類整理す ることや,事 象 を理想化 ・単純化

してそ の特徴 を的確 に とらえ,数 学の世界 で考察 した り,事 象 を数学的 に解釈 した りす る

こ とが必要 になる ことがあ る。 その際 に,用 い る問題解決 の方法 について考 え,そ れ を数

学的 に説明す るこ とが大切で ある。

① 実生活 の場 面で場 合の数 を求め るとき,与 え られ た情報 を分類整理で きるよ うにす る

実生活 の場面 で場合 の数 を求め る ときな どには,与 え られた情報 を分類整理 し,条 件

を明 らか に して判断す ることが大切で ある。

指導 に当た っては,例 えば,設 問(1)の よ うに,実 生活の場 面 を取 り上 げ,与 え られ

た情報 を樹形 図な どを用 いて整 理 して,湖 に行 く順番 を考 えるか どうか な どの条件 を明

らか に し,解 決の見通 しをもって考 える機 会 を設定す るこ とな どが考 え られ る。

② 日常的な事象 を理想化 ・単純化 して,そ の特徴 を的確 にと らえ られ るようにす る

実生活の場面 な どで,問 題 を解決 した り実際のデー タの特徴 を分析 した りす るときに,

事象 を理想 化 ・単純化 して数学の問題 として とらえる と有効な こ とが ある。

指導 に当たっては,授 業で実際のデー タを観察す る場 面を取 り入れ,表 や グラフに表

す活動 を通 して,理 想化 ・単純化す る過程 を経験 でき るよ うにす るこ とが考 え られ る。

また,例 えば,設 問(2)の よ うに,「 一定 の割合 で下が る」 とい うこ とを 「変化 の割合 が
一定で ある」 ととらえて

,一 次関数 と判断す る ことな ど,言 葉 で表現 され た事柄 の数 学

的 な意味 を考 え られ るよ うにす るこ とも大切 であ る。 さらに,と らえた 関係 を式や記 号

を用いて表す こ とがで きるよ うにす るこ とも大切で ある。

③ 事象 を数学的 に解釈 し,問 題解決 に数学 を活用で きるようにす る

実生活 の場面 にお け る問題解 決で は,事 象 を理想化 ・単純化 して数学 の問題 として と

らえ,数 学 の知識 ・技能,見 方や考 え方 を活用 でき るよ うにす るこ とが大切 であ る。 こ

の よ うに数学 を活用す る際には,事 象 を数学 的な表現 の意 味に即 して解釈 できる よ うに

す るこ とが必要で ある。

指導 に当たっては,授 業で実際のデー タを用い,数 学の知識 ・技能,見 方や考 え方 を

活用 して,問 題 を解 決す る活 動 を取 り入 れ るこ とな どが考 え られ る。例 えば,設 問(3)

の よ うに,標 高 と気温 の関係 を表す実際 のデー タを グラフに表す と,点 がほぼ直線上 に

並ぶ こ とか ら,そ の関係 を一次関数 とみ なす ことがで き,直 線 の グラフをか くことに よ

って,デ ー タのない場所 の気温 をよみ とる ことができ る。 この よ うな経験 を通 して,数

学 を様々 な場面で活用す る意欲 や態度 を養 うこ とが大切で ある。

④ 問題解決のために数学 を活用す る方法 を考 え,説 明で きるよ うにす る

様々 な問題 を解決す るために数学 を活用す る方法 を見いだ した り,そ の方法 につ いて

説明 した りす る ことは,問 題解 決のた めの構想 を立て,実 践 し評価 ・改善す るカ を身 に

付 ける上で大切で ある。

指導 に当たっては,与 え られた方法 を用い て解決 させ るだ けでな く,生 徒 が数学 を活

用す る方法 を見 いだす よ うにす るこ とが考 え られ る。 また,そ の方法 につ いて,グ ラフ

や式 な どの 「用 い るもの」 と 「その用い方」 につ いて説 明す る場面 を設定す る ことが大

切で ある。例 えば,設 問(3)で,グ ラフを用 い る場合 には,ど の2点 で直線 を決 めるか,

グラフ上 の どの数値 を よめば よいか な どを具体 的に説 明で きるよ うにす るこ とが大切 で

ある。
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Ⅲ調査問題一覧表



調査問題一覧表 【中学校数学】

A主 として 「知識」に関する問題

問
題
番
号

問
題
の
概
要

出

題
の

趣
旨

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式

数

と

式

図

形

数

量

関

係

関 数
心 学
・ へ

意 の

解
態
度

見 数

方諾

野

歪

表 数

学現
的

.な

処

理

つ数

讐
鞭霧

凝

選

択

式

短

答

式

記

述

式

口

(1) 5/7-2/3を 計算する 分数の減法の計算をすることがで
きる ○ ○ ○

(2)
正の数と負の数で表した2つ の市の最低気温

の差を求める

正の数と負の数の意味を実生活の

場面に結び付けて理解 している ○ ○ ○

(3) 2×(-32)を 計 算す る
指数を含む正の数と負の数の計算
をすることができる ○ ○ ○

回

(1) (5κ一8)-2(κ 一3)を 計 算す る
整式の加法と減法の計算をするこ
とができる ○ ○ ○

(2)
α=4,ろ=-3の ときの式 始 の 値を 求め

る

文字式に数を代入して式の値を求
めることができる ○ ○ ○

(3)
ηを自然数とするとき,い つでも奇数にな

る式を選ぶ
事象を式に表すことができる ○ ○ ○

(4) 等式 κ十2ア=6を,ア につ いて解 く
等式を目的に応 じて変形すること
ができる ○ ○ ○

(5) 3α十4わ で表される事象を選ぶ 文字式の意味を具体的な事象と関
連付けてよみとることができる ○ ○ ○

回

(1)
一5κ 十7=一 κ十31を 解 く 簡単な一元一次方程式を解くこと

ができる ○ ○ ○

(2) 数量の関係を一元一次方程式で表す

具体的な事象における数量の関係
をとらえ,一 元一次方程式を立式

することができる
○ ○ ○

(3) κ一ア=1の 解の個数を選ぶ 二元一次方程式の解の意味を理解
している ○ ○ ○

(4) 連立方畷 葱裸16を 解く 簡単な連立二元一次方程式を解く
ことができる ○ ○ ○

回

(1) 点対称な図形を完成する
図形の一部と対称の中心が与えら
れたときに,点 対称な図形を完成

することができる
○ ○ ○

(2)
垂線の作図で利用されている図形の性質を選
ぶ

垂線の作図方法を図形の対称性に
着目して見直すことができる ○ ○ ○

回

(1)
直方体において,与 えられた面に垂直な辺を

書く

空間における直線や平面の位置関
係(面 と辺の垂直)に ついて理解
している

○ ○ ○

(2)
すい
円錐と円柱の体積を比較し,正 しい図を選ぶ

円錐の体積を,底 面が合同で高さ
が等しい円柱の体積との関係から

理解している
○ ○ ○

回

(「)
1組 の平行線に1つ の直線が交わるとき,和
が180。 になる2つ の角を選ぶ

1組 の平行線に直線が交わってで
きる角のll生質を理解 している ○ ○ ○

(2)
η角形の内角の和を求める式で,(η一2)が 表

すものを選ぶ

η角形の内角の和を求める公式の

意味を理解している
○ ○ ○

(3) 与えられた三角形と合同な三角形を選ぶ 三角形の合同条件を理解している ○ ○ ○

(4) 円周角の大きさを求める 円周角のll生質を理解 している ○ ○ ○

(5>

①

三角形の内角の和が1800で あることの理
由の説明を完成する

証明で用いられている平行線の性

質を理解 している
○ ○ ○

(5>
②

三角形の内角の和が1800で あることの理

由の説明を完成する
証明で用いられている平行線の性
質を理解 している ○ ○ ○
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問
題
番
号

問
題
の
概
要

出
題
の
趣
旨

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式

数

と

式

図

形

数

量

関

係

関 数
心 学
・ へ

意 の

解
態
度

見 数

方諾

野

歪

表 数

学現
的

.な

処

理

つ数

讐
鞭霧

凝

選

択

式

短

答

式

記

述

式

回
平行四辺形になるための条件を,記 号を用い
て表す

文で示された図形の性質や条件
を,記号を用いて表すことができ
る

○ ○ ○

回 証明で用いられている図が考察対象の図形の
代表であることについての正 しい記述を選ぶ

証明の意義について理解している ○ ○ ○

回

(1) 数量の関係が比例になるものを選ぶ
具体的な事象の中には,比 例を用
いてとらえられるものがあること
を理解している

○ ○ ○

(2) 反比例の性質を表した記述を選ぶ 反比例の意味を理解している ○ ○ ○

回
比例のグラフ上に,κの変域に対応する部分

を図示する

κの変域に対応する部分を,グ ラ

フ上に表現することができる ○ ○ ○

回

(1) 反比例のグラフ上の点の座標を求める
グラフ上の点の座標の表し方を理
解 している ○ ○ ○

(2) 反比例のグラフから式を求める
反比例のグラフから,κとアの関

係をア=α/κの式で表すことが

できる

○ ○ ○

回

(1) 一次関数の式からグラフの傾きを求める ア=研 十わの αがグラフの傾き
であることを理解している ○ ○ ○

(2) 一次関数の表から式を求める

一次関数の表から,κ とアの関係

をア=ακ十ゐの式で表すことがで

きる
○ ○ ○

囮 二元一次方程式が表すグラフを選ぶ
二元一次方程式の解を座標とする

点の集合が,直 線のグラフとして
表されることを理解している

○ ○ ○

回

(1)

線香が燃えるときの時間と長さの関係を表し
たグラフをもとに,2cm燃 えるときの時間
を選ぶ

具体的な事象について表したグラ
フから,2つ の数量の変化の様子
をよみとることができる

○ ○ ○

(2)

線香が燃えるときの時間と長さの関係を表し
たグラフをもとに,18分 後の線香の長さを

求める

具体的な事象について表したグラ
フから,2つ の数量の対応をよみ

とることができる
○ ○ ○

囮

(1) 場合の数を求めるための正 しい樹形図を選ぶ
樹形図の意味やその用い方を理解
している ○ ○ ○

(2)
赤玉3個,白 玉2個 の中から玉を1個 取り出
すとき,そ の玉が赤玉である確率を求める

事象の起こり得る確率を求めるこ
とができる ○ ○ ○
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調査問題一覧表 【中学校数学】

B主 として 「活用」に関する問題

問
題
番
号

問
題
の
概
要

出
題
の
趣
旨

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式

数

と

式

図

形

数

量

関

係

関 数
心 学
・ へ

意 の

解
態
度

見 数

方諾
や な

考

え

方

表 数
学
現 的

.な

処

理

つ 数

讐

鞭
識髪

羅

選

択

式

短

答

式

記

述

式

口

(1)
上腕骨の長さから身長を推定する式を用い

て,お よその身長の値を選ぶ

情報をよみとり,的 確に処理する

ことができる ○ ○ ○

(2)
上腕骨の長さの差が4cmの とき,身 長の差

を式を用いて推定する

言葉で表された式の特徴から数学
的な意味を考え,事 象を式の意味
に即して解釈することができる

○ ○ ○

(3)

男性の場合 と女性の場合で,上 腕骨の長さの

差が等 しいとき,身 長の差が大きくなる方を
選び,そ の理由を説明する

事象を式の意味に即して解釈し,
その結果を数学的な表現を用いて
説明することができる

○ ○ ○

回

(1)
82と,82の 十の位の数と一の位の数を入れ

かえた数との和を,式 で表す

問題場面における考察の対象を明
確にとらえている ○ ○ ○

(2)

2桁 の自然数 と,そ の数の十の位の数と一の

位の数を入れかえた数との和が11の 倍数に

なる説明を完成する

事柄が成り立つ理由を示された方
針にもとついて説明することがで
きる

○ ○ ○

(3)
2桁 の自然数 と,そ の数の十の位の数と一の

位の数を入れかえた数との差について予想し
た事柄を表現する

発展的に考え,予 想した事柄を説

明することができる
○ ○ ○

回

(1)
積み重ねたべニヤ板の枚数の求め方を読み,
枚数を何に置きかえて考えているかを答える

事象における数量の関係を見いだ
し,何 と何の関係が利用されてい

るかを明らかにできる
○ ○ ○

(2)

釘の全体の重さが分か っているとき,釘 の本

数を求めるために調べるものを選び,本 数を

求める方法を説明する

問題解決の方法を数学的に説明す
ることができる ○ ○ ○

(3)
数量を求める際 別の数量に置きかえて個数
を求める方法に共通する考えを選ぶ

複数の事象を統合的にとらえ,共

通する考えを見いだす ことができ
る

○ ○ ○

回

(1)

辺の長さが等 しいことを証明する際に,そ の

辺を含む三角形の合同を示せばよい理由を選

ぶ

証明の方針を立てる際に根拠とな
る事柄を筋道立てて考えることが
できる

○ ○ ○

(2)
2つ の線分の長さが等 しいことを,三 角形の

合同を利用 して証明する
方針にもとついて証明することが
できる ○ ○ ○

(3) 証明で用いた三角形の合同を根拠として,証
明したこと以外に新 しく分かることを選ぶ

証明を振り返 って考えることがで
きる ○ ○ ○

回

(1)
5つ の湖から2つの湖を選ぶ組合せの総数を
求める

与えられた1肩報を分類整理するこ

とができる ○ ○ ○

(2)
高さの増大に伴って,気 温が一定の割合で減

少することか ら,高 さと気温との関係を選ぶ

事象を理想化 ・単純化 してとら

え,言 葉で表現された事柄の数学

的な意味を考えることができる

○ ○ ○

(3)
表やグラフのデータをもとに,富 士山の6合
目の気温を求める方法を説明する

事象を数学的に解釈し,問 題解決
の方法を数学的に説明することが
できる

○ ○ ○
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中 学 校 第3学 年

数学 A

主
、
、
瀦

先 生 の 合 図 が あ る ま で,冊 子 を 開 か な い で く だ さ い 。

調 査 問 題 は,1ペ ー ジ か ら25ペ ー ジ ま で あ り ま す 。

解 答 は,す べ て 解 答 用 紙(解 答 冊 子 の 「数 学A」)に

記 入 し て く だ さ い 。

4解 答 は,HBま た はBの 黒 鉛 筆(シ ャ ー プ ペ ン シ ル

も可)を 使 い,濃 く,は っ き り と 書 い て くだ さ い 。

解 答 を選 択 肢 か ら選 ぶ 問 題 は,解 答 用 紙 の マ ー ク 欄

の 記 号 を 黒 く塗 りつ ぶ して くだ さい 。

解 答 を記 述 す る 問題 は,指 示 さ れ た 解 答 欄 に 記 入 し

て く だ さい 。 解 答 欄 か ら は み 出 さ な い よ う に書 い て く

だ さ い。

7

8

9

10

解 答 に は,定 規 や コ ンパ ス は 使 用 し ま せ ん 。

解 答 用 紙 の 解 答 欄 は,裏 面 に も あ り ま す 。

調 査 時 間 は,45分 間 で す 。

「数 学A」 の 解 答 用 紙 に,組,出 席 番 号,性 別 を 記

マ ー ク 欄 を 黒 く塗 りつ ぶ して くだ さい 。

93



94



田 次の(・)か ら(3)ま で 略 問 い に答 え な さい 。

52(1) を 計 算 し な さ
い 。

73

(2)あ る 日のA市 の 最 低 気 温 は7℃,B市 の 最 低 気 温 は 一3℃ で した。

こ の 日のA市 の 最 低 気 温 は,B市 の 最 低 気 温 よ り何 ℃ 高 か っ た か を

求 めな さい。

(3)2×(-32)を 計 算 し な さ い 。

中数A-1
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回 次の(・)か ら(5)ま で 略 問 い に答 え な さい 。

(1)(5∬-8)-2(∬-3)を 計 算 し な さ い 。

(2)α=4,∂=-3の と き,式 αわの 値 を 求 め な さ い 。

(3)η を 自 然 数 と す る と き,い つ で も奇 数 に な る 式 を,下 の ア か ら オ

の 中 か ら1つ 選 び な さ い 。

ア π+1イ2π ウ2π+1エ3π オ3η+1

(4)等 式 ∬+2〃 ニ6を,〃 に つ い て 解 き な さ い 。
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(5)下 の ア か ら エ の 中 に,3α+4わ と い う 式 で 表 さ れ る も の が あ り

ま す 。 そ れ を1つ 選 び な さ い 。

ア1辺 αcmの 正 三 角 形 と1辺 わcmの 正 方 形 を,

で1個 ず つ 作 っ た と きの 針 金 の 全 体 の長 さ(cm)

それぞれ針金

イ3人 が α円 ず つ 出 し合 っ た お 金 で,わ 円 の りん ご を4個 買 っ

た と きの残 っ た 金 額(円)

ウ3gの 袋 に αgの 品 物 を 入 れ,4gの 袋 に ∂gの 品 物 を 入 れ

た と きの全 体 の 重 さ(9)

じゃ ぐち

エ3分 間 に σ②の 割 合 で水 が 出 る蛇 口 と,4分 間 に 展 の割 合 で

水 が 出 る蛇 口 か ら,水 を同時 に1分 間 出 した と きの水 の 量(の
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回 次の(・)か ら(4)ま で 略 問 い に答 え な さい 。

(1)一 次 方 程 式 一5∬+7ニ ー ∬+31を 解 き な さ い 。

(2)折 り紙 を何 人 か の 生 徒 に 配 る の に,1人 に3枚 ず つ 配 る と20枚

余 ります 。 また,1人 に5枚 ず つ 配 る と2枚 た りませ ん 。

生 徒 の 人 数 を求 め るた め に,生 徒 の 人 数 を 灘 人 と して,方 程 式

をつ く りな さい 。 た だ し,つ くっ た 方 程 式 を解 く必 要 は あ りませ ん。

(3)二 元 一・次 方 程 式 ∬ 一 〃=1の 解 で あ る ∬,〃 の 値 の 組 に つ い て,

下 の ア か ら エ の 中 か ら正 し い も の を1つ 選 び な さ い 。

ア 解 で あ る 灘,〃 の 値 の 組 は な い 。

イ 解 で あ る ∬,〃 の 値 の 組 は1つ だ け あ る 。

ウ 解 で あ る ∬,〃 の 値 の 組 は2つ だ け あ る 。

工 解 で あ る 灘,〃 の 値 の 組 は 無 数 に あ る 。
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(4)連 立方程式{1∴ ∴
6
を 解 き な さ い 。
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回 次の(・),(2)略 問 い に答 え な さい 。

(1)下 の 図 は,点Oを 対 称 の 中 心 とす る 点 対 称 な 図 形 の 一 部 です。

この 点 対 称 な 図形 を,解 答 用 紙 の 中 の 点 線()を 利 用 し て

太 線()で 完 成 しな さい 。
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(2)直 線2上 の 点Pを 通 る をの 垂 線 を,下 の①,②,③ の 手 順 で作 図

し ま した 。

作 図の方法

① 点Pを 中心 と して,適 当 な半 径 の 円 をか き,β との 交 点 を

そ れ ぞ れ 点A,点Bと す る。

② 点A,点Bを 中心 と して,等 しい 半 径 の 円 を交 わ る よ うに

か き,そ の交 点 の1つ を 点Qと す る。

③ 点Pと 点Qを 通 る 直 線 を ひ く。

③

この作 図 の 方法 は,対 称 な 図形 の 性 質 を用 い て い る とみ る こ とが

で きます。 どの ような性 質 を用 いてい る とい え ます か。 下 のアか ら

オの中か ら正 しい もの を1つ 選 び な さ い。

ア

イ

ウ

エ

オ

点Aを 対 称 の 中 心 とす る点 対 称 な 図 形 の性 質 を用 いてい る。

点Bを 対 称 の 中 心 とす る点 対 称 な 図 形 の性 質 を用 いてい る。

点Qを 対 称 の 中 心 とす る点 対 称 な 図 形 の性 質 を用 いてい る。

直線ABを 対 称 軸 とす る線 対 称 な 図 形 の性 質 を用 い てい る。

直線PQを 対 称 軸 とす る線 対 称 な 図 形 の性 質 を用 い てい る。
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固 次の(・),(2)略 問 い に答 え な さい 。

(1)下 の 図 の 直 方 体 に つ い て,面ABFEと 垂 直 な辺 を1つ 書 きな さい。
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すい

(2)下 の 図 は,円 錐 と 円柱 の 形 を し た 容 器 で す 。 そ れぞ れ の容 器 の

底 面 は合 同な円で,高 さは等 しい こ とが 分 か っ て い ます。 また,円 柱

の 容 器 に は 高 さ を6等 分 した 目盛 りが つ い て い ます 。

この 円錐 の容器 い っぱい に入 れた水 を円柱 の容器 に移 します。

下 のアか らオ の中 に,円 錐 の容 器 に入 っ て い た 水 と同 じ量 の水 を

表 してい る図が あ ります。正 しい もの を1つ 選 び な さい 。
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囹 次の(・)か ら(5)ま で 略 問 い に答 え な さい 。

(1)下 の 図 で,直 線 乏,直 線 吻 は 平 行 で す 。

こ の と き,2つ の 角 の 和 が180。 に な る も の を,下 の ア か ら オ の

中 か ら1つ 選 び な さ い 。

ア

イ

ウ

エ

オ

∠6と ∠9

∠6と ∠ 乃

∠ α と ∠6

∠ α と ∠9

∠4と ∠ ∫
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(2)下 の 図 の よ う に,%角 形 は1つ の 頂 点 か らひ い た対 角 線 に よ って,

い くつ か の三 角 形 に 分 け られ ます。

こ の こ と か ら,η 角 形 の 内 角 の 和 は180。 ×(π 一2)で 表 す こ と

が で き ま す 。

こ の 式 の(%-2)は,η 角 形 に お い て 何 を 表 し て い ま す か 。 下

の ア か ら オ の 中 か ら1つ 選 び な さ い 。

ア

イ

ウ

エ

オ

頂点の数

辺の数

内角の数

1つ の頂点か らひいた対角線の数

1つ の頂点か らひいた対角線 によって分け られた三角形の数
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(3)右 の 三 角 形 と合 同 な三 角 形 を・ 下 のアか らエ

の 勅 ら ・つ選 び なさい○

B,C,Dは 円 ・ の 周 上 に あ る 点 で ・ 点Elよ

瀦 壷 縞 の一 一一
さ い ・
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(5)千 夏 さ ん は,「 三 角 形 の 内 角 の 和 は180。 で あ る。」 とい う性 質 が

成 り立 つ 理 由 を,次 の よ う に考 え ま した。

理由

下 の図 の△ABCで,辺BCを 延 長 した直 線 上 の 点 をDと し,

点Cを 通 り辺BAに 平 行 な直 線CEを ひ く。

[1]か ら,∠ α=∠ α'

[2]か ら,∠ ∂=∠ ∂ノ

し た が っ て,三 角 形 の 内 角 の 和 を 求 め る と,

∠ α 十 ∠ わ十 ∠6=∠ αノ十 ∠ ∂!十 ∠6

=180。

上 の[==1==コ,[=互=コ に当てはまることが らを,下 の

ア か らエ の中か らそれぞ れ1つ ず つ 選 び な さ い。

ア 対頂角 は等 しい

イ 平行線の同位角は等 しい

ウ 平行線の錯角 は等 しい

工 三角形 の 内角 の和 は180。 で あ る
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回 四角 形 は,・ 組 の 向 か い 合 う辺 が 平 そ〒で そ の 長 さが 等 しい と き,

平 行 四辺 形 に な り ます 。

下 線 部 を,下 の 図 の 四 角 形ABCDの 辺 と,記 号/グ,ニ を使 っ て

表 しな さい 。
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問題 は,次 のペ ー ジへ 続 き ます 。
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團 平 行 四辺形ABCDの 辺AD,辺BC上 。こ,DE-BFと な る よ う な

点E,点Fを そ れ ぞ れ と る と き,AF=CEと な る こ と を,あ る 学 級

で は,下 の 図1を か い て 証 明 し ま し た 。

証明

△ABFと △CDEに お い て

四 角 形ABCDは 平 行 四 辺 形 だ か ら,

AB=CD… … ①

∠ABF∠CDE… … ②

仮 定 か ら,BFDE… … ③

①,②,③ よ り,2辺 と そ の 間 の 角 が そ れ ぞ れ 等 しい か ら,

△ABF≡ △CDE

し た が っ て,AFCE
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この証 明のあ と,図1と 形 の違 う図2の よ う な平 行 四辺 形ABCDに

つ い て も,同 じ よ う にAFニCEと な るか ど うか を考 え て み た と こ ろ,

下 の ア か らエ の よ うな 意 見 が 出 ま した。正 しい もの を1つ 選 び な さ い。

図2

ア 図2の 場 合 も,AF=CEで あ る こ と は,す で に 前 ペ ー ジ の

証 明 で 示 さ れ て い る 。

イ 図2の 場 合 は,AFニCEで あ る こ と を,改 め て 証 明 す る必 要

が あ る。

ウ 図2の 場 合 は,AF=CEで あ る こ と を,そ れ ぞ れ の 長 さ を

測 っ て確 認 しな ければ な らない。

工 図2の 場 合 は,AF=CEで は な い 。
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回 次の(・),(2)略 問 い に答 え な さい 。

(1)〃 が ∬ に比 例 す る もの を,下 の ア か らオ の 中 か ら1つ 選 び な さ い。

ア 面 積 が60cm2の 長 方 形 で,縦 の 長 さ が ∬cmの と き の 横 の

長 さ 〃cm

イ1辺 の 長 さが 灘cmで あ る正 方 形 の 面 積 〃cm2

ウ1個120円 の りん ご を 灘個 と,1個70円 の オ レ・ン ジ を3個

買 っ た と きの代 金 〃円

工1冊80円 の ノ ー トを ∬ 冊 買 っ た と きの 代 金 〃円

オ6mの リ ボ ン を 灘 人 で 同 じ 長 さ に 分 け た と きの1人 分 の

長 さ 〃m

(2)〃 が ∬ に 反 比 例 す る と き の ∬ と 〃 の 関 係 に つ い て,下 の ア か ら オ

の 中 か ら 正 し い も の を1つ 選 び な さ い 。

ア 灘 の 値 を2倍,3倍,… … に す る と

は2倍,3倍,… … と な る 。

イ ∬ の 値 を2倍,3倍,… … に す る と

11 倍
, 倍,… … と な る 。は23

ウ 灘 の 値 を2倍,3倍,… … に す る と

は4倍,9倍,… … と な る 。

エ ∬ の 値 を2倍,3倍,… … に す る と

は 一2倍,-3倍,… … と な る 。

オ ∬ の 値 を2倍,3倍,… … に す る と

11 倍
,一 倍,… … と な る 。は 一23
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囮 下 の 図の直線 は,比 例"-2∬ の グ ラ フ を表 して い ます 。

こ の グ ラ フ の う ち,∬ の 変 域 一1≦ ∬ ≦2に 対 応 す る 部 分 を,

解 答 用 紙 の 中 の 点 線()の 上 に,太 線()で か き な

さい 。

ま た,太 線 の 両 端 を ・印 で示 しな さい 。
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回 下の図の論 く隷は,反 比例 のグラフを表 しています。

〃

次 の(1),(2)の 各 問 い に 答 え な さ い 。

(1)グ ラ フ の 点Aの 座 標 を 書 き な さ い 。

(2)こ の グ ラ フ に つ い て,〃 を ∬ の 式 で 表 し な さ い 。
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囮 次の(・), (2)の 各 問 い に 答 え な さい 。

(1)一 次 関 数 〃=2∬-3の グ ラ フ の 傾 き を 求 め な さ い 。

(2)下 の 表 は,あ る 一・次 関 数 に つ い て,∬ の 値 と 〃 の 値 の 関 係 を示 し

た も の で す 。 〃 を ∬ の 式 で 表 し な さ い 。
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囮 二元 一次方程式2耐"-6の 解 を座標 とす る点の全 体 を表す

グ ラ フ を,下 の ア か ら エ の 中 か ら1つ 選 び な さ い 。
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囮 下 の 図 は,長 さ ・2cmの 線 香 が 燃 え 女台め て か ら の 時 間 と,線 香 の

長 さ の 関係 を表 した グ ラ フです。

次 の(1),(2)の 各 問 い に 答 え な さ い 。

(1)線 香 が 燃 え始 め て か ら2cm燃 え る の に か か っ た 時 間 を,下 の ア

か らオ の 中 か ら1つ 選 び な さ い。

ア1分 イ2分 ウ4分 工11分 オ20分

(2)線 香 が燃 え始 め て か ら18分 後 の線 香 の長 さ を求 め な さい 。
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囮 次の(・), (2)の 各 問 い に 答 え な さい 。

(1)下 の 図 の よ う に,

カ ー ドが あ り ま す 。

1か ら3ま で の 数 字 を1つ ず つ 書 い た3枚 の

国 回 回
こ の3枚 の カ ー ドの う ち,2枚 並 べ て2け た の 整 数 を つ く り ま す 。

じゆけい ず

全 部で何通 りの整 数がで きるかを樹 形 図を使 って求め ます。 すべ ての

場 合 を表 してい る樹 形 図 を,下 の ア か らエ の 中 か ら1つ 選 び な さ い。
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(2)袋 の 中 に,同 じ大 き さ の 赤 玉3個 と 白 玉2個 の 合 計5個 の 玉 が

入 っ て い ます 。 この 袋 の中か ら玉 を1個 取 り出 す と き,そ れ が 赤 玉

で あ る確 率 を求 め な さ い。
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中 学 校 第3学 年

数学 B

注
先 生 の 合 図 が あ る ま で,冊 子 を 開 か な い で く だ さ い 。

調 査 問 題 は,1ペ ー ジ か ら10ペ ー ジ ま で あ り ま す 。

解 答 は,す べ て 解 答 用 紙(解 答 冊 子 の 「数 学B」)に

記 入 し て く だ さ い 。

4解 答 は,HBま た はBの 黒 鉛 筆(シ ャ ー プ ペ ン シ ル

も可)を 使 い,濃 く,は っ き り と 書 い て くだ さ い 。

解 答 を選 択 肢 か ら選 ぶ 問 題 は,解 答 用 紙 の マ ー ク 欄

の 記 号 を 黒 く塗 りつ ぶ して くだ さい 。

解 答 を記 述 す る 問題 は,指 示 さ れ た 解 答 欄 に 記 入 し

て く だ さい 。 解 答 欄 か ら は み 出 さ な い よ う に書 い て く

だ さい 。

7

8

9

10

解 答 に は,定 規 や コ ンパ ス は 使 用 し ま せ ん 。

解 答 用 紙 の 解 答 欄 は,裏 面 に も あ り ま す 。

調 査 時 間 は,45分 間 で す 。

「数 学B」 の 解 答 用 紙 に,組,出 席 番 号,性 別 を 記

マ ー ク 欄 を 黒 く塗 りつ ぶ して くだ さい 。
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田 桃子さんは,舗 爆 のおよその身長力㍉ ざ 旛(肩 とひじの問の骨)

の長さか ら推定 されたことを新聞記事で知 り,そ の 内容 を下 の ように まとめ

ま した。

桃子さんのまとめ

一 葉 さん の 身 長 は140cm台

写真や絵から身長を算出できる

ひ くちいちよっ

明治時代 に活躍 した作家 ・樋 ロー葉(1872～1896)

の 身 長 は140cm台 だ っ た こ とを,解 剖 学 と郷 土 史 の

研 究者が明 らかに した。

この研究者 らは,樋 ロー葉の写真 を分析 し,一 葉が身につ

けていた和服か ら,一 葉の上腕骨の長 さを突き止めたそ うだ。.

そ して,男 女 の身長 と上腕骨の長 さとの関係 か ら求め た,

明 治時代 の頃 の成人 の 身長 を推 定す る式 に当 ては め て,樋 ロー 葉

(東京都台東区立一葉記念館蔵)一 葉 の身長 を推 定 した。

桃子さんは,明 治時代 の頃の成 人の身長 について調べたところ,上 腕骨 の

長 さ(cm)か ら身長(cm)を 推 定 す る式 が あ る こ とが分 か りま した。そ して,

その式 をお よその数 を使 って,下 の よ うに表 しま した。

男 性 の 身 長=2.8×(上 腕 骨 の 長 さ)+73… …①

女 性 の 身 長=2.5×(上 腕 骨 の 長 さ)+79… …②

上腕骨の長さ
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前 ペ ー ジ の式 を使 っ て,次 の(1)か ら(3)ま で の各 問 い に答 え な さい。

(1)桃 子 さん は,一 万 円札 の 肖像 に な って い る
ふ くざわ ゆ きち

福沢諭吉の身長を調べることにしました。
じょうわんこつ

そ こで,写 真 を分 析 して,上 腕 骨 の 長 さ を

約36cmと 求 め ま した 。

こ の と き,前 ペ ー ジ の ① の 式 を 使 う と,

福 沢 諭 吉 の 身 長 は 約 何cmと 考 え られ ます か 。

下 のア か らオ の 中 か ら1つ 選 び な さい 。

ア 約164cmイ 約169cm

ウ 約174cm工 約179cm

オ 約184cm

福沢諭吉
(慶鷹義塾福沢研究センター蔵)

(2)明 治時代 の成 人の女性2人 につ いて,上 腕骨 の長 さの差が4cmの とき,

この2人 の身長の差 は何cmと 考 え られ ますか。2人 の身長の差 を求 めな

さい。

上腕骨の長さの差

(3)明 治時代 の成人について,上 腕骨の長 さの差 と身長の差の関係を考えます。

男性2人 の上腕骨 の長 さの差 と女性2人 の上腕骨の長 さの差が 同 じとき,

男性2人 の身長 の差 と女性2人 の身長の差で は,ど ち らが大 きい と考 えら

れ ますか。下のア,イ の中か ら1つ 選 びなさい。 また,選 んだ理 由 を説 明

しなさい。

ア 男性2人 の身長 の差

イ 女性2人 の身長 の差
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回 直樹 さんは,2け たの 自騰 と,そ の数の+の 位の数 と一 の位 の数 を

入 れ か え た数 の和 が どん な数 にな るか を考 えて い ます 。

21の と き21+12ニ33

35の と き35+53=88

47の と き47+74=121

82の とき1①1

上で調べたことから,

直樹 さんの予想

直樹 さんは,次 の こ とを予想 しま した。

2け たの 自然数 と,そ の数の十の位 の数 と一の位 の数を入れかえた数の和は,

11の 倍数 にな る。

次 の(1)か ら(3)ま での各 問い に答 えなさい。

(1)上 の[==]に 当てはまる式を書きなさい。
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(2)直 樹 さんの予想 が正 しい ことの説明を完成 しなさい。

11の 倍 数 で あ る こ と を説 明 す る に は,

11と 自然 数 の積 に な る こ と をい え ば

い い ん だ。

説明

2け た の 自然 数 の十 の位 の 数 を ∬,一 の位 の数 を 〃 とす る と,

2け た の 自然 数 は,10∬+〃

十 の位 の数 と一 の位 の数 を入 れ か え た数 は,10〃+∬

と表 され る。

したが って,そ れ らの和 は,

(10∬+〃)+(10〃+∬)ニ

(3)直 樹 さんは,

2け たの 自然数 と,そ の数 の十の位 の数 と一の位の数を入れかえた数の差

は,ど んな数 になるかを考 えてみたいと思い,い くつかの場合 を調べ ました。

41の と き

53の と き

82の と き

41-14=27

53-35=18

82-28=54

これ らのこ とか ら,2け たの 自然 数 と,そ の数の十 の位 の数 と一 の位 の

数 を入 れかえた数 の差 について,ど の よ うな こ とが 予想 で きます か。

前ページの直樹 さんの予想のように,「 ～ は,… … にな る。」 とい う形

で答 え なさい。ただ し,55の よ うに,十 の位 の数 と一 の位 の数が等 しい

数 は考えないことにします。
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回 文化祭でパネルを作ることにな り,ベ ニヤ板 と釜予が必要 にな りました。

次の(1)か ら(3)ま での各 問い に答 えなさい。

(1)学 校 に保管 してあった同 じ種類 のベニヤ板 をたくさん用意 しました。

そのベニヤ板の枚数 を,次 の ように して求め ま した。

1枚 の厚 さが4mmの ベ ニ ヤ板 を全部 積 み 重 ね て,厚 さ をは か った

と ころ,約60cmあ りま した。

60÷0.4=150

したが って,ベ ニ ヤ板 の枚 数 は約150枚 で す 。

上のように,ベ ニヤ板1枚 の厚 さが分か って いる とき,ベ ニヤ板 の枚数

を求 めるために,次 の ような考 えが使 われてい ます。

上の[==コ には,同 じことばが当て はま ります。 そのことばを書 き

な さ い 。
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くぎ

(2)同 じ種類 の釘 をた くさん用 意 しま した。

容器 に同 じ種類 の釘が た くさん入 って

います。このとき,釘 の本 数 を求 め よう と

思い ます。

この容器か ら釘 を取 り出 して,釘 全体 の

重 さをはか った ところ,約400gで した。

釘全体 の重 さが分 かっているとき,釘 の本数 を求め るためには,何 を調

べ て,ど の ような計算 をすれば よいですか。下のアか らウの中から調べ る

ものを1つ 選 びな さい。 また,そ れ を使 って釘 の本数 を求 める方法 を説明

しなさい。

ア 釘1本 の長 さ

イ 釘1本 の重 さ

ウ 釘1本 の太 さ

(3)同 じものが た くさんある と きには,そ の総数 を工夫 して求 める ことがで

きます。(1)や(2)の 場 合 で,総 数 を求 め る方 法 に共通 す る考 えを,下

のアか らオの中か ら1つ 選 び なさい。

ア 総数 を直接数 える。

イ 総数を厚 さから求める。

ウ 総数を重 さから求める。

工 比例を利用する。

オ 反比例を利用する。
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回 拓也さんは,次 の問題 を考 えてい ます。

問題

拓也さんは,証 明の方針 を下 の ようなメモ にまとめました。

拓也さんのメモ

中数B-7
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次の(1)か ら(3)ま での各 問い に答 えなさい。

(1)拓 也 さん の メ モ の◇ に あ る よ う に,ADニBCを 証 明す るた め に,

△AODと △BOCの 合 同 を示 せ ば よい の は,合 同 な 図形 の どの よ うな

性質か らですか。下のアからエの中か ら1つ 選 びな さい。

ア

イ

ウ

エ

合同な図形の対応する辺の長さは等 しい。

合同な図形の対応する角の大 きさは等 しい。

合同な図形の周の長さは等 しい。

合同な図形の面積は等 しい。

(2)前 ペ ー ジ の問 題 で,AD=BCと な る こ とを証 明 しな さい 。

(3)拓 也 さん は,AD=BCを,△AOD≡ △BOCを も とに して証 明 しま した。

△AOD≡ △BOCを も と に す る と,前 ペ ー ジ の 問 題 の 図 形 に つ い て,

ADニBC以 外 に新 しい こ とが 分 か ります 。 そ れ を下 の ア か らエ の 中 か ら

1つ 選 び な さい。

ア

イ

ウ

エ

OC=OD

OC=BD

∠OAD=∠OBC

∠OAD=∠BOC
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固 里奈 さんたちは,下 のパ ンフ レッ トを見 なが ら,8月 に行 く 「富士 五湖

め ぐ り」 と 「富士山6合 目登 山」の計 画 を立てて います。

次の(1)か ら(3)ま での各 問い に答 えなさい。

(1)富 士 五湖 め ぐ りで,5つ の湖 の うち2つ の湖 で写真 を撮影 す る とき,

2つ の湖 の選 び方 は全 部で何 通 りあ るかを求めなさい。ただし,湖 に行 く

順番 は考 えない もの と します。

(2)里 奈 さん と憲一 さんは,富 士 山の6合 目の気温 につ いて話 してい ます。

下線部から,「 地上か ら1万mぐ らい までは,高 さが高 くなるのに とも

なって,気 温 が 一定 の割 合 で下が る」 と考えるとき,高 さ∬mの 気 温 を

〃℃ とす る と,∬ と 〃の問 には,い つ でもい える関係 が あ ります。次ペー

ジのアか らオの中から正 しい ものを1つ 選 びなさい。
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ア

イ

ウ

工

オ

〃は 灘 に比 例 して い る。

〃は 灘 に 反比 例 して い る。

〃は ∬ の 一 次 関 数 で あ る。

灘 と 〃の和 は一・定 で あ る。

∬ と 〃の差 は 一・定 で あ る。

(3)里 奈 さんは,富 士 山周辺 と山頂の8月 の平均気 温 を調べ ました。 そ して,

下 の 表 の よ う に ま と め,高 さ(標 高)∬mの と きの 気 温 を 〃℃ と して,

グラフに表 しました。

観測所の標高 と2007年8月 の平均気温
(気象庁調べ)

観 測 所 標 高(m) 平均気温(℃) 観 測 所 標 高(m) 平均気温(℃)

A(甲 府) 273 27.7 D(河 ロ湖) 860 23.3

B(勝 沼) 394 26.7 E(山 中) 992 21.7

C(古 関) 552 24.9 F(富 士 山) 3775 6.4

(℃)〃

35

30

25

20

15

10

5

0

標高と気温のグラフ

辱 C
● D

●
●
E

F
●

5001000150020002500300035004000
(m)

里奈 さん は,「 高 さが 高 くな るの に と もな って,気 温 が 一 定 の割合 で

下が る」 ことをもとに,表 やグ ラフのDとFの デー タを用 いて,6合 目の

お よそ の気温 を求 める ことにしました。

この とき,6合 目(2500m)の お よそ の気 温 を求 め る方法 を説 明 しな

さい。ただし,実 際に気温 を求め る必要 はあ りません。
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匡

※「組」 と 「出席番号」 は,

下の例の ように、2ケ タ

で記入 し,マ ーク欄 を塗

りつぶ して ください。

例:3組7番 の場合

組:匝]出 席番号=匝工刀



Lノ」7ノ 月入 「ノ耶オくノ ㌧)4び)竪 〕 巳グ」7ノ 月入 ド62し( -Q
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国
学
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査

解
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答
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用
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卜

 

吻

囮

m㊦ ④ ◎ ㊤

卜

㊦ ④ ◎ ㊤

 

吻

囮

⑦ ④ ◎ ㊤ ④

 

回

q

㊦ ④ ◎ ㊤ ②

㊦ ④ ◎ ㊤ ④

⑦ ④ ◎ ㊤

 

吻

囮

ω

〃
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∬
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一5

回

解答 欄 はオモ テに もあ ります。

固
(1)一

回

回

q

(2)1㊦ ④ ◎ ㊤ ④

)1㊦ ④ ◎ ㊤ ④

吻

囮

(2)1㊦(う ◎ ㊤ ④

 

囹

q

(2)

)(
回

q

(3)1㊦ ④ ◎ ㊤

(4)

(5)

① ㊦ ④ ◎ ㊤

②1㊦ ④ ◎ ㊤
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ω
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隆
2け たの 自然数 の十 の位 の数 を∬,一 の位 の数 を〃とす る と,

2け たの 自然数 は,1伽+ク

十の位 の数 と一 の位 の数 を入 れ か えた数 は,10〃+必

と表 され る。

したが って,そ れ らの和 は,

(40∬ 十ヱ!)十(40〃 十灘)=

※「組」と 「出席番号」 は、

下の例のように,2ケ タ

で記入 し,マ ーク欄 を塗

りつぶ して くださいQ

例:3組7番 の場合

説 明
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正答(例)【 中学校数学】

A主 と して 「知識」に関する問題

1

団(1)一 酉 一

(2)10(○(⊃)

(3)-18

回 (1)

(2)

(3)

3κ 一2

-12

ウ

一 κ十6

(4)◎=)-2

(5)ア

囹 (1)
(2)

(3)

(4)

一6

3κ 十20=5κ 一2

工

(κ=)2,(ア=)5

(2)オ

團 (1)AD,BC,FG,

(2)イ

EHの いずれ か

囹 (Dイ

(2)オ

(3)ア

(4)50(度)

(5)① ウ

(5)② イ
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回

回

回

AB//DC,AB=DCま た はAD//BC,AD=BC

ア

(1)エ

(2)イ

回(1)(2,3)

6

(2)◎ 一)一 王一

囮(1)

(2) 　
=ア

2

( 5十3

囮

囮(1)

(2)

囮(1)

(2)

工

　
m¢

ウ

3

3

一
5

ウ
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正答(例)【 中学校数学】

B主 と して 「活用」に関する問題

団(1)

(2)

(3)

回(1)

(2)

(3)

囹(1)

(2)

(3)

ウ

10(cm)

ア

説 明(例) 変 化 の割 合 で 比 べ る と,男 性 の場 合 が2.8,女 性 の場 合 が2.5で,

男 性 の方 が 大 きい の で,男 性2人 の身 長 の 差 の方 が 大 き くな る。

82十28=110

11(κ 十 ア)

κ+ア は 自然数 だ か ら,11(κ 十 ア)は11の 倍 数 で あ る。

(例)2け た の 自然数 と,そ の数 の十 の位 の数 と一 の位 の数 を入 れ か えた数 の差

は,9の 倍 数 に な る。

厚 さ(高 さ,長 さで も よい。)

イ

説 明(例)釘1本 の 重 さを調 べ て,釘 全 体 の 重 さ400gを,釘1本 の重 さで割 れ

ば,釘 の本 数 を 求 め る こ とが で き る。

工

回(Dア

(2)(例)

(3)ウ

△AODと △BOCに お い て

仮 定 か ら,OA=OB… … ①

OD=OC… … ②

共通 な角 だ か ら,

∠AOD=∠BOC・ ・…③

①,②,③ よ り,

2辺 とその間の角 がそれぞれ等 しいか ら,

△AOD≡ △BOC

合 同な図形の対応す る辺 の長 さは等 しいか ら,

AD=BC

團(1)

(2)

(3)

10

ウ

(例)

(通 り)

グ ラ フの 点Dと 点Fと を直線 で結 び,κ=2500の ときのy座 標 を よむ。
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点字問題(抜 粋)
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【中学校 数学】A主 と して 「知 識 」 に 関 す る問 題

回 次 の(・),(2)の 各 問 い に 答 え な さ い 。

(1)次 の 図 の 線 分AB,BCは,点0を 対 称 の 中 心 とす る 点 対 称 な 図

形 の 一・部 で す 。 そ れ ぞ れ の 座 標 は,A(0,2),B(-4,-2),

C(0,-2)で す 。

こ の 点 対 称 な 図 形 を 完 成 さ せ る た め に 必 要 な 頂 点 の 座 標 を 答 え な

さ い 。

▲

「 一 一一7・ 、

一 一 一 一 一

.=一 一 一 一 一 一 一 り不=一 一

一 つ ひ=一 一一 一 一 一 一;

、 一 一 一

一

.不 マ ー 一 一 一 一 一.「 て 一 一 一

一

.T、 一 一 一一 一 一 一一.ベ ー 一 一 一 「
,!1

1./1

!V

V
、 / !V !〉、

V

!V ＼)<、
1!

.1

渠 ＼r
、 1

〆〆1

i!〆

'
A,/

1

向!㍉

i＼ 、 /…
＼2

米
卜 、、

.渚

、

1

1!!

1〆
'

齢'

、1

i＼

!■

0、.・
/…

1
!〆!

嘉 」
i＼

〆1、 、

/…

1/!!
1

1＼:B-＼

'1

、 1、

C＼
,1米 、 ㌧

〆!I

I、

:
!

3

レ/ 」/凶
i＼ /＼ ＼

./

1/〉(

1・/ k!
、」∠ 、上〆 、ル 〆 、」 〆 、」! 、」 ノ

1)く1

、1/＼1

∬
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囹 次 の(1)か ら(5)ま で の 各 問 い に答 え な さい 。

(2)η 角 形 は1つ の頂 点 か らひ い た 対 角 線 に よって,い くつ か の 三 角

形 に分 け られ ます 。 次の図 は六角形 の場 合 を示 してい ます。

この こ とか ら,η 角 形 の 内角 の和 は180。 ×(η 一2)で 表 す こ と

が で き ます 。

この 式 の(π 一2)は,η 角 形 に お い て 何 を表 して い ま す か。 次

の アか らオの中か ら1つ 選 び な さ い。

ア 頂 点 の 数

イ 辺 の 数

ウ 内角 の数

工1つ の頂 点 か ら ひい た対 角 線 の 数

オ1つ の頂 点 か ら ひい た対 角 線 に よ って分 け られた三角形 の数
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囮 次の 図の直線 は,比 例 ザ ㍑ の グ ラ フ を 表 してv・ます 。

5

一5 O 5

「5

∬

∬ の 変 域 が 一1≦ ∬ ≦2の と きの 〃 の 変 域 を 答 え な さ い 。

回 次 の(・),(2)の 各 問 い に 答 え な さ い 。

〃

5

.A
「7

一5
O 5

一5

∬

(1)グ ラ フ(点 字 問 題 で は 次 ペ ー ジ)の 点Aの 座 標 を書 きな さい 。

(2)反 比 例 の グ ラ フが 点Aを 通 る と き,〃 を ∬ の 式 で 表 しな さ い。
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Ⅴ解 答 類 型

A主 と して 「知識」に関する問題
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解答類型 【中学校数学】

A主 として 「知識」に関する問題

◎…解答として求める条件をすべて満た している正答

0… 設問の趣旨に即 し必要な条件を満た している正答

問題番号 解 答 類 型 鯉番号

国 (1)
古 と鰭 している畝

1◎

上 記1以 外 で,分 母が21で あ る分数 を解 答 してい るもの。

(例)蓬L

21

2

号 と縮 している畝
3

上記以外の解答 9

無解答 0

(2) 10と 解 答 してい るもの。 1◎

4と 解答 してい るもの。 2

7と 解 答 してい るもの。 3

一3と 解答 してい るもの
。 4

一10と 解答 してい るもの
。 5

上記以外の解答 9

無解答 0

(3) 一18と 解答 してい るもの
。 1◎

18と 解 答 してい るもの。 2

一12と 解答 してい るもの
。 3

12と 解 答 してい るもの。 4

上記以外の解答 9

無解答 0

回 (1) 3x-2と 解 答 している もの。 1◎

3κ 一14と 解 答 してい るもの。 2

3κ 一11と 解 答 している もの。 3

3κ 一5と 解答 している もの。 4

3κ な ど,解 答 が κの項だ けの もの。 5

上記以外の解答 9

無解答 0
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問題番号 解 答 類 型 類型鶴

回 (2) 一12と 解答 してい るもの
。 1◎

12と 解 答 して いるもの。 2

一1ま たは1と 解 答 してい るもの
。 3

一7ま たは7と 解答 してい るもの
。 4

一43ま たは43と 解 答 してい るもの
。 5

上記以外の解答 9

無解答 0

(3) ア と解答 してい るもの。 1

イ と解答 してい るもの。 2

ウ と解答 してい るもの。 3◎

エ と解答 してい るもの。 4

オ と解答 してい るもの。 5

上記以外の解答 9

無解答 0

(4) 一 κ十61
ま たは 一一κ+3と 解答 している もの。

22

(項 の順 は不問。 同値な式 を含む。以 下同様。)

1◎

κ 十6
一 と 解 答 し て い る も の

。2 2

一 κ+3と 解答 している もの
。 3

κ 十61 ま た

は 一 κ+3と 解 答 し て い る も の 。22 4

一 κ+4と 解答 している もの
。 5

一 κ+6と 解答 している もの
。 6

3な ど,数 値 を1つ だ け解答 しているもの。 7

x=1,ア=2な ど,κ とアの値 を解答 してい るもの。 8

上記以外の解答 9

無解答 0

(5) ア と解答 してい るもの。 1◎

イ と解答 してい るもの。 2

ウ と解答 してい るもの。 3

エ と解答 してい るもの。 4

上記以外の解答 9

無解答 0
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問題番号 解 答 類 型 類型鶴

回 (1) 一6と 解答 してい るもの
。 1◎

6と 解答 してい るもの。 2

4と 解 答 してい るもの。 3

一4と 解答 してい るもの
。 4

28ま た は20と 解 答 してい るもの。 5

上記以外の解答 9

無解答 0

(2)
3・+2・-5・-2ま たはB=:1⊥10と 解答してい瓢

(同値な式であればよい。枚数はyと 異なる文字で表 していてもよい。以下同様。)

1◎

3・-2・-5・+2ま たは{;=濫;0と 鱒 ている軌
2

1

青・+2・一青・-2-・1=鰐 と角翠答一 一

3

上記以外の一元一次方程式を解答 しているもの。 4

上記以外の解答 9

無解答 0

(3) ア と解答 してい るもの。 1

イ と解答 してい るもの。 2

ウ と解答 してい るもの。 3

エ と解答 してい るもの。 4◎

上記以外の解答 9

無解答 0

(4) (κ=)2,い=)5と 解 答 し て い る も の 。 1◎

xの 値 のみを正 しく解答 しているもの。 2

アの値 のみを正 しく解答 しているもの。 3

(κ=)5,Q=)2と 解 答 し て い る も の 。 4

上記以外の解答 9

無解答 0
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問題番号 解 答 類 型 類型鶴

回 (1) 下の図のよ
対角線など作図のための補助線は残っていてもよい。以下同様。)

うに,点 対称な図形をかいているもの。(多少の線のゆがみなどは問わない。 1◎

「

4

㌻

四四h

卜 P

十 1 {t) 十

L

÷ 卜1一

」 ム 」 L

上記1 で, 頂点の位置が上下左右斜めのいずれかに1ま すずれているもの。 2

左右のいずれかに1 ますずれてい るもの。

下の図のように,線 対称な図形をかいているもの。または,そ の図形で,頂 点の位置が 3

↓

、 レr マ 「 「

」一 一一一 一と 一 一 一 一'一 一 一 一 … そ 一一一や

r 「

」 」

上記以外の解答 9

無解答 0

(2) ア と解答 してい るもの。 1

イ と解答 してい るもの。 2

ウ と解答 してい るもの。 3

工 と解答 してい るもの。 4

オ と解答 してい るもの。 5◎

上記以外の解答 9

無解答 0
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問題番号 解 答 類 型 類型鶴

團 (1) AD,BC,FG,EHの い ずれ かを解答 してい るもの。

(辺ADと い った よ うに辺がつい ていてもよい。 記号の順序 は不 問。以 下同様。)

1◎

平行 な辺(DC,CG,GH,HD)の いず れかを解 答 してい るもの。 2

面ABFEに 含 まれ る辺(AB,BF,FE,EA)の い ずれか を解答 してい るもの。 3

垂 直な面(面ABCD,面BFGC,面FGHE,面EHDA)の い ずれ か を解答 して

いるもの。

4

平行 な面(面DCGH)を 解 答 しているもの。 5

上記以外の解答 9

無解答 0

(2) ア と解答 してい るもの。 1

イ と解答 してい るもの。 2◎

ウ と解答 してい るもの。 3

エ と解答 してい るもの。 4

オ と解答 してい るもの。 5

上記以外の解答 9

無解答 0

囹 (1) ア と解答 してい るもの。 1

イ と解答 してい るもの。 2◎

ウ と解答 してい るもの。 3

エ と解答 してい るもの。 4

オ と解答 してい るもの。 5

上記以外の解答 9

無解答 0

(2) ア と解答 してい るもの。 1

イ と解答 してい るもの。 2

ウ と解答 してい るもの。 3

エ と解答 してい るもの。 4

オ と解答 してい るもの。 5◎

上記以外の解答 9

無解答 0
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問題番号 解 答 類 型 類型鶴

囹 (3) ア と解答 してい るもの。 1◎

イ と解答 してい るもの。 2

ウ と解答 してい るもの。 3

エ と解答 してい るもの。 4

上記以外の解答 9

無解答 0

(4) 50と 解 答 している もの。 1◎

55と 解 答 してい るもの。 2

25と 解 答 している もの。 3

100と 解 答 している もの。 4

60と 解 答 してい るもの。 5

上記以外の解答 9

無解答 0

(5)

①

ア と解答 してい るもの。 1

イ と解答 してい るもの。 2

ウ と解答 してい るもの。 3◎

エ と解答 してい るもの。 4

上記以外の解答 9

無解答 0

(5)

②

ア と解答 してい るもの。 1

イ と解答 してい るもの。 2◎

ウ と解答 してい るもの。 3

エ と解答 してい るもの。 4

上記以外の解答 9

無解答 0
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問題番号 解 答 類 型 類型鶴

回 AB//DC,AB=DCと 解 答 してい るもの。

または,

AD/BC,AD=BCと 解 答 してい るもの。

(両方解答 していて も可。記号 の順序 は不 問。 以下同様。)

1◎

AB/DCと 解 答 している もの。

または,

AD/BCと 解 答 しているもの。

2

AB=DCと 解 答 している もの。

または,

AD=BCと 解 答 しているもの。

3

AB//DC,AD/BCと 解 答 してい るもの。 4

AB=DC,AD=BCと 解 答 してい るもの。 5

AB//DC,AD=BCと 解 答 してい るもの。

または,

AD/BC,AB=DCと 解 答 してい るもの。

6

上記以外の解答 9

無解答 0

回 ア と解答 してい るもの。 1◎

イ と解答 してい るもの。 2

ウ と解答 してい るもの。 3

エ と解答 してい るもの。 4

上記以外の解答 9

無解答 0

回 (1) ア と解答 してい るもの。 1

イ と解答 してい るもの。 2

ウ と解答 してい るもの。 3

エ と解答 してい るもの。 4◎

オ と解答 してい るもの。 5

上記以外の解答 9

無解答 0
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解 答 類 型

ア と解 答 してい るもの。

イ と解答 してい るもの。

ウ と解 答 してい るもの。

工 と解答 してい るもの。

オ と解 答 してい るもの。

上記以外の解答

無解答

下 の図の ように,点 線 のグラフ上の一1≦ κ ≦2の 部分 を太線 に し,両 端 を●印で示 し

ているもの。(補 助線 がかかれ てい るもの も含む。以 下同様。)
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解 答 類 型

下 の図のよ うに,点 線すべて を太線 に している もの。

上記1～3以 外 で,点 線上 に太線 をかいている もの。

上記以外の解答

無解答

(2,3) と解 答 してい るもの。

κ座標 だけ正 しく解答 しているもの。

ア座標だけ正しく解答 しているもの。

(3,2) と解 答 してい るもの。

上記以外の解答

無解答

6

ア

(6÷ κ

と解 答 してい るもの。

の よ うに,割 り算 の形 で解答 していて もよい。以 下同様。)

6

一
κ

と解 答 してい るもの。

上記1,2以 外 の反比例の式 を解答 している もの。

王

6

と解 答 してい るもの。

6κ な ど,上 記4以 外の比例 の式 を解答 してい るもの。

κ+6な ど,上 記4,5以 外 の一 次関数 の式 を解答 してい るもの。

6 と解 答 してい るもの。

上記以外の解答

無解答



問題番号 解 答 類 型 類型鶴

囮 (1) 2と 解 答 してい るもの。 1◎

一3と 解答 してい るもの
。 2

2xと 解 答 してい るもの。 3

上記以外の解答 9

無解答 0

(2) 3κ+5と 解 答 している もの。 1◎

上記1で,傾 きに誤 りが あるもの。 2

上記1で,切 片に誤 りが あるもの。 3

5κ+3と 解 答 している もの。 4

上記以外の一次関数の式 砿+わ を解答 しているもの。 5

比例の式を解答 しているもの。

例3κ

6

上記以外の解答 9

無解答 0

囮 ア と解答 してい るもの。 1

イ と解答 してい るもの。 2

ウ と解答 してい るもの。 3

エ と解答 してい るもの。 4◎

上記以外の解答 9

無解答 0
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問題番号 解 答 類 型 鯉番号

囮 (1) ア と解答 してい るもの。 1

イ と解答 してい るもの。 2

ウ と解答 してい るもの。 3◎

エ と解答 してい るもの。 4

オ と解答 してい るもの。 5

上記以外の解答 9

無解答 0

(2) 3と 解 答 してい るもの。 1◎

9と 解答 してい るもの。 2

上記以外の解答 9

無解答 0

囮 (1) ア と解答 してい るもの。 1

イ と解答 してい るもの。 2

ウ と解答 してい るもの。 3◎

エ と解答 してい るもの。 4

上記以外の解答 9

無解答 0

(2)
3
一 と解答 してい るもの。(小 数,%の 場 合 も含む。 以下同様 。)5 1◎

2
一 と解答 してい るもの

。5 2

1
一 と解 答 し て い る も の

。2 3

1一 と解 答 し て い る も の
。5 4

上記以外の解答 9

無解答 0
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解 答 類 型

B主 と して 「活用」に関する問題
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解答類型 【中学校数学】

B主 として 「活用」に関する問題

◎…解答として求める条件をすべて満た している正答

0… 設問の趣旨に即 し必要な条件を満た している正答

問題番号 解 答 類 型 類型翻

国 (1) ア と解答 している もの。 1

イ と解答 してい るもの。 2

ウ と解答 してい るもの。 3◎

エ と解答 してい るもの。 4

オ と解答 してい る もの。 5

上記以外の解答 9

無解答 0

(2) 10と 解 答 してい る もの。

(10.0で も よい。 「約」 がつ いていて もよい。以下 同様。)

1◎

11.2と 解 答 している もの。(「約11」 を含む。) 2

4と 解 答 してい るもの。 3

89と 解 答 している もの。 4

84.2と 解 答 してい るもの。(「約84」 を 含む。) 5

上記以外の数値を解答しているもの。 6

上記以外の解答 9

無解答 0

(3) (正答 の条件)

ア を選択 し,次 の(a),(b)の い ずれか につい て記述 してい るもの。

(a)身 長 を推 定す る式 の 「上腕骨 の長 さ」 の係数 を使 って,男 女 を比較 し,い つ も男性

2人 の身長 の差 の方 が大き くな ること。

(b)上 腕 骨 の長 さ,ま たは上腕 骨の長 さの差 につ いて文字や 具体的な数値 を用 いて,身

長の差 を求 め,男 女 を比較 し,い つ も男性2人 の身長 の差の方が大 きくなるこ と。

(正答例)

例1変 化 の割 合で比べ ると,男 性 の場合 が2.8,女 性 の場合 が2.5で,男 性 の方 が大

きいので,男 性2人 の身長 の差 の方 が大き くな る。

例2上 腕骨 の長 さの差 を4cmと す ると,男 性2人 の身長 の差 は11.2cm,女 性2人

の身長の差 は10cmに な るので,男 性2人 の身長 の差 の方が大 き くな る。 このこ と

は,上 腕骨 の長 さの差 が違 う数 の場 合 も,同 じ式 に当てはめて考 えるか ら,男 性 の

方 が大きい ことは変わ らない ので,い つ で も男性2人 の身長 の差 の方 が大き くな る。
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問題番号 解 答 類 型 鯉鶴

国 (3) ア (a)に つ いて記述 してい るもの。(結 論が な くてもよい。 以下同様。) 1◎

を

選 (b)に つ い て記述 してい るもの。 2◎

択
上記2で,男 性2人 の身長の差の方が大きくなることが一般的に成 り立っことにっ 30

いて記述 していない もの。

例 上腕骨 の差 を4cmと す る と,男 性2人 の身長 の差 は11.2cm,女 性2人 の身

長 の差は10cmに な るので,男 性2人 の身長 の差 の方 が大き くな る。

よって,男 性2人 の身長 の差 の方 が大き くな る。

上記1～3で,表 現が十分 ではないが,男 女の比較 を してい る と分 かる もの。 40

上記1～4で,数 値や計算式 に誤 りがある もの。 5

上記1～5で,男 女の比較 を していない もの。 6

上記以外の解答,ま たは理由を書いていないもの。 7

イを選択 した もの。 8

上記以外の解答 9

無解答 0

回 (1) 82+28=110と 解 答 してい るもの。 1◎

(82+28は28+82で も よい。 以下 同様。)

110=11×10と 解 答 している もの。 2

110と 解 答 している もの。 3

82+28の み を解答 してい るもの。 または,82+28の 計 算 を誤 ってい るもの。 4

上記以外の解答 9

無解答 0

(2) (正答の条件)

〈11(κ+ア)と 計算 してい る場合 〉

次 の(a),(b)を 記 述 してい る。

(a)κ+ア は 自然数 だか ら,

(b)11(κ 十 ア)は11の 倍 数 であ る。

〈11κ+11ア と計算 してい る場合 〉

次 の(c),(d)を 記 述 してい る。

(c)11κ,11ア が11の 倍 数 で,11の 倍 数の和 は11の 倍数だか ら

(d)11κ+11ア は11の 倍 数 で あ る 。

(正答例)

例111(κ 十y)

κ+ア は 自然数 だか ら,11(κ 十 ア)は11の 倍 数 であ る。

例21h+11ア

11κ,11ア が11の 倍 数 で,11の 倍 数 の和 は11の 倍数だか ら,

11κ+11ア は11の 倍 数 である。
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問題番号 解 答 類 型 鯉鶴

回 (2) 11(κ 十 ア) (a),(b)の 両 方 を記述 してい るもの。 1◎

(a),(b)の どち らか一方 を記述 してい るもの。 20

(a),(b)の 両 方 を記述 していない もの。 30

(a),(b)の 記 述 に誤 りがあ るもの。 4

11κ 十11ア (c),(d)の 両 方 を記述 してい るもの。 5◎

(c),(d)の どち らか一方 を記述 してい るもの。 60

(c),(d)の 両 方 を記述 していない もの。 7

(c),(d)の 記 述 に誤 りがあ るもの。 8

上記以外の解答 9

無解答 0

(3) (正答 の条件)
「00は,◇ ◇ になる」 とい う形で,(a),(b)ま た は(a),(c)の 条件 を満た し,成 り

立っ事柄 を記 述 してい る。

(a)○ ○ が,「2け たの 自然数 と,そ の数 の十 の位 の数 と一の位 の数 を入れか えた数 の

の差 」であ る。

(b)◇ ◇ が,次 のいずれかで ある。

・9の 倍数 または3の 倍数

・十 の位 の数 と一の位の数 の和 が9

・もとの2け たの 自然数 の十 の位 の数 と一の位 の数の差の9倍

(c)◇ ◇ が,も との2け たの 自然数 の十の位の数 と一の位 の数の差に着 目した もので ある。

(正答例)

例12け た の 自然数 と,そ の数 の十 の位 の数 と一 の位 の数 を入 れか えた数 の差 は,9

の倍数 にな る。

例22け たの 自然数 と,そ の数 の十 の位 の数 と一 の位 の数 を入れか えた数 の差は,も と

の2け たの 自然数の十の位 の数 と一 の位 の数 の差が5で ある とき,5の 倍数 にな る。

(a),(b)の 条 件 を満 た して記述 してい るもの。 1◎

上記1で,(a)の 「2け た の 自然数 と,そ の数 の十 の位 の数 と一の位 の数 を入れ かえた

数 の差 」に関す る記述が十分で ないもの。

20

上記1で,00が な く,(b)の 条 件 を満 た して記述 してい るもの。

例9の 倍数 にな る。

3

(a),(c)の 条件 を満た して記述 している もの。 4◎

上記4で,(a)の 「2け た の 自然数 と,そ の数 の十 の位 の数 と一の位 の数 を入れ かえた

数 の差 」に関す る記述が十分で ないもの。

50

上記4で,00が な く,(c)の 条 件 を満た して記述 している もの。 6

(a)の 条件を満た して記述 しているもの。(「2け たの自然数 と,そ の数の十の位の数 と
一の位の数を入れかえた数の差」に関する記述が十分でないものを含む。)

70

上記以外で,2け たの 自然数 と,そ の数の十の位の数 と一の位の数を入れかえた数の差
の性質について記述しているもの。

8

上記以外の解答 9

無解答 0
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問題番号 解 答 類 型 鯉番号

回 (1) 厚 さ と解答 してい るもの。(高 さ,長 さで もよい。) 1◎

cm,㎜ な ど,厚 さを表す 単位 を縮 している もの。 2

60÷0.4の よ うな計算式や計算 を解答 している もの。 3

上記以外の解答 9

無解答 0

(2) (正答 の条件)

イ を選択 し,次 の(a),(b),(c)に つ いて記述 している もの。

(a)釘 全 体 の重 さ(400gと 表 現 していて もよい。)

(b)釘1本 の重 さ(イ と表現 していても よい。)

(c)(a)を(b)で 割 るこ と。

(正答例)

釘1本 の重 さを調 べて,釘 全 体の重 さ400gを,釘1本 の重 さで割れ ば,釘 の本数

を求 める ことができ る。

イ

を

選

択

(a),(b),(c)に つ い て 記 述 し て い る も の 。 1◎

上記1で,(a)あ る いは(b)の いずれ か一方だ けを記述 している もの。

例1全 体の重 さを割 る。

例2釘1本 の重 さで割 る。

2

上 記1,2で,(c)に お い て,(a)と(b)が 逆 に な っ て い る も の 。 3

上記1～3で,割 るもの と割 られるものの関係を明示 していないもの。

例 釘全体の重さや釘1本 の重 さを使って,割 ればよい。

4

上記以外の解答 5

無解答 6

アを選択 してい るもの。 7

ウを選択 してい るもの。 8

上記以外の解答 9

無解答 0

(3) ア と解答 してい るもの。 1

イ と解答 してい るもの。 2

ウ と解答 してい るもの。 3

エ と解答 してい るもの。 4◎

オ と解答 してい るもの。 5

上記以外の解答 9
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問題番号 解 答 類 型 鯉鶴

團 (1) ア と解答 してい るもの。 1◎

イ と解答 してい るもの。 2

ウ と解答 してい るもの。 3

エ と解答 してい るもの。 4

上記以外の解答 9

無解答 0

(2) (正答の条件)

次 の(a),(b),(c),(d)と そ の 根 拠 を 記 述 し,証 明 し て い る も の 。

(a)OA=OB,OD=OC(順 番 は不 問)

(b)∠AOD=∠BOC

(c)△AOD≡ △BOC

(d)AD=BC

(正答例)

△AODと △BOCに お いて

仮 定か ら,OA=OB… …①

OD=OC… …②

共通な角だから,

∠AOD=∠BOC… …③

①,②,③ よ り,

2辺 とその間の角がそれぞれ等 しいから,

△AOD≡ △BOC

合同な図形の対応する辺の長さは等 しいから,

AD=BC

(a),(b),(c),(d)と そ の 根 拠 を 記 述 し て い る も の 。 1◎

上記1で,表 現が十分でなかった り,記 号を書き忘れていたりするが,証 明の筋道が正 20

しい と分 かる もの。

例 角の記号(∠)を 書き忘れている。

仮定 として(a)と(d)を 記 述 してい るもの。 3

(a)の み 記述 してい る もの。 または,(a)を 記 述 し,仮 定 として(d)以 外 の誤 った条 4

件 を記述 してい るもの。

△AODと △BOCに 着 目す る以外の方法 で,(d)を 正 しく証明 してい るもの。 5◎

上記5で,表 現が十分でなかった り,記 号を書き忘れていたりするが,証 明の筋道が正 60

しい と分 かる もの。

上記1,2,5,6で,(d)を 記述 していないか,ま たは誤 った結論 を記述 しているもの。 7

上 記1,2,5,6,7で,根 拠 に 誤 り が あ る も の 。 8

例 ∠AOD=∠BOCの 根 拠 として 「対頂角 の性質 か ら」な どと記述 してい る。

上記以外の解答 9

無解答 0
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問題番号 解 答 類 型 鯉鶴

團 (3) ア と解答 してい るもの。 1

イ と解答 してい るもの。 2

ウ と解答 してい るもの。 3◎

エ と解答 してい るもの。 4

上記以外の解答 9

無解答 0

團 (1) 10と 解 答 してい るもの。 1◎

20と 解 答 してい るもの。 2

25と 解 答 してい る もの。 3

4と 解答 してい るもの。 4

上記以外の解答 9

無解答 0

(2) ア と解答 しているもの。 1

イ と解答 してい るもの。 2

ウ と解答 してい るもの。 3◎

エ と解答 してい るもの。 4

オ と解答 してい るもの。 5

上記以外の解答 9

無解答 0

(3) (正答 の条件)

表 や グ ラフのD,Fの デ ータ を用 いる ことを前提 として,次 の ことにつ いて記述 してい

るもの。

〈グラフを用 い ることについて記述 している場合 〉

次 の(a),(b)に つ いて記述 している。

(a)直 線 のグラフをひ くこと。(直 線 は,「 まっす ぐ」,「一次関数」で もよい。)

(b)κ 座 標 が2500の ときのア座標 をよむ こ と。

〈式 を用 いる ことについて記述 している場合 〉

次 の(c),(d)に つ いて記述 している。

(c)一 次 関数 の式 を求めて利 用す ること。

(d)一 次 関数の式 にκ=2500を 代 入 して,ア の値 を求め るこ と。

〈表や数値 を用い ることについ て記述 してい る場合 〉

次 の(e),(f)に つ いて記述 している。

(e)表 や 数値 を用 いて変化 の割合 について調べ るこ と。

(f)標 高 が2500mの ときの気温 を求 めるこ と。
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問題番号 解 答 類 型 鯉番号

團 (3) (正答例)
例1グ ラフの点Dと 点Fと を直線 で結 び,κ=2500の ときの ア座標 をよむ。

例2DとFの デー タを用いて アを κの一次 関数 の式 で表 し,κ=2500を 代 入 し,ア の

値 を求める。

例3DとFの デー タか ら表 をつ く り,変 化 の割合 を調べ て,標 高 が2500mの ときの

気温を求める。

(a),(b)に つ いて文 で記述 してい るもの。 また は,実 際に グラフをかき κ=2500の 1◎

ときのyの 値 をよみ とる ことについて記述 してい るもの。

上記1で,次 の よ うな もの。 20
・(a)で ,「 直線 」の記述 はない が,2点D,Fを 結 ぶ こ とは記述 してい るもの。

・(b)で ,「 κ=2500」 の 記 述 が な い も の 。

・DとF以 外 の2点 を結ぶ ことを記述 してい るもの
,ま た は,実 際 にそ の よ うな グラフ

をかいてい るもの。

グラフを用 いる ことについて記述 しているが,(a),(b)に つ いて記述 していない もの。 3

例1DとFを 直線で結べ ばよい。

例2グ ラフか らκ=2500の ときの アの値 を よめば よい。

(c),(d)に つ いて文 で記 述 してい るもの。 または,実 際に一次関数の式 を求 めて, 4◎

κ=2500の と きの アの値 を求 めよ うとしている もの。

上記4で,次 の よ うな もの。 50
・(c)で ,「 一次関数」の記述 がないもの。
・(d)で

,「 κ=2500」 の 記 述 が な い も の 。

・DとF以 外 の2点 を結 んだ直線 の式 を求 めるこ とを記述 してい るもの ,ま た は,実 際

にそのよ うな式 を求 めてい るもの。

(e),(f)に つ い て文 で記述 してい る もの。 または,実 際に表や数値 か ら変化 の割合 に 6◎

つ いて調 べて,標 高2500mの ときの気 温を求め よ うと しているもの。

上記6で,次 の よ うな もの。 70

・(f)で ,「 標 高2500mの とき」 の記述 がない もの。

・DとF以 外 の2点 のデ ータ を用 いる ことを記述 してい るもの ,ま た は,実 際 にそ の よ

うな表や数値から変化の割合を求めているもの。

式 を用 いる ことについて記述 してい るが,(c),(d)に つ いて記述 してい ないもの。 また 8

は,表 や数値 を用い るこ とについて記述 してい るが,(e),(f)に つ いて記述 していない

も の 。

例1ア を式で表せ ばよい。

例2数 値 を使 って,標 高2500mの ときの気 温 を求 めれ ばよい。

上記以外の解答 9

無解答 0
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解 答 類 型

点字問題部分
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点字問題部分

解答類型 【中学校数学】

A主 として 「知識」に関する問題

◎…解答として求める条件をすべて満た している正答

0… 設問の趣旨に即 し必要な条件を満たしている正答

問題番号 解 答 類 型 類型鶴

回 (1) (4,2)と 解 答 してい るもの。 1◎

上記以外の解答 9

無解答 0

囮 一2≦ ア≦4と 解答 している もの
。 1◎

上記以外の解答 9

無解答 0
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Ⅵ質問紙調査項 目

(教科関連部分)
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すう がく おも あ

[囚 あなた は,数 学 について どのよ うに思 ρてい ます か。当て はまみぎ なか べら

るもの を右 の① か ら④ の 中か ら1つ ずつ選んで くだ さい。

当てはまる どちらかと どちらかと 当てはまら

い えば,当 て い えば,当 て ない

はまる はまらない

▽ ▽ ▽ ▽
すう がく べん きょう す

(61)数 学 の勉 強 は好 きだ ① 一 ② 一 ③ 一 ④

すう がく べん きょう たい せつ

(62)数 学の勉 強 は大切だ ① 一 ② 一 ③ 一 ④

すう がく じゅぎょう ない よう わ

(63)数 学 の授 業 の内容 はよ く分か る ・① 一 ② 一 ③ 一 ④

すう がく

(64)数 学が で きるよ うにな りたい … ・① 一 ② 一 ③ 一 ④

すう がく もん だい と かた わ

(65)数 学 の問題の解 き方が分か らない
ほう

ときは,あ きらめず にいろいろな方
ほう かんが

法 を考 える ① 一 ② 一 ③ 一 ④

す う がく じゅぎょう がく しゅう ふ

(66)数 学 の授 業 で学 習 した こ とを普
だん せい かつ なか かつ よう かんが

段 の生活 の中で活用 で きないか 考

える ① 一 ② 一 ③ 一 ④

すう が く じゅ ぎょう がく しゅう

(67)数 学 の授 業 で学 習 した こ とは,
し ょう らい しゃ か い で や く た

将 来,社 会 に出た ときに役 に立つ ・① 一 ② 一 ③ 一 ④

生徒 質 問紙 一18
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当てはまる どちらかと どちらかと 当てはまら

い えば,当 て い えば,当 て ない

はまる はまらない▽ ▽ ▽ ▽
すう が く じゅ ぎょう もん だい と

(68)数 学 の授 業 で 問題 を解 くと き,
かん たん と ほう ほう かんが

もっ と簡単 に解 く方法が ないか 考

える

す う が く じゅ ぎ ょう こ う し き なら

(69)数 学 の授 業 で公 式 や きま りを習
こん き ょ り かい

うとき,そ の根拠 を理解す る ように

してい る

す う がく じゅぎょう もん だい と かた かんが

(70)数 学の授 業 で問題の解 き方や 考
かた わ か

え方 が分か る ようにノー トに書いて

① 一 ② 一 ③ 一 ④

い る

① 一 ② 一 ③ 一 ④

① 一 ② 一 ③ 一 ④

こん かい すう が く もん だい おも つぎ

あなたは,今 回の数学 の問題 について,ど の ように思い ま したか。次
あ えら

の(71)に つ い て,当 て は まる もの を1つ 選 んで くだ さい。

かい とう こと ば しき つか せつ めい もん だい

(71)解 答 を言葉 や式 を使 って説 明す る問題 があ りま したが,そ れ
もん だい さい ご か い とう か ど りょ く

らの問題で最後まで解答 を書こうと努 力 しましたか。
か もん だい さい ご かい とう か ど りょく

① すべての書 く問題で最後 まで解答を書こうと努 力 した
か もん だい かい とう かい とう か と ちゅう

② 書 く問題 で解答 しなかった り,解 答 を書 くことを途 中

であ きらめた りした ものがあった
か もん だい まった かい とう

③ 書 く問題 は全 く解答 しなかった

生徒 質 問紙 一19
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